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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、WebLogic Server コンフィグレーション ファイル (config.xml) につ
いて説明します。 

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章「config.xml の概要」では、config.xml ファイルと config.dtd ファイルにつ
いて説明し、コンフィグレーション ファイルの編集ガイドラインについて説明します。

� 残りの章では、config.dtd で定義されている各要素について、構文の構造図と属性の
リファレンスを示します。 

� 索引ではすべての要素名と属性名へのリンクを示します。

対象読者

これは、サーバ管理者とアプリケーション開発者向けのマニュアルです。WebLogic Server 
プラットフォーム、XML、および Java プログラミングに読者が精通していることを前提
として書かれています。管理者の中には、プロダクション環境で WebLogic Server の処理
の一部をコンフィグレーションすることを考えている方もいます。コンフィグレーション 
タスクは、Web ブラウザ GUI アプリケーションである Administration Console でも行えま
す。ただし、場合によっては、コンフィグレーション ファイル config.xml を直接変更す
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る方が適切です。このマニュアルでは、config.xml ファイルのプロダクション インスタ
ンスに存在する、または存在する可能性のある XML 要素とそれに関連する属性について
説明します。 

注意 : config.xml ファイルを変更すると、お客様の環境にある WebLogic Server の運用
に影響を与えます。

e-docs Web サイト

BEA 製品のドキュメントは、BEA の Web サイトで入手できます。WebLogic Server BEA 
のホーム ページで [製品のドキュメント ] をクリックします。 

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ファイル｜印刷 ] オプションを使用すると、Web ブラウザからこのマ
ニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、WebLogic Server の Web サイトで入手できます。PDF を 
Adobe Acrobat Reader で開くと、マニュアルの全体 (または一部分 ) を書籍の形式で印刷で
きます。PDF を表示するには、WebLogic Server ドキュメントのホーム ページを開き、[
ドキュメントのダウンロード ] をクリックして、印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイト (http://www.adobe.co.jp) で無料で入手できま
す。

http://www.adobe.co.jp
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関連情報

サポート情報

BEA のドキュメントに関するユーザからのフィードバックは弊社にとって非常に重要で
す。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com までお送りくださ
い。寄せられた意見については、WebLogic Server のドキュメントを作成および改訂する 
BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメッセージには、ご使用のソフトウェアの名前とバージョン、およびドキュ
メントのタイトルと日付をお書き添えください。 本バージョンの BEA WebLogic Server に
ついて不明な点がある場合、または BEA WebLogic Server のインストールおよび動作に問
題がある場合は、BEA WebSupport (www.bea.com) を通じて BEA カスタマ サポートまで
お問い合わせください。カスタマ サポートへの連絡方法については、製品パッケージに同
梱されているカスタマ サポート カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、お問い合わせの際はあらかじめご
用意ください。

� お名前、電子メール アドレス、電話番号、ファクス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種とコード番号

� 製品の名前とバージョン

� 問題の状況と表示されるエラー メッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、全体を通して以下の表記規則が使用されています。

mailto:docsupport-jp@beasys.com
http://www.bea.com
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表記法 適用

〔Ctrl〕+
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すことを示す。

斜体 強調または書籍のタイトルを示す。

等幅テキスト コード サンプル、コマンドとそのオプション、データ構造体とそ
のメンバー、データ型、ディレクトリ、およびファイル名とその

拡張子を示す。等幅テキストはキーボードから入力するテキスト

も示す。

例 :

import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :

String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、環境変数、および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

または

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]
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| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマンドラインで以下のいずれかを示す。 

• 引数を複数回繰り返すことができる。

• 任意指定の引数が省略されている。

• パラメータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード サンプルまたは構文で項目が省略されていることを示す。 

表記法 適用
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1

config.xml の概要

以降の節では、WebLogic Server™ コンフィグレーション ファイル (config.xml) の概要に
ついて説明します。

� 1-1 ページの「WebLogic Server の管理と config.xml ファイルについて」

� 1-4 ページの「config.xml ファイルの編集」

� 1-5 ページの「config.xml ファイルの編集時の注意点」

WebLogic Server の管理と config.xml 
ファイルについて

WebLogic Server の管理とコンフィグレーションのサービスは、Sun Microsystems の 
Java™ Management Extensions (JMX) API に基づきます。 config.xml ファイルは、
WebLogic Server がその実行時に JMX API の BEA 実装を使用して作成および修正する管
理対象オブジェクトの永続性ストアです。 config.xml の目的は、WebLogic Server が再起
動されたときに利用できるよう管理対象オブジェクトに対する変更を格納することです。

通常は、Administration Console を使用して WebLogic Server の管理可能オブジェクトおよ
びサービスをコンフィグレーションし、WebLogic Server で config.xml ファイルを保持で
きるようにします。 Administration Console などの WebLogic Server ユーティリティを使用
して config.xml ファイルを修正するたびに、古いバージョンが WebLogic Server によっ
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てアーカイブに配置されます。 WebLogic Server で保持されるアーカイブ ファイルの数を
コンフィグレーションできます。 詳細については、『WebLogic Server のコンフィグレー
ションと管理』の「前バージョンの config.xml のアーカイブ」を参照してください。

config.xml はテキスト エディタで修正できる整形式の XML ドキュメントですが、この
ファイルのことは、特殊な環境でのみ直接更新するデータベースであると考えるべきで
す。

config.xml ファイルは、その内容を検証するための文書型定義 (DTD) を持つ正式な 
XML ドキュメントではありません。 正確にはリポジトリであり、各 XML 要素に、
WebLogic Server の管理オブジェクトのインメモリ オブジェクトが要求されたときに保存
されたデータが格納されます。 ただし、config.xml にデータを格納するオブジェクトは 
WebLogic Server Management API の範囲内で定義されるので、config.xml ファイルの内
容は実質的に文書化することが可能です。 実際、このマニュアルのリファレンス情報は、
WebLogic Server 管理 MBean の含まれる weblogic.management.configuration パッ
ケージの Javadoc から抽出されています。 Javadoc と Administration Console オンライン ヘ
ルプ システムでは、同じ情報を異なる表示で参照できます。 

config.xml には、このマニュアルで説明されていないデータを格納できる場合がありま
す。

� 公開される予定がなく、将来のリリースでもサポートされない内部のメカニズムに関

連するために、一部の MBean 属性は意図的に説明されていない。

� MBean と属性は WebLogic Server で動作するアプリケーションで動的に作成できる。 
そのようなアプリケーションには、Administration Console、WebLogic Server と連係し
て機能する他の BEA 製品、およびユーザまたはサードパーティ ベンダ提供のアプリ
ケーションがあります。

他の BEA 製品を WebLogic Server またはサードパーティ アプリケーションと一緒に使用
する場合は、その製品に付属のドキュメントで config.xml 要素および属性に関する追加
情報を参照してください。

config.xml を編集する状況

Administration Console を使用せず、config.xml ファイルを直に編集する状況はいくつか
あります。 そのような状況では、変更は特定的かつ最小限である必要があります。 
config.xml ファイルを新たに作成して新しい WebLogic Server コンフィグレーションを作
成することはしないでください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/failures.html#Archiving_Configuration_File


config.xml ファイルの内容

コンフィグレーション リファレンス 1-3

警告 : WebLogic Server は config.xml を定期的に書き換えるので、WebLogic Server の実
行中は編集できません。 行った変更は失われ、プラットフォームによっては、
WebLogic Server に障害が発生します。

config.xml ファイルを修正する前には、必ずバックアップ コピーを作成してください。 

以下の状況では、config.xml を編集するのが適切です。

� 複数の WebLogic Server インスタンスをデプロイする場合は、config.xml ファイルの
クローンを作成して、新しいサーバごとにその値を編集できる

� 1 つのサーバで定義されているオブジェクトを別のサーバにコピーしたい場合は、その
オブジェクトを定義する XML 要素を config.xml ファイル間でコピーできる 

� 問題の解決を支援するため、BEA テクニカル サポートでは Administration Console で
設定できない属性の設定を提案する場合がある

� サードパーティ アプリケーションのドキュメントでは、config.xml ファイルの修正
が要求されている

config.xml は整形式の XML ファイルなので、Apache Xerces や JDOM などの XML パー
サ アプリケーションを使用して、config.xml に対する特定の反復的な変更をスクリプト
化することができます。 作成したスクリプトは必ず徹底的にテストし、変更の前には必ず 
config.xml のバックアップ コピーを作成してください。 

config.xml ファイルの内容

config.xml ファイルは XML 要素群で構成されています。Domain 要素はトップレベルの
要素であり、Domain 内のすべての要素は Domain 要素の子です。Domain 要素には、
Server 要素、Cluster 要素、Application 要素などの子要素があります。子要素の中にさらに
子要素がある場合もあります。 

たとえば、Server 要素には、子要素として WebServer、SSL、および Log があります。
Application 要素には EJBComponent と WebAppComponent という子要素があります。 

各要素には 1 つまたは複数のコンフィグレーションできる属性があります。 属性には、そ
れに対応する属性がコンフィグレーション API にあります。 たとえば、Server 要素には 
ListenPort 属性があり、weblogic.management.configuration.ServerMBean クラスにも 
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ListenPort 属性があります。 コンフィグレーション可能な属性は、読み書き可能です。つま
り、ServerMBean には getListenPort() メソッドと setListenPort() メソッドがありま
す。

属性が config.xml の別の要素 (Server の SSL 属性など ) を参照する場合、その属性の値は
参照される要素の Name 属性の値です (すべての config.xml 要素に Name 属性がある )。 
属性が他の要素の集合またはリストを参照する場合、その属性の値は参照される要素の名
前のカンマ区切りのリストです。

属性値はすべて引用符で囲む必要があります。 ブール属性の値は、"true" または "false" 
です。 数値の属性は、指定されたデータ型に解析できる、引用符で囲まれた一続きの数字
および記号として記述されます。 たとえば、整数値にカンマや小数点は含まれてはなりま
せんが、属性で負の値が許可される場合は先頭にマイナス記号を置くことができます。

config.xml ファイルの編集

ドメイン コンフィグレーションの変更やモニタには、Administration Console を使用するこ
とをお勧めします。また、次の方法でも config.xml ファイルを変更できます。

� WebLogic Server API (Application Programmatic Interface) を使って、他のプログラム
からドメイン内のリソースのコンフィグレーション属性を変更する。

� WebLogic Server コマンドライン ユーティリティを使ってドメインの属性にアクセス
する。このユーティリティでは、ドメイン管理を自動化するスクリプトを作成できま
す。

BEA XML エディタ

BEA XML エディタは、XML ファイルを作成および編集するためのシンプルでユーザフレ
ンドリなツールです。 BEA XML エディタでは、DTD または XML スキーマと照らし合わ
せて XML ドキュメントを検証できます。 config.xml に DTD または XML スキーマはあり
ませんが、XML エディタを使用すれば、少なくとも、WebLogic Server で解析できる整形
式の XML ドキュメントを作成することはできます。 ただし、要素と属性の名前の綴りが
適切かどうか、属性の値が有効かどうかを検証することはできません。 

BEA dev2dev Online の「BEA XML Editor」を参照してください。

http://dev2dev.bea.com/index.jsp
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config.xml ファイルの編集時の注意点

コンフィグレーション ファイルを手動で編集する場合、あらかじめ次の点に注意してくだ
さい。

1. config.xml ファイルを編集するときは、常に編集前に保存しておきます。 

2. ドメインがアクティブなときには、ドメイン用の config.xml ファイルを編集しない
でください。ドメインがアクティブなときにコンフィグレーション ファイルを手動で
変更した場合、行った変更がシステムによって上書きされるおそれがあります。さら
に、ドメインがアクティブなときに手動で行ったすべての変更は、システムの実行時
には無視されます。

3. 子要素の Name 属性を変更しないでください。WebLogic Server では、子要素の名前は
親要素の名前と一致している必要があります。たとえば、Server 要素の Name 属性の
値が myserver の場合、Server 要素の子要素である COM、 JTAMigratableTarget、
KernalDebug、Log、SSL、ServerStart、SystemDataStore、および WebServer 要素の 
Name 属性の値も同じ myserver である必要があります。

4. コマンドライン ユーティリティで config.xml を編集しているとき、またはその編集
後には検証や値のチェックが行われないので、編集したコンフィグレーション ファイ
ルを初めてロードしたとき、つまり、ドメインのサーバを再起動したときに型チェッ
クが行われます。その時点で無効な XML または無効な属性値が検出された場合、ドメ
インは起動できません。



config.xml の概要
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2

Application

説明

アプリケーションは、EAR ファイルまたは EAR ディレクトリに格納される J2EE アプリ
ケーションを表します。EAR ファイルは、WAR、EJB、および RAR コネクタ コンポーネ
ントなどの一連のコンポーネントで構成され、各コンポーネントは 1 つまたは複数の対象
にデプロイすることができます。対象はサーバまたはクラスタです。アプリケーションが
スタンドアロン モジュールとして提供される場合、この MBean は単なる合成ラッパー ア
プリケーションです。

構文

<Application
  DeploymentTimeout="number"
  DeploymentType=( "EAR" | "EXPLODED EAR" | "COMPONENT" | "EXPLODED COMPONENT" )
  LoadOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Path="String"
  StagingMode=( "nostage" | "stage" | "external_stage" )
/>

#DeploymentTimeout
#DeploymentType
#LoadOrder
#Name
#Notes
#Path
#StagingMode
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親要素

� Domain

子要素

� ConnectorComponent

� EJBComponent

� WebServiceComponent

� WebAppComponent

� JDBCPoolComponent

Domain.html
ConnectorComponent.html
EJBComponent.html
WebServiceComponent.html
WebAppComponent.html
JDBCPoolComponent.html


属性
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属性

表 2-1  Application の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentTimeout このアプリケーションの、クラスタに対

するデプロイメント タスクに付与された
時間 (ミリ秒単位 )。この時間を経過して
もデプロイメント タスクがアクティブな
状態である場合は、タスクがキャンセル

される。デフォルトの時間は 60 分。
サーバがデプロイメントのタイムアウト

をチェックする頻度は、約 1 分ごと。

 クラスタに対するデプロイメントだけが
タイムアウトになる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 3600000

DeploymentType このアプリケーションのカテゴリを指定

する。コンフィグレーションで指定され

ない場合、この属性は継承される。

必須 : いいえ

デフォルト値 : UNKNOWN

LoadOrder サーバの起動時にアプリケーションが

ロードされる順序を指定する。値が小さ

いアプリケーションから順にロードされ

る。

 アプリケーションの順序は、2 フェーズ 
プロトコルを使用してデプロイされるア

プリケーションに対してのみサポートさ

れる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 100

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用して
コンフィグレーションを実装および保持

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明として

任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ
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Path 管理サーバ上にある、元のソース アプリ
ケーション ファイルの場所。相対パス
は、管理サーバをインストールしたディ

レクトリのルートを基準にする。サーバ

のアップグレード時に発生する問題を最

小限に抑えるため、絶対パスの使用を推

奨。

アプリケーションがステージングされて

いない場合 (StagingMode が nostage の場
合 )、パスは対象サーバ上で有効なもの
でなければならない。

 エンタープライズ アプリケーション 
(EAR) へのパスは、.ear ファイルの場所、
またはアーカイブされていない場合は 
EAR のルート。たとえば、パス
「myapps/app.ear」は有効。アプリケー
ションがスタンドアロン モジュールの場
合、パスはモジュールの親ディレクトリ

になる。たとえば、モジュールが 
myapps/webapp/webapp.war にある場合、
パス「myapps/webapp」は正しいが、パ
ス「myapps/webapp/webapp.war」は不適
切。

Administration Console の
フィールド表示 : [パス ]

表 2-1  Application の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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StagingMode このアプリケーションのステージング 
モードを返す。このモードは、管理対象

サーバの StagingMode 属性をオーバーラ
イドする。 ステージングでは、アプリ
ケーション ファイルが管理サーバから目
的の管理対象サーバのステージング ディ
レクトリに配布される。 ステージング値
は以下のとおり。

1.  nostage: アプリケーション ファイル
は別の場所にコピーされない。

2.  stage: アプリケーション ファイルが
デプロイメントで目標とされたサー

バにコピーされる。

3.  external_stage: WebLogic Server では
なくユーザが、アプリケーション 
ファイルをサーバのステージング 
ディレクトリにコピーする。

Administration Console の
フィールド表示 : [ステージン
グ モード ]

必須 : いいえ

表 2-1  Application の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BridgeDestination

説明

このクラスは、JMS に対応していない製品用のメッセージング ブリッジ送り先を表しま
す。

各メッセージング ブリッジは、ブリッジングされている 2 つの送り先で構成されます。 1 
つはメッセージの受信元になるソース送り先、もう 1 つはメッセージの送信先になる対象
送り先です。

 注意 : WebLogic JMS には、JMS 以外のメッセージング製品にアクセスするために「一般
ブリッジ送り先」というフレームワークが用意されていますが、JMS 以外のメッセージン
グ製品をサポートするアダプタは用意されていません。 したがって、サードパーティ OEM 
ベンダからカスタム アダプタを入手し、そのマニュアルに従ってアダプタをコンフィグ
レーションする必要があります。

構文

<BridgeDestination
  AdapterJNDIName="String"
  Classpath="String"
  Name="String"
  Notes="String"

#AdapterJNDIName
#Classpath
#Name
#Notes
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  Properties="java.util.Properties"
  UserName="String"
  UserPassword="String"
/>

親要素

� Domain

#Properties
#UserName
#UserPassword
Domain.html


属性
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属性

表 3-1  BridgeDestination の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AdapterJNDIName 指定した送り先との通信に使用される

アダプタの JNDI 名を定義する。 この名
前は、アダプタのデプロイメント記述

子ファイルで指定され、WebLogic 
Server JNDI でアダプタをバインドする 
WebLogic Server コネクタ コンテナに
よって使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI アダプ
タ名 ]

デフォルト値 : 
eis.jms.WLSConnectionFactoryJ
NDIXA

Classpath ブリッジ送り先の CLASSPATH を定義す
る。主に、WebLogic JMS の別リリース
への接続に使用される。

接続する送り先がバージョン 6.0 以前の 
WebLogic Server で動作している場合、
古い WebLogic Server 実装のクラスの場
所を示す CLASSPATH をブリッジ送り先
に指定する必要がある。

 注意 : サードパーティの JMS 製品に接
続する場合は、WebLogic Server の 
CLASSPATH で製品の CLASSPATH をブ
リッジ送り先に指定する必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [アダプタ ク
ラスパス ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ
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Properties ブリッジ送り先のプロパティを指定す

る文字列値。送り先のプロパティは、

セミコロン (;) で区切る必要がある。

以下のプロパティは、すべての JMS 実
装で必要となる。

ConnectionURL=

 送り先への接続の確立に使
用される URL。 

ConnectionFactoryJNDIName=

 接続の作成に使用される 
JMS 接続ファクトリの JNDI 
名。 

DestinationJNDIName=

 JMS 送り先の JNDI 名。 

DestinationType=

 キューまたはトピックのい
ずれか。 

InitialContextFactory=

 JNDI コンテキストの取得に
使用されるファクトリ。 

Administration Console の
フィールド表示 : [プロパティ 
(key=value)]

必須 : いいえ

表 3-1  BridgeDestination の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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UserName ブリッジ送り先にアクセスする場合に

アダプタで使用されるユーザ名を定義

する (省略可能 )。

 注意 :  指定した送り先に対する処理は
すべて、このユーザ名と、対応するパ

スワードを使って行われる。 したがっ
て、メッセージング ブリッジを機能さ
せるには、ソースおよび対象送り先の

ユーザ名 /パスワードに基底の送り先
へのアクセス権限が付与されている必

要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ名 ]

必須 : いいえ

UserPassword ブリッジ送り先にアクセスする場合に

アダプタで使用されるユーザ パスワー
ドを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ パス
ワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

表 3-1  BridgeDestination の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Cluster

説明

この Bean は、ドメイン内のクラスタを表します。サーバは、クラスタの論理名を使って 
ServerMBean.setCluster を呼び出すことによって、クラスタに参加します。コンフィグ
レーションでは、ゼロまたは 1 つ以上のクラスタを定義できます。クラスタは、論理名に
よってルックアップできます。クラスタの名前は、その論理クラスタ名を表します。

構文

<Cluster
  ClientCertProxyEnabled=( "true" | "false" )
  ClusterAddress="String"
  DefaultLoadAlgorithm=( "round-robin" | "weight-based" | "random" )
  HttpTraceSupportEnabled=( "true" | "false" )
  IdlePeriodsUntilTimeout="number"
  MulticastAddress="String"
  MulticastBufferSize="number of kilobytes"
  MulticastPort="number"
  MulticastSendDelay="number"
  MulticastTTL="number"
  Name="String"
  Notes="String"

#ClientCertProxyEnabled
#ClusterAddress
#DefaultLoadAlgorithm
#HttpTraceSupportEnabled
#IdlePeriodsUntilTimeout
#MulticastAddress
#MulticastBufferSize
#MulticastPort
#MulticastSendDelay
#MulticastTTL
#Name
#Notes
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  WeblogicPluginEnabled=( "true" | "false" )
/>

親要素

� Domain

#WeblogicPluginEnabled
Domain.html


属性
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属性

表 4-1  Cluster の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ClientCertProxyEnabled 値を true に設定すると、クライアントからの ID 
証明書が、プロキシサーバ プラグインによって、
クラスタのすべてのサーバ インスタンスにデプロ
イされているすべての Web アプリケーションに渡
される。
プロキシサーバ プラグインは、
WL-Proxy-Client-Cert ヘッダの各 ID 証明書を
エンコードし、そのヘッダを WebLogic Server イ
ンスタンスに渡す。 各 WebLogic Server インスタン
スは、それがセキュアなソースから来ているもの
と信頼してヘッダから証明書情報を取得し、その

情報を使用してユーザを認証する。
true を指定した場合は、
weblogic.security.net.ConnectionFilter を使用し
て、各 WebLogic Server インスタンスが、プロキ
シサーバ プラグインが動作しているマシンからの
接続のみを受け入れるようにする。 接続フィルタを
使用しないで true を指定すると、
WL-Proxy-Client-Cert ヘッダのなりすましが
可能なためにセキュリティが脆弱になる。
値 true は、クラスタ内の各サーバ インスタンス
が 
ServerMBean#setClientCertProxyEnabled(boolean) 
で指定した値をオーバーライドする。

デフォルトの場合 (または false を指定した場合
)
• 各サーバ インスタンスでは、そのアプリケー

ションがプロキシサーバ プラグインから送信
された証明書を信頼するかどうかを指定でき
る 

•  サーバ インスタンスでその 
ClientCertProxyEnabled 属性の値を設定
しない場合 (または false が指定された場合
) は、各 Web アプリケーションの 
weblogic.xml デプロイメント記述子で、そ
の Web アプリケーションがプロキシサーバ 
プラグインから送信された証明書を信頼する
かどうかを指定する 

• デフォルトでは (またはデプロイメント記述
子で false が指定された場合 )、ユーザはプ
ロキシサーバ プラグインから Web アプリ
ケーションにログインできない 

Administration Console の
フィールド表示 : [クライアン
ト証明書プロキシを有効化 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false
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ClusterAddress このクラスタに接続するためにクラ

イアントで使用されるアドレスを定

義する。複数の IP アドレスに対応す
る DNS ホスト名、あるいは単一ア
ドレスのホスト名または IP アドレス
で構成されるカンマ区切りのリスト

のいずれか。ネットワーク チャネル
がコンフィグレーションされている

場合は、クラスタ アドレスはチャネ
ルごとに設定できる。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラスタ ア
ドレス ]

必須 :いいえ

DefaultLoadAlgorithm 特定のサービスに対して何も指定さ

れていない場合、レプリケートされ

るサービス間のロード バランシング
に使用されるアルゴリズムを定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
のロード バランス アルゴリズ
ム ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : round-robin

HttpTraceSupportEnabl
ed

攻撃者が HTTP TRACE トレース機
能を悪用し、HTTP ヘッダ内の情報 (
クッキー、認証データなど ) にアク
セスする場合がある。 Web ブラウザ
に他のクロス ドメイン脆弱性が存在
する場合、HTTP TRACE メソッド
をサポートするすべてのドメインか

ら、機密性の高いヘッダ情報が読み

取られるおそれがある。 この属性は、
HTTP TRACE のサポートを無効に
するために使用する。 
HttpTraceSupportEnabled 属性は、ク
ラスタ全体で使用できるように 
ClusterMBean と ServerMBean の両
方で複製される。 ClusterMBean は 
ServerMBean をオーバーライドす
る。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 4-1  Cluster の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 4-5

IdlePeriodsUntilTimeout クラスタ メンバーが、クラスタのメ
ンバーをタイムアウトするまで待機

する期間の最大数。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 3

最小値 : 3

MulticastAddress クラスタ メンバーが互いに通信する
ために使用するマルチキャスト アド
レスを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト アドレス ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 237.0.0.1

MulticastBufferSize マルチキャスト ソケットの送信また
は受信バッファ サイズを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト バッファ サイズ ]

必須 :いいえ

単位 : KB

デフォルト値 : 64

最小値 : 64

MulticastPort クラスタ メンバーが互いに通信する
ために使用するマルチキャスト ポー
トを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト ポート ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 7001

最小値 : 1

最大値 : 65535

MulticastSendDelay OS レベルでのバッファのオーバー
フローを防止するために、マルチ

キャストによるメッセージの送信が

遅延されるミリ秒数を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト送信遅延 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 12

最小値 : 0

最大値 : 100

表 4-1  Cluster の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MulticastTTL クラスタのマルチキャスト アドレス
の存続時間値を設定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト生存時間 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 1

最小値 : 1

最大値 : 255

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用
してコンフィグレーションを実装お

よび保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 :いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明と

して任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 :いいえ

WeblogicPluginEnabled WLS HttpRequest.getRemoteAddr() 
では、その戻り値で 
X-Forwarded-For を利用していた。 こ
れは、HTTP ヘッダが容易に模倣可
能であり、最終的に不正な値が返さ

れるのでセキュリティ ホールとな
る。 この問題は独自ヘッダ 
WL-Proxy-Client-IP を導入すること
で改善され、このヘッダは WLS が
プラグインを使用するようにコン

フィグレーションされている場合に

のみ使用される。 これは 
ClusterMBean と ServerMBean の両
方で複製されるので、属性 
WeblogicPluginEnabled はクラスタ
全体で使用できる。ClusterMBean は 
ServerMBean をオーバーライドす
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [WebLogic プ
ラグインを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

表 4-1  Cluster の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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5

COM

説明

この Bean は、COM のサーバ全体のコンフィグレーションを表します。

構文

<COM
  ApartmentThreaded=( "true" | "false" )
  MemoryLoggingEnabled=( "true" | "false" )
  NTAuthHost="String"
  Name="String"
  NativeModeEnabled=( "true" | "false" )
  Notes="String"
  PrefetchEnums=( "true" | "false" )
  VerboseLoggingEnabled=( "true" | "false" )
/>

#ApartmentThreaded
#MemoryLoggingEnabled
#NTAuthHost
#Name
#NativeModeEnabled
#Notes
#PrefetchEnums
#VerboseLoggingEnabled
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親要素

� Server

属性

表 5-1  COM の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ApartmentThreaded COM をネイティブ モードで初期化
するためのフラグを設定する。デ

フォルトでは、jCOM は 
COINIT_MULTITHREADED_FLAG 
を使用して COM を初期化する。 ネ
イティブ モード時にサーバが
「Class Not Registered Message」とい
うログを記録する場合、このプロパ

ティを設定する 
(COINIT_APARTMENTTHREADE
D)。

Administration Console の
フィールド表示 : [アパートメ
ント スレッド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

MemoryLoggingEnabled メモリ使用状況のロギングを有効に

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモリ ログ
を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

NTAuthHost クライアント認証用のプライマリ ド
メイン コントローラのアドレス。こ
のプロパティを設定しない場合、

COM クライアントは認証されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [NTAuth 
Host]

必須 : いいえ

Server.html
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用
してコンフィグレーションを実装お

よび保持する。

必須 : いいえ

NativeModeEnabled ネイティブ DLL を使うと、Java オ
ブジェクトが COM オブジェクトと
対話できる。Windows でのみサポー
トされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ネイティブ 
モードを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Notes このコンフィグレーションの説明と

して任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

PrefetchEnums 一部の COM メソッドは、COM 
VariantEnumeration 型を返す。 
java2com ツールは、返された型を標
準 Java java.lang.Enumeration に自動
的に変換する。しかし、これは完全

な一致とはならない。COM 
Enumeration には 
hasMoreElements() 呼び出しに相
当するものがないからである。 クラ
イアントは、

NoSuchElementException が発生
するまで nextElement を呼び出し
続ける必要がある。このプロパティ

を設定すると、jCOM はバックグラ
ウンドで次の要素をプリフェッチし

て、hasMoreElements が呼び出され
たときに正しい値を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [列挙子のプ
リフェッチ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

VerboseLoggingEnabled 冗長なロギングを有効にする。 必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 5-1  COM の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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6

ConnectorComponent

説明

この Bean はリソース アダプタを定義します。

構文

<ConnectorComponent
  DeploymentOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
  URI="String"
/>

親要素

� Application

#DeploymentOrder
#Name
#Notes
#Targets
#URI
Application.html
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属性

表 6-1  ConnectorComponent の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

URI アプリケーション コンポーネントを示
す URI を設定する (通常は管理サーバ
上にある )。

Administration Console の
フィールド表示 : [URI]
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7

CustomRealm

説明

構文

<CustomRealm
  ConfigurationData="java.util.Properties"
  Name="String"
  Notes="String"
  Password="String"
  RealmClassName="String"
/>

親要素

� Domain

#ConfigurationData
#Name
#Notes
#Password
#RealmClassName
Domain.html
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属性

表 7-1  CustomRealm の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ConfigurationData カスタム セキュリティ レルムのセ
キュリティ ストアに接続するために
必要な情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [コンフィグ
レーション情報 (key=value)]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Password カスタム セキュリティ レルムのパス
ワード。指定したパスワードは、

WebLogic Server によって暗号化され
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [パスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 :はい

セキュアな値 : この値は 
<code>CustomRealmMBean</c
ode> を初期化する場合は未定
義でなければならない

RealmClassName カスタム セキュリティ レルムを実装
する Java クラスの名前。

Administration Console の
フィールド表示 : [レルム クラ
ス名 ]

必須 : いいえ
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Domain

説明

WebLogic ドメイン。

WebLogic ドメインは、「Domain」という特殊な対象です。

構文

<Domain
  AdministrationMBeanAuditingEnabled=( "true" | "false" )
  AdministrationPort="number"
  AdministrationPortEnabled=( "true" | "false" )
  ConfigurationVersion="String"
  ConsoleContextPath="String"
  ConsoleEnabled=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
/>

#AdministrationMBeanAuditingEnabled
#AdministrationPort
#AdministrationPortEnabled
#ConfigurationVersion
#ConsoleContextPath
#ConsoleEnabled
#Name
#Notes
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子要素

� Application

� BridgeDestination

� Cluster

� CustomRealm

� DomainLogFilter

� EJBContainer

� EmbeddedLDAP

� FileT3

� FileRealm

� JDBCDataSource

� JDBCDataSourceFactory

� JDBCMultiPool

� JDBCConnectionPool

� JDBCTxDataSource

� JMSServer

� JMSTemplate

� JMSBridgeDestination

� JMSConnectionFactory

� JMSDestinationKey

� JMSDistributedQueue

� JMSDistributedTopic

� JMSFileStore

� JMSJDBCStore

Application.html
BridgeDestination.html
Cluster.html
CustomRealm.html
DomainLogFilter.html
EJBContainer.html
EmbeddedLDAP.html
FileT3.html
FileRealm.html
JDBCDataSource.html
JDBCDataSourceFactory.html
JDBCMultiPool.html
JDBCConnectionPool.html
JDBCTxDataSource.html
JMSServer.html
JMSTemplate.html
JMSBridgeDestination.html
JMSConnectionFactory.html
JMSDestinationKey.html
JMSDistributedQueue.html
JMSDistributedTopic.html
JMSFileStore.html
JMSJDBCStore.html
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� JMSStore

� JMSJDBCStore

� JTA

� JoltConnectionPool

� Machine

� MessagingBridge

� MigratableTarget

� MigratableRMIService

� NetworkChannel

� MailSession

� Realm

� RMCFactory

� ShutdownClass

� SecurityConfiguration

� Security

� Server

� ShutdownClass

� SNMPAgent

� SNMPAttributeChange

� SNMPJMXMonitor

� SNMPTrapSource

� SNMPProxy

� SNMPTrapDestination

� StartupClass

� UnixMachine

� UnixRealm

JMSStore.html
JMSJDBCStore.html
JTA.html
JoltConnectionPool.html
Machine.html
MessagingBridge.html
MigratableTarget.html
MigratableRMIService.html
NetworkChannel.html
MailSession.html
Realm.html
RMCFactory.html
ShutdownClass.html
SecurityConfiguration.html
Security.html
Server.html
ShutdownClass.html
SNMPAgent.html
SNMPAttributeChange.html
SNMPJMXMonitor.html
SNMPTrapSource.html
SNMPProxy.html
SNMPTrapDestination.html
StartupClass.html
UnixMachine.html
UnixRealm.html
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� VirtualHost

� WLECConnectionPool

� WTCServer

� XMLEntityCache

� XMLRegistry

属性

表 8-1  Domain の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AdministrationMBeanA
uditingEnabled

AdmininstrationMBeanAuditingEnabled 
が true に設定されている場合、管理
サーバがすべての管理 MBean 操作を
記録する。

Administration Console の
フィールド表示 :  [Configuration 
MBean Auditing Feature 
Enabled]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

AdministrationPort ドメインに対する共通のセキュアな管

理ポート。管理ポートでは SSL を使
用するため、ドメインで管理ポートが

有効になっている場合、すべてのサー

バで SSL を備える必要がある。 管理
ポートが有効である場合、同じドメイ

ン内のすべてのサーバは、ドメインの

管理ポートを使用して管理ポートを設

定するか、またはサーバの管理ポート

を使用して管理ポートをオーバーライ

ドする必要がある。管理対象サーバ

は、管理サーバに接続するために 
-Dweblogic.management.server=https://
admin_server:administration_port を使
用しなければならない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ドメイン管
理ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 9002

最小値 : 1

最大値 : 65534

VirtualHost.html
WLECConnectionPool.html
WTCServer.html
XMLEntityCache.html
XMLRegistry.html
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AdministrationPortEna
bled

ドメインに対して管理ポートを有効に

するかどうかを示す。これにより、ド

メイン内のすべてのサーバで、サーバ

の管理ポートの設定が強制的に同じに

なる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ドメイン管
理ポートを有効化 (SSL をコン
フィグレーションしてください
)]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

ConfigurationVersion コンフィグレーションのリリース識別

子。この識別子は、コンフィグレー

ションのバージョンを示すために使用

する。サーバで生成されるすべてのコ

ンフィグレーションは、実行中のサー

バのリリース識別子を使って作成され

る。バージョンの形式は、

major.minor.servicepack.rollingpatch。
バージョンのすべての部分が必須とは

限らない。つまり、「7」だけでも有効
である。

必須 : いいえ

ConsoleContextPath WLS コンソールのコンテキスト パス
を指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [コンソール 
コンテキスト パス ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : console

ConsoleEnabled このドメインの WLS コンソールを自
動デプロイするかどうかを示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [コンソール
有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : false

表 8-1  Domain の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 8-1  Domain の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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9

DomainLogFilter

説明

この MBean は、ドメイン ログ ファイルに記録されるログ メッセージを限定するための
フィルタを表します。メッセージは、フィルタを通過するために指定されたすべての基準

を通過する必要があります。必要に応じて、この MBean の複数のインスタンスを定義で
きます。複数のインスタンスが存在する場合、メッセージは少なくとも 1 つのフィルタを
通過しなければドメイン ログファイルに記録されません。

構文

<DomainLogFilter
  Name="String"
  Notes="String"
  SeverityLevel=( "64" | "32" | "16" | "8" | "4" | "2" | "1" )
  SubsystemNames="list of Strings"
  UserIds="list of Strings"
/>

#Name
#Notes
#SeverityLevel
#SubsystemNames
#UserIds
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親要素

� Domain

属性

表 9-1  DomainLogFilter の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Domain.html
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SeverityLevel このフィルタがドメイン ログにメッ
セージを転送する基準となる最低の重

大度。指定した重大度以上のすべての

メッセージがドメイン ログに転送され
る。 次に重大度を昇順で示す。

• INFO(64)。 通常の処理を報告す
る。 

• WARNING(32)。 不審な処理または
コンフィグレーションが行われた

が、通常の処理に影響する恐れは

ない。 

• ERROR(16)。 ユーザ エラーが発生
した。 システムまたはアプリケー
ションでは、サービスの中断や停

止なしでエラーに対処できる。 

• NOTICE(8)。 警告メッセージ。 
サーバの通常の処理には影響しな

いと考えられる不審な処理または

コンフィグレーションが行われた。 

• CRITICAL(4)。 システム エラーま
たはサービス エラーが発生した。 
システムは回復できるが、サービ

スが一時的に停止するか、永続的

に停止する恐れがある。 

• ALERT(2)。 システムの特定のサー
ビスだけが使用不能の状態にある。 
自動回復できないので、管理者が

直ちに問題を解決する必要がある。 

• EMERGENCY(1)。 サーバが使用不能
な状態であることを示す。 深刻な
システム障害または危機的状態を

示す。 

Administration Console の
フィールド表示 : [重大度 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 16

表 9-1  DomainLogFilter の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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SubsystemNames このフィルタに該当するメッセージ

の、ドメイン ログへの転送元となるサ
ブシステム。サブシステムを選択しな

かった場合、フィルタに該当するメッ

セージがすべてのサブシステムから送

信される。

Administration Console の
フィールド表示 : [サブシステ
ム ]

必須 : いいえ

UserIds ドメイン ログに送信されるメッセージ
に関連付けるユーザ ID。各メッセージ
には、メッセージが生成されたセキュ

リティ コンテキストからユーザ ID が
付加される。1 つ以上のユーザ ID が関
連付けられたメッセージのみを転送す

るフィルタを作成することもできる。

 ID を指定しない場合、すべてのユー
ザ ID からメッセージがドメイン ログ
に送信される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ ID]

必須 : いいえ

表 9-1  DomainLogFilter の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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10

EJBComponent

説明

WebLogic Server が EJB モジュール用に管理するすべてのコンフィグレーション情報の最
上位インタフェース。

構文

<EJBComponent
  DeploymentOrder="number"
  ExtraEjbcOptions="String"
  ExtraRmicOptions="String"
  ForceGeneration=( "true" | "false" )
  JavaCompiler="String"
  JavaCompilerPostClassPath="String"
  JavaCompilerPreClassPath="String"
  KeepGenerated=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
  TmpPath="String"
  URI="String"
  VerboseEJBDeploymentEnabled="String"
/>

#DeploymentOrder
#ExtraEjbcOptions
#ExtraRmicOptions
#ForceGeneration
#JavaCompiler
#JavaCompilerPostClassPath
#JavaCompilerPreClassPath
#KeepGenerated
#Name
#Notes
#Targets
#TmpPath
#URI
#VerboseEJBDeploymentEnabled
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親要素

� Application

属性

表 10-1  EJBComponent の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

ExtraEjbcOptions jar ファイルの動的 ejbc の途中で ejbc 
に渡される追加オプションを返す 
(-J-mx128m など )。注意 : この属性の
デフォルトは null でなければならな
い。 EJBComponent に対して 
ExtraEJBCOptions を指定しない場合、
デフォルト値は 
Server.ExtraEJBCOptions から取得され
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [追加 Ejbc オ
プション ]

必須 : いいえ

Application.html
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ExtraRmicOptions サーバサイド生成中に rmic に渡される
追加のオプションを返す。注意 : この
属性のデフォルトは null でなければな
らない。EJBComponent に対して 
ExtraRmicOptions を指定しない場合、
デフォルト値は 
Server.ExtraRmicOptions から取得され
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [追加 Rmic 
オプション ]

必須 : いいえ

ForceGeneration ejbc がラッパー クラスを強制的に再生
成する場合は true を返し、再生成の必
要があると判断した場合にのみファイ

ルを再生成する場合は false を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [強制的に生
成 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

JavaCompiler EJB のコンパイルに使用する Java コン
パイラ (「sj」や「javac」など ) のパス
を返す。注意 : この属性のデフォルト
は null でなければならない。この 
EJBComponent に対して JavaCompiler 
を指定しない場合、デフォルト値は 
EJBContainerMBean から、次に 
Server.JavaCompiler から取得される。

Administration Console の
フィールド表示 : [Java コンパ
イラ ]

必須 : いいえ

JavaCompilerPostClas
sPath

Java コードをコンパイルする必要があ
るときに Java コンパイラのクラスパス
の後ろに付加されるオプションを返

す。

必須 : いいえ

JavaCompilerPreClass
Path

Java コードをコンパイルする必要があ
るときに Java コンパイラのクラスパス
の前に付加されるオプションを返す。

必須 : いいえ

KeepGenerated ejbc が生成したソース ファイルを残す
場合は true を返し、コンパイル後に削
除する場合は false を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [生成した
ソース ファイルを残す ]

必須 : いいえ

表 10-1  EJBComponent の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

TmpPath ejbc が生成済みのファイルを格納する
一時ディレクトリを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [テンポラリ 
パス ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : tmp_ejb

URI アプリケーション コンポーネントを示
す URI を設定する (通常は管理サーバ
上にある )。

Administration Console の
フィールド表示 : [URI]

VerboseEJBDeployme
ntEnabled

EJB の verbose デプロイメントが有効
である場合、true を返す。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 10-1  EJBComponent の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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EJBContainer

説明

この MBean は、EJB コンテナ全体の設定を指定するために使用されます。これらの設定
は、特定の EJBComponentMBean でオーバーライドできます。

構文

<EJBContainer
  ExtraEjbcOptions="String"
  ExtraRmicOptions="String"
  ForceGeneration=( "true" | "false" )
  JavaCompiler="String"
  JavaCompilerPostClassPath="String"
  JavaCompilerPreClassPath="String"
  KeepGenerated=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
  TmpPath="String"
  VerboseEJBDeploymentEnabled="String"
/>

#ExtraEjbcOptions
#ExtraRmicOptions
#ForceGeneration
#JavaCompiler
#JavaCompilerPostClassPath
#JavaCompilerPreClassPath
#KeepGenerated
#Name
#Notes
#TmpPath
#VerboseEJBDeploymentEnabled
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親要素

� Domain

属性

表 11-1  EJBContainer の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ExtraEjbcOptions jar ファイルの動的 ejbc の途中で ejbc 
に渡される追加オプションを返す 
(-J-mx128m など )。注意 : この属性の
デフォルトは null でなければならな
い。 EJBComponent に対して 
ExtraEJBCOptions を指定しない場合、
デフォルト値は 
Server.ExtraEJBCOptions から取得され
る。

必須 : いいえ

ExtraRmicOptions サーバサイド生成中に rmic に渡される
追加のオプションを返す。注意 : この
属性のデフォルトは null でなければな
らない。EJBComponent に対して 
ExtraRmicOptions を指定しない場合、
デフォルト値は 
Server.ExtraRmicOptions から取得され
る。

必須 : いいえ

ForceGeneration ejbc がラッパー クラスを強制的に再生
成する場合は true を返し、再生成の必
要があると判断した場合にのみファイ

ルを再生成する場合は false を返す。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Domain.html


属性
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JavaCompiler EJB のコンパイルに使用する Java コン
パイラ (「sj」や「javac」など ) のパス
を返す。注意 : この属性のデフォルト
は null でなければならない。この 
EJBComponent に対して JavaCompiler 
を指定しない場合、デフォルト値は 
EJBContainerMBean から、次に 
Server.JavaCompiler から取得される。

必須 : いいえ

JavaCompilerPostClas
sPath

Java コードをコンパイルする必要があ
るときに Java コンパイラのクラスパス
の後ろに付加されるオプションを返

す。

必須 : いいえ

JavaCompilerPreClass
Path

Java コードをコンパイルする必要があ
るときに Java コンパイラのクラスパス
の前に付加されるオプションを返す。

必須 : いいえ

KeepGenerated ejbc が生成したソース ファイルを残す
場合は true を返し、コンパイル後に削
除する場合は false を返す。

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

TmpPath ejbc が生成済みのファイルを格納する
一時ディレクトリを返す。

必須 : いいえ

デフォルト値 : tmp_ejb

VerboseEJBDeployme
ntEnabled

EJB の verbose デプロイメントが有効
である場合、true を返す。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 11-1  EJBContainer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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EmbeddedLDAP

説明

この MBean は、組み込み LDAP サーバのコンフィグレーション プロパティを定義します。

構文

<EmbeddedLDAP
  BackupCopies="number"
  BackupHour="number"
  BackupMinute="number"
  CacheEnabled=( "true" | "false" )
  CacheSize="number"
  CacheTTL="number"
  Credential="String"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

#BackupCopies
#BackupHour
#BackupMinute
#CacheEnabled
#CacheSize
#CacheTTL
#Credential
#Name
#Notes
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親要素

� Domain

属性

表 12-1  EmbeddedLDAP の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

BackupCopies 組み込み LDAP サーバのバックアップ 
コピー数。

Administration Console の
フィールド表示 : [バックアッ
プ コピー数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 7

最小値 : 0

最大値 : 65534

BackupHour 組み込み LDAP サーバをバックアップ
する時刻 (時 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [バックアッ
プ時間 (時間 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 23

最小値 : 0

最大値 : 23

Domain.html
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BackupMinute 組み込み LDAP サーバをバックアップ
する時刻 (分 )。この属性は 
BackupHour 属性と組み合わせて使用
され、組み込み LDAP サーバをバック
アップする時刻を決定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [バックアッ
プ時間 (分 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

最小値 : 0

最大値 : 59

CacheEnabled 組み込み LDAP サーバでキャッシュを
使用するかどうかを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ
を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

CacheSize 組み込み LDAP サーバで使用される
キャッシュのサイズ (単位は K)。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ 
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 32

最小値 : 0

CacheTTL キャッシュの存続期間 (TTL) の秒数を
取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ 
TTL]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

Credential 組み込み LDAP サーバへの接続に使用
される資格 (通常はパスワード )。

Administration Console の
フィールド表示 : [資格 ]

必須 : いいえ

暗号化 :はい

表 12-1  EmbeddedLDAP の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

表 12-1  EmbeddedLDAP の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ExecuteQueue

説明

この MBean は、実行キューとそれに関連付けられたスレッド プールをコンフィグレー
ションするために使用されます。

構文

<ExecuteQueue
  Name="String"
  Notes="String"
  ThreadCount="number"
/>

親要素

� Server

#Name
#Notes
#ThreadCount
Server.html
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属性

表 13-1  ExecuteQueue の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

ThreadCount このキューに割り当てられるスレッド

数を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [スレッド数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 15

最小値 : 1

最大値 : 65536
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FileRealm

説明

構文

<FileRealm
  MaxACLs="number"
  MaxGroups="number"
  MaxUsers="number"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

� Domain

#MaxACLs
#MaxGroups
#MaxUsers
#Name
#Notes
Domain.html
Domain.html
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属性

表 14-1  FileRealm の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

MaxACLs ファイル レルムでサポートされる 
ACL の (正の ) 最大数。最大値には必
ずしも従わなくてよいが、最大値に達

すると警告が表示される。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 ACL]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 1

最大値 : 10000

MaxGroups ファイル レルムでサポートされるグ
ループの最大数。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大グルー
プ数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 1

最大値 : 10000

MaxUsers ファイル レルムでサポートされる
ユーザの最大数。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大ユーザ
数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 1

最大値 : 10000
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 14-1  FileRealm の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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FileT3

説明

File T3 のコンフィグレーション エントリです。

構文

<FileT3
  DeploymentOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Path="String"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#Name
#Notes
#Path
#Targets
Domain.html
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属性

表 15-1  FileT3 の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ
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Path T3 ファイル サービスをサーバ ホスト
上に配置するのに使用するパスを定義

する。

 次に例を示す。 ファイル システム名 
users をサーバ ホスト上のパス 
/usr/local/tmp にマップするには、
Name 属性の値に users 、Path 属性の
値に /usr/local/tmp をそれぞれ指
定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [パス ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 15-1  FileT3 の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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16

IIOP

説明

IIOP プロパティのコンフィグレーションを示します。

構文

<IIOP
  CompleteMessageTimeout="number of seconds"
  IdleConnectionTimeout="number of seconds"
  MaxMessageSize="number of bytes"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Server

#CompleteMessageTimeout
#IdleConnectionTimeout
#MaxMessageSize
#Name
#Notes
Server.html
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属性

表 16-1  IIOP の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

CompleteMessageTime
out

完全な IIOP メッセージを取得するま
での最大秒数を指定する。この属性

は、サービス拒否攻撃に対する防御と

して有用である。サービス拒否攻撃で

は、いつまでも送信が終了しない一定

のサイズのメッセージを、呼び出し側

が送信することが示される。

必須 : いいえ

単位 :  秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

IdleConnectionTimeout サーバによって閉じられるまで、IIOP 
接続がアイドルであることが許可され

る最大秒数を指定する。この属性は、

開いている接続が多すぎることによっ

て発生するサーバのデッドロックの防

止に有用である。

必須 : いいえ

単位 :  秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

MaxMessageSize メッセージ ヘッダ内の最大 IIOP メッ
セージ サイズを指定する。この属性
で、サービス拒否攻撃の回避を試み

る。サービス拒否攻撃とは、呼び出し

側が使用できる以上のメモリを割り当

てるようサーバに強制して、他のリク

エストへの迅速な応答を妨げようとす

る攻撃である。

必須 : いいえ

単位 :  バイト

デフォルト値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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JDBCConnectionPool

説明

この Bean は、JDBC 接続プールを定義します。

構文

<JDBCConnectionPool
  ACLName="String"
  CapacityIncrement="number"
  ConnLeakProfilingEnabled=( "true" | "false" )
  CountOfRefreshFailuresTillDisable="number"
  CountOfTestFailuresTillFlush="number"
  DeploymentOrder="number"
  DriverName="String"
  EnableResourceHealthMonitoring=( "true" | "false" )
  InitialCapacity="number"
  LoginDelaySeconds="number of seconds"
  MaxCapacity="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Password="String"
  PreparedStatementCacheSize="number"
  Properties="java.util.Properties"
  RefreshMinutes="number of minutes"

#ACLName
#CapacityIncrement
#ConnLeakProfilingEnabled
#CountOfRefreshFailuresTillDisable
#CountOfTestFailuresTillFlush
#DeploymentOrder
#DriverName
#EnableResourceHealthMonitoring
#InitialCapacity
#LoginDelaySeconds
#MaxCapacity
#Name
#Notes
#Password
#PreparedStatementCacheSize
#Properties
#RefreshMinutes
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  ShrinkPeriodMinutes="number of minutes"
  ShrinkingEnabled=( "true" | "false" )
  SupportsLocalTransaction=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  TestConnectionsOnRelease=( "true" | "false" )
  TestConnectionsOnReserve=( "true" | "false" )
  TestTableName="String"
  URL="String"
  XAPassword="String"
  XAPreparedStatementCacheSize="number"
/>

親要素

� Domain

属性

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ACLName 非推奨。当該接続プールへのアクセスを

制御するための ACL を返す。
Administration Console の
フィールド表示 : [ACL 名 ]

必須 : いいえ

CapacityIncrement 接続プール容量の拡張単位となる増加

量。サービス リクエストに提供するた
めの利用可能な物理接続が他にないと

き、接続プールはこの数の物理データ

ベース接続を追加作成して、それらを接

続プールに追加する。 接続プールは 
MaxCapacity で設定された物理接続の
最大数を超えない。

Administration Console の
フィールド表示 : [増加容量 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

最小値 : 1

最大値 : 231-1

#ShrinkPeriodMinutes
#ShrinkingEnabled
#SupportsLocalTransaction
#Targets
#TestConnectionsOnRelease
#TestConnectionsOnReserve
#TestTableName
#URL
#XAPassword
#XAPreparedStatementCacheSize
Domain.html
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ConnLeakProfilingE
nabled

このプロパティによって JDBC 接続リー
ク プロファイルが有効になる。

接続リークは、プールからの接続が 
close() の呼び出しで明示的にクローズさ
れていないときに発生する。

接続リーク プロファイルがアクティブ
の場合、プールは接続オブジェクトが

プールから割り当てられ、クライアント

に与えられたときにスタック トレース
を格納する。接続リークが検出されたと

き (接続オブジェクトのガベージ コレク
ションが行われたとき ) に、このスタッ
ク トレースが報告される。

 この機能はリソースを余計に使用し、
接続プール処理を遅くする可能性がある

ので、プロダクション環境では使用しな

いほうがよい。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

CountOfRefreshFail
uresTillDisable

切断されたプール接続の置き換えに連続

して失敗できる回数を設定する。この回

数を超えると、プールが無効になる。 ゼ
ロに設定すると、プールは無効にならな

い。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

CountOfTestFailure
sTillFlush

プール接続のテストに連続して失敗でき

る回数を設定する。この回数を超える

と、プールのすべての接続がクローズさ

れる。 ゼロに設定すると、プールの接続
はクローズされない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれを

使って項目のデプロイ順を決定する。優

先順位は、同じタイプの他のデプロイ可

能な項目に対する相対的な順位。 たとえ
ば、サーバはすべての EJB を優先順位に
従ってデプロイしてから、起動クラスを

優先順位に従ってデプロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順にデ

プロイされる。デプロイ順の値が等しい

項目のデプロイメント順序は保証されて

いない。クラスタ間の順序付けは保証さ

れていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

DriverName 当該接続プール用に WebLogic Server と 
DBMS 間の物理接続を作成するのに使わ
れる JDBC 2 層ドライバの完全パッケー
ジ名。次に例を示す。

com.pointbase.jdbc.jdbcUniversa
lDriver

これは、java.sql.Driver インタ
フェースを実装するクラスの名前である

必要がある。絶対パス名については、使

用する JDBC ドライバのマニュアルを参
照。

Administration Console の
フィールド表示 : [ドライバ ク
ラス名 ]

必須 : いいえ

EnableResourceHea
lthMonitoring

この XA 接続プールで JTA リソース状態
モニタが有効になっている場合に true を
返す。

このプロパティは XA 接続プールにのみ
適用され、XA 以外のドライバを使用す
る接続プールの場合は無視される。

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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InitialCapacity 接続プールの作成時に作成する物理デー

タベース接続の数。

Administration Console の
フィールド表示 : [初期容量 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

最小値 : 0

最大値 : 231-1

LoginDelaySeconds 各物理データベース接続を作成するまで

にかかる遅延時間 (秒数 )。この遅延は、
最初にプールが作成されるときにも、

プールの生存期間中に物理データベース

接続が作成されるときにも発生する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログイン遅
延時間 ]

必須 : いいえ

単位 :  秒

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 231-1

MaxCapacity 当該接続プールが保有できる物理データ

ベース接続の最大数。JDBC ドライバお
よびデータベース サーバによっては、
可能な物理的接続の数が制限されている

場合もある。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大容量 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 15

最小値 : 1

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用して
コンフィグレーションを実装および保持

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明として

任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : false

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Password setPassword() で設定されるか、また
は setProperties() で key=value ペア
として設定されるデータベース パス
ワードを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [パスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

PreparedStatement
CacheSize

prepared statement キャッシュのサイズを
設定する。 このキャッシュ サイズは、特
定の接続から作成される prepared 
statement の数を表し、後で使用できる
ようにキャッシュに格納される。 
prepared statement キャッシュのサイズを 
0 に設定する。後で使用するために
キャッシュに格納される prepared 
statement の数。WebLogic Server では、
再ロードせずにキャッシュ内の prepared 
statement を再利用できるため、サーバ
のパフォーマンスが向上する。prepared 
statement キャッシュのサイズを 0 (デ
フォルト ) にすると、キャッシュは使用
されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [Prepared 
Statement キャッシュ サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

Properties 物理データベース接続の作成時に 2 層 
JDBC ドライバに渡されるプロパティの
リストを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [プロパティ 
(key=value)]

必須 : いいえ

RefreshMinutes データベース接続テストの周期の分数。 
RefreshMinutes の間隔が過ぎるたび
に、未使用のデータベース接続が、

TestTableName を使ってテストされ
る。テストに合格しない接続は閉じら

れ、有効な物理データベース接続を再確

立するために再び開かれる。 
TestTableName が設定されていない場
合、テストは実行されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [更新間隔 ]

必須 : いいえ

単位 :  分

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 35791394

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ShrinkPeriodMinute
s

要求に合わせてインクリメンタルに容量

が増大した接続プールを縮小するまでの

待ち時間 (分 )。 接続プールを縮小するに
は、ShrinkingEnabled が true に設定
されている必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [縮小間隔 ]

必須 : いいえ

単位 :  分

デフォルト値 : 15

最小値 : 1

最大値 : 231-1

ShrinkingEnabled トラフィックの増加時に作成された接続

が未使用であることが検出されたときに

プールが InitialCapacity の値まで縮
小できるかどうかを示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [縮小可 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : false

SqlStmtProfilingEna
bled

SQL ラウンドトリップ プロファイルに、
SQL 文のテキストや実行時間などのメ
トリックを格納する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

SupportsLocalTrans
action

物理データベース接続を作成するための 
XA ドライバが、グローバル トランザク
ションを使用しない SQL をサポートし
ている場合は、true に設定する。XA ド
ライバが、グローバル トランザクショ
ンを使用しない SQL をサポートしてい
ない場合は、false (デフォルト ) に設定
する。

このプロパティは XA ドライバのみを使
用する接続プールに適用され、XA 以外
のドライバを使用する接続プールでは無

視される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル ト
ランザクションのサポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプロ

イ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TestConnectionsOn
Release

Administration Console の
フィールド表示 : [リリースさ
れたときに接続をテスト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

TestConnectionsOn
Reserve

Administration Console の
フィールド表示 : [リザーブさ
れたときに接続をテスト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

TestTableName 物理データベース接続のテスト時に使わ

れるテーブルの名前。接続をテストする

際に使用されるデフォルト SQL コード
は、次の通り。

"select count(*) from 
TestTableName"

TestTableName が存在し、接続を使用
するデータベース ユーザがアクセスで
きる必要がある。 ほとんどのデータベー
ス サーバはこの SQL を最適化して、
テーブル スキャンを回避する。それで
も、TestTableName を、行が少ない (
またはまったくない ) テーブルの名前に
設定することは有益である。

 TestTableName が「SQL」で始まる場

合、「SQL」より後の文字列は、接続を
テストするリテラルの SQL 文として扱
われる。

Administration Console の
フィールド表示 : [テスト テー
ブル名 ]

必須 : いいえ

URL 当該接続プールで接続を作成するための

データベース URL を返す。
Administration Console の
フィールド表示 : [URL]

必須 : いいえ

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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XAPassword 設定されている場合、この値はオープン

文字列のパスワードをオーバーライドす

る。このパスワードは、物理データベー

ス接続の作成に使用される。 値は、
config.xml ファイルに暗号化されて格納
される。 この値は、Properties で定義
されたオープン文字列のパスワード値を

オーバーライドする。

Administration Console の
フィールド表示 : [オープン文
字列のパスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

XAPreparedStateme
ntCacheSize

Administration Console の
フィールド表示 :  [XAPrepared 
Statement Cache Size]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

表 17-1  JDBCConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JDBCDataSource

説明

この MBean は、トランザクション非対応の JDBC データソースを定義します。

構文

<JDBCDataSource
  ConnectionWaitPeriod="number"
  DeploymentOrder="number"
  JNDIName="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  PoolName="String"
  RowPrefetchEnabled=( "true" | "false" )
  RowPrefetchSize="number"
  StreamChunkSize="number of bytes"
  Targets="list of Target names"
  WaitForConnectionEnabled=( "true" | "false" )
/>

#ConnectionWaitPeriod
#DeploymentOrder
#JNDIName
#Name
#Notes
#PoolName
#RowPrefetchEnabled
#RowPrefetchSize
#StreamChunkSize
#Targets
#WaitForConnectionEnabled
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親要素

� Domain

Domain.html
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表 18-1  JDBCDataSource の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ConnectionWaitPeriod プールにフリーなエントリがないとき

にリクエストを受信した場合に、フ

リーな接続プール エントリが使用で
きるようになるまでシステムが待機す

る時間 (秒単位 )。この値は、
setWaitForConnectionEnabled (true) が
以前に呼び出された場合にのみ使用さ

れる。フリーな接続を待機している間

は WLS サーバ スレッドが 1 つ占有さ
れるので、結果としてシステムのス

ループットが低下する場合がある。接

続プールのエントリ不足に対処するに

は、プールのサイズを大きくすること

をお勧めする。プロダクション環境で

はこの方法を使用しないほうがよい。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

最小値 : 1

最大値 : 60

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1
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JNDIName 当該データ ソースのバインド先の 
JNDI パス。

JNDI パスをルックアップするアプリ
ケーションは、このデータ ソースに
対応する javax.sql.DataSource イ
ンスタンスを取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PoolName 当該データ ソースに関連付けられる
接続プールの名前。

このデータ ソースでアプリケーショ
ンから getConnection() を呼び出す
と、関連付けられた接続プールから接

続が返る。

Administration Console の
フィールド表示 : [プール名 ]

必須 : いいえ

RowPrefetchEnabled 各 ResultSet について、クライアント
と WebLogic Server の間での行のプリ
フェッチを制御する。外部クライアン

トが JDBC を使用して WebLogic 
Server 経由でデータベースにアクセス
するとき、行のプリフェッチは、1 回
のサーバ アクセスでサーバからクラ
イアントに複数の行を取り出すのでパ

フォーマンスが向上する。クライアン

トと WebLogic Server が同一の JVM 
内にある場合は、WebLogic Server は
この設定を無視し、行のプリフェッチ

を使用しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [行のプリ
フェッチを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 18-1  JDBCDataSource の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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RowPrefetchSize クライアント用にプリフェッチする結

果セットの行数。最適値はクエリの詳

細によって異なる。一般に、この数を

増やすと、特定の値に達するまでパ

フォーマンスが向上する。その値に達

すると、それ以上数を増やしてもパ

フォーマンスはそれほど向上しない。

100 行以上でパフォーマンスが向上す
ることはめったにない。ほとんどの状

況では、デフォルト値で十分なはずで

ある。

Administration Console の
フィールド表示 : [Row Prefetch 
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 48

最小値 : 2

最大値 : 65536

StreamChunkSize ストリーム データ型のデータ チャン
ク サイズ。 getBinaryStream() への
呼び出し結果などのストリーミング 
データ型は、必要に応じて WebLogic 
Server からクライアントに 
StreamChunkSize サイズのチャンクで
プルされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ストリーム 
チャンク サイズ ]

必須 : いいえ

単位 :  バイト

デフォルト値 : 256

最小値 : 1

最大値 : 65536

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

Type MBean の型を返す。 必須 : いいえ

WaitForConnectionEn
abled

プールの全エントリの使用中にリクエ

ストが行われたときに、フリーな接続

プール エントリが使用できるように
なるまでシステムが待機する場合に 
true を返す。サーバ スレッドの拘束と
パフォーマンスの低下を避けるには、

この方法を使用しないほうがよい。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 18-1  JDBCDataSource の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



JDBCDataSource

18-6 コンフィグレーション リファレンス



コンフィグレーション リファレンス 19-1

19

JDBCDataSourceFactory

説明

この MBean は、アプリケーション スコープ JDBC 接続プールにアクセスするためにアプ
リケーションで使用するデータソースを作成するためのオブジェクトを表します。

構文

<JDBCDataSourceFactory
  DriverClassName="String"
  FactoryName="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  Properties="java.util.Map"
  URL="String"
  UserName="String"
/>

#DriverClassName
#FactoryName
#Name
#Notes
#Properties
#URL
#UserName
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親要素

� Domain

属性

表 19-1  JDBCDataSourceFactory の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DriverClassName ドライバの名前。これは記述子に定義

されているドライバ名によってオー

バーライドされる場合がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [ドライバ ク
ラス名 ]

必須 : いいえ

FactoryName データ ソース ファクトリの名前。これ
は weblogic-application.xml の 
connection-factory 要素から参照される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ファクトリ
名 ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Properties デフォルトの接続プロパティ。 Administration Console の
フィールド表示 : [プロパティ ]

必須 : いいえ

Domain.html
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URL 接続 URL。これは記述子に定義されて
いる URL によってオーバーライドされ
る場合がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [URL]

必須 : いいえ

UserName データベース ユーザ名。これは記述子
に定義されているユーザ名によって

オーバーライドされる場合がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ名 ]

必須 : いいえ

表 19-1  JDBCDataSourceFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JDBCMultiPool

説明

この MBean は、JDBC 接続プールのプールである JDBC マルチプールを表します。

構文

<JDBCMultiPool
  ACLName="String"
  AlgorithmType=( "High-Availability" | "Load-Balancing" )
  ConnectionPoolFailoverCallbackHandler="String"
  DeploymentOrder="number"
  FailoverRequestIfBusy=( "true" | "false" )
  HealthCheckFrequencySeconds="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PoolList="list of JDBCConnectionPool names"
  Targets="list of Target names"
/>

#ACLName
#AlgorithmType
#ConnectionPoolFailoverCallbackHandler
#DeploymentOrder
#FailoverRequestIfBusy
#HealthCheckFrequencySeconds
#Name
#Notes
#PoolList
#Targets
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親要素

� Domain

Domain.html


属性
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属性

表 20-1  JDBCMultiPool の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ACLName 非推奨。当該接続プールへのアクセスを

制御するために使うアクセス制御リスト 
(ACL)。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [ACL 名 ]

必須 : いいえ

AlgorithmType 当該マルチプールのアルゴリズム タイプ。

High-Availability に設定した場合、接続
プールは順序付きリストとして設定され

る。すなわち、アプリケーションがマル

チプールに接続を要求するたびに、その

リストの先頭のプールから接続の取得を

試みる。有効な接続を取得できない場合

には、そのリストの次のプールを試す。

有効な接続が取得されるか、あるいはリ

ストの終わりに達するまで、この処理が

繰り返される。リストの終わりに達した

場合には、例外が送出される。

データベースが停止していたり、プール

が使用できないといった問題が実際に発

生する場合にのみ、マルチプールがリス

ト内の次のプールに変わる点に注意。す

べての接続がビジー状態にある場合には、

マルチプールは単一のプールとして動作

し、例外が送出される。

Load-Balancing に設定した場合、マルチ
プールは接続要求をそのメンバー プール
に均等に分散する。また、このアルゴリ

ズムは高可用性アルゴリズムと同じフェ

イルオーバ機能を実行する。

 この属性のデフォルト値は 
High-Availability である。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [アルゴリズム タイ
プ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : High-Availability
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ConnectionPoolFai
loverCallbackHand
ler

weblogic.jdbc.extensions.ConnectionPoolFa
iloverCallback インタフェースを実装する
アプリケーション クラスの絶対名。

これを設定すると、マルチプールがリス

ト内の次の接続プールにフェイルオーバ

する前に、WebLogic Server が指定のコー
ルバック アプリケーションを呼び出して
戻り値を待機する。 コールバック アプリ
ケーションから返された値に応じて、マ

ルチプールが同じ接続プールを試行する

か、次の接続プールにフェイルオーバす

るか、または失敗して例外を送出するか

が決まる。

また、元の接続プールがフェイルバック

可能な状態になったときも、マルチプー

ルがコールバック アプリケーションを呼
び出す。

この属性は、高可用性アルゴリズムのマ

ルチプールにのみ適用される。

必須 : いいえ

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれを

使って項目のデプロイ順を決定する。優

先順位は、同じタイプの他のデプロイ可

能な項目に対する相対的な順位。 たとえ
ば、サーバはすべての EJB を優先順位に
従ってデプロイしてから、起動クラスを

優先順位に従ってデプロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順にデ

プロイされる。デプロイ順の値が等しい

項目のデプロイメント順序は保証されて

いない。クラスタ間の順序付けは保証さ

れていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 20-1  JDBCMultiPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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FailoverRequestIfB
usy

現在の接続プール内のすべての接続が使

用中である場合に、マルチプールが次の

接続プールにフェイルオーバするのを可

能にする。

この属性を true に設定すると、現在の接
続プールにあるすべての接続が使用中の

場合に、マルチプール内の代替可能な接

続プールにアプリケーションの接続リク

エストがルーティングされる。

false に設定すると、接続リクエストは
フェイルオーバしない。

この設定は、高可用性アルゴリズムで実

行されている場合にのみ意味を持つ。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

HealthCheckFrequ
encySeconds

これまで使用不能で無効と認識されてい

た接続プールの状態をマルチプールが

チェックする頻度。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 300

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用して
コンフィグレーションを実装および保持

する。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明として

任意に入力できる情報。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PoolList マルチ プール内の接続プールのリスト。 Administration Console のフィー
ルド表示 : [プール リスト ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプロ

イ先となる対象。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

表 20-1  JDBCMultiPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JDBCPoolComponent

説明

構文

<JDBCPoolComponent
  DeploymentOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
  URI="String"
/>

親要素

� Application

#DeploymentOrder
#Name
#Notes
#Targets
#URI
Application.html
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属性

表 21-1  JDBCPoolComponent の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Targets このデプロイメントの対象を設定す

る。 対象はクラスタかサーバでなけれ
ばならない。

必須 : いいえ

URI アプリケーション コンポーネントを
示す URI を設定する (通常は管理サー
バ上にある )。
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JDBCTxDataSource

説明

この MBean は、トランザクション対応の JDBC データソースを定義します。

構文

<JDBCTxDataSource
  DeploymentOrder="number"
  EnableTwoPhaseCommit=( "true" | "false" )
  JNDIName="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  PoolName="String"
  RowPrefetchEnabled=( "true" | "false" )
  RowPrefetchSize="number"
  StreamChunkSize="number of bytes"
  Targets="list of Target names"
/>

#DeploymentOrder
#EnableTwoPhaseCommit
#JNDIName
#Name
#Notes
#PoolName
#RowPrefetchEnabled
#RowPrefetchSize
#StreamChunkSize
#Targets
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親要素

� Domain

Domain.html


属性

コンフィグレーション リファレンス 22-3

属性

表 22-1  JDBCTxDataSource の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

EnableTwoPhaseCom
mit

true に設定すると、非 XA JDBC ドラ
イバで、JTA を使用した分散トランザ
クションへの参加 /不参加をエミュ
レートできる。

このオプションは、トランザクション

に参加するリソースが JDBC 接続のみ
であり、XA 対応の JDBC ドライバが
存在しない場合に使用する。トランザ

クションに参加するリソースが複数存

在し、それらの JDBC ドライバの 1 つ
が XA リソースをエミュレートする場
合、ヒューリスティック エラーが発
生するおそれがある。

トランザクション データ ソースが 
XA 接続プールに関連づけられている
か、または分散トランザクションに参

加しているリソースが 1 つのみの場合
は、この設定は無視される。

Administration Console の
フィールド表示 : [非 XA ドラ
イバ用に 2 フェーズ コミットを
エミュレート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false
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JNDIName 当該トランザクション データ ソース
のバインド先の JNDI パス。

 JNDI パスをルックアップするアプリ
ケーションは、このデータ ソースに
対応する javax.sql.DataSource イ
ンスタンスを取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PoolName 当該トランザクション データ ソース
に関連付けられる JDBC 接続プールの
名前。

このトランザクション データ ソース
でアプリケーションから 
getConnection() を呼び出すと、関
連付けられた接続プールから接続が返

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [プール名 ]

必須 : いいえ

RowPrefetchEnabled 各 ResultSet について、クライアント
と WebLogic Server の間での行のプリ
フェッチを制御する。外部クライアン

トが JDBC を使用して WebLogic 
Server 経由でデータベースにアクセス
するとき、行のプリフェッチは、1 回
のサーバ アクセスでサーバからクラ
イアントに複数の行を取り出すのでパ

フォーマンスが向上する。クライアン

トと WebLogic Server が同一の JVM 
内にある場合は、WebLogic Server は
この設定を無視し、行のプリフェッチ

を使用しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [行のプリ
フェッチを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 22-1  JDBCTxDataSource の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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RowPrefetchSize クライアント用にプリフェッチする結

果セットの行数。最適値はクエリの詳

細によって異なる。一般に、この数を

増やすと、特定の値に達するまでパ

フォーマンスが向上する。その値に達

すると、それ以上数を増やしてもパ

フォーマンスはそれほど向上しない。

100 行以上でパフォーマンスが向上す
ることはめったにない。ほとんどの状

況では、デフォルト値で十分なはずで

ある。

Administration Console の
フィールド表示 : [Row Prefetch 
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 48

最小値 : 2

最大値 : 65536

StreamChunkSize ストリーム データ型のデータ チャン
ク サイズ。 getBinaryStream() への
呼び出し結果などのストリーミング 
データ型は、必要に応じて WebLogic 
Server からクライアントに 
StreamChunkSize サイズのチャンクで
プルされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ストリーム 
チャンク サイズ ]

必須 : いいえ

単位 :  バイト

デフォルト値 : 256

最小値 : 1

最大値 : 65536

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

表 22-1  JDBCTxDataSource の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JMSBridgeDestination

説明

このクラスは、JMS 製品用のメッセージング ブリッジ送り先を表します。

 各メッセージング ブリッジは、ブリッジングされている 2 つの送り先で構成されます。 1 
つはメッセージの受信元になるソース送り先、もう 1 つはメッセージの送信先になる対象
送り先です。

構文

<JMSBridgeDestination
  AdapterJNDIName="String"
  Classpath="String"
  ConnectionFactoryJNDIName="String"
  ConnectionURL="String"
  DestinationJNDIName="String"
  DestinationType=( "Queue" | "Topic" )
  InitialContextFactory="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  UserName="String"
  UserPassword="String"
/>

#AdapterJNDIName
#Classpath
#ConnectionFactoryJNDIName
#ConnectionURL
#DestinationJNDIName
#DestinationType
#InitialContextFactory
#Name
#Notes
#UserName
#UserPassword
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親要素

� Domain

属性

表 23-1  JMSBridgeDestination の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AdapterJNDIName 指定した送り先との通信に使用される

アダプタの JNDI 名を定義する。 この
名前は、アダプタのデプロイメント記

述子ファイルで指定され、WebLogic 
Server JNDI でアダプタをバインドす
る WebLogic Server コネクタ コンテナ
によって使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI アダプ
タ名 ]

デフォルト値 : 
eis.jms.WLSConnectionFactoryJ
NDIXA

Classpath ブリッジ送り先の CLASSPATH を定義
する。主に、WebLogic JMS の別リ
リースへの接続に使用される。

接続する送り先がバージョン 6.0 以前
の WebLogic Server で動作している場
合、古い WebLogic Server 実装のクラ
スの場所を示す CLASSPATH をブリッ
ジ送り先に指定する必要がある。

注意 : サードパーティの JMS 製品に接
続する場合は、WebLogic Server の 
CLASSPATH で製品の CLASSPATH をブ
リッジ送り先に指定する必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [アダプタ ク
ラスパス ]

必須 : いいえ

ConnectionFactoryJN
DIName

JMS ブリッジ送り先の接続ファクトリ
の JNDI 名を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [接続ファク
トリ JNDI 名 ]

Domain.html
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ConnectionURL JMS ブリッジ送り先の接続 URL を定
義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [接続 URL]

必須 : いいえ

DestinationJNDIName JMS ブリッジ送り先の送り先 JNDI 名
を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [送り先 JNDI 
名 ]

DestinationType JMS ブリッジ送り先の送り先タイプ (
キューまたはトピック ) を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [送り先タイ
プ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Queue

InitialContextFactory JMS ブリッジ送り先の初期コンテキス
ト ファクトリ名を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [初期コンテ
キスト ファクトリ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 
weblogic.jndi.WLInitialContextF
actory

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 23-1  JMSBridgeDestination の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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UserName ブリッジ送り先にアクセスする場合に

アダプタで使用されるユーザ名を定義

する (省略可能 )。

注意 :  指定した送り先に対する処理は
すべて、このユーザ名と、対応するパ

スワードを使って行われる。 したがっ
て、メッセージング ブリッジを機能さ
せるには、ソースおよび対象送り先の

ユーザ名 /パスワードに基底の送り先
へのアクセス権限が付与されている必

要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ名 ]

必須 : いいえ

UserPassword ブリッジ送り先にアクセスする場合に

アダプタで使用されるユーザ パスワー
ドを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ パス
ワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

表 23-1  JMSBridgeDestination の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JMSConnectionFactory

説明

このクラスは、JMS 接続ファクトリを表します。接続ファクトリは、JMS クライアントが 
JMS 接続を作成することを可能にするオブジェクトです。

構文

<JMSConnectionFactory
  AcknowledgePolicy=( "All" | "Previous" )
  AllowCloseInOnMessage=( "true" | "false" )
  ClientId="String"
  DefaultDeliveryMode=( "Persistent" | "Non-Persistent" )
  DefaultPriority="number"
  DefaultRedeliveryDelay="number"
  DefaultTimeToDeliver="number"
  DefaultTimeToLive="number"
  DeploymentOrder="number"
  FlowControlEnabled=( "true" | "false" )
  FlowInterval="number of seconds"
  FlowMaximum="number of messages/second"
  FlowMinimum="number of messages/second"
  FlowSteps="number"
  JNDIName="String"

#AcknowledgePolicy
#AllowCloseInOnMessage
#ClientId
#DefaultDeliveryMode
#DefaultPriority
#DefaultRedeliveryDelay
#DefaultTimeToDeliver
#DefaultTimeToLive
#DeploymentOrder
#FlowControlEnabled
#FlowInterval
#FlowMaximum
#FlowMinimum
#FlowSteps
#JNDIName
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  LoadBalancingEnabled=( "true" | "false" )
  MessagesMaximum="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  OverrunPolicy=( "KeepOld" | "KeepNew" )
  ServerAffinityEnabled=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  TransactionTimeout="number"
  UserTransactionsEnabled=( "true" | "false" )
  XAConnectionFactoryEnabled=( "true" | "false" )
  XAServerEnabled=( "true" | "false" )
/>

親要素

� Domain

#LoadBalancingEnabled
#MessagesMaximum
#Name
#Notes
#OverrunPolicy
#ServerAffinityEnabled
#Targets
#TransactionTimeout
#UserTransactionsEnabled
#XAConnectionFactoryEnabled
#XAServerEnabled
Domain.html
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属性

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AcknowledgePolicy 接続ファクトリの AcknowledgePolicy 
属性の値を返す。

注意 : この属性は、非トランザクショ
ン セッション用に 
CLIENT_ACKNOWLEDGE 確認応答モー
ドを使用する実装にのみ適用される。

この属性は、JMS 仕様の変更の問題
を回避する。具体的に説明すると、こ

の仕様では確認応答されるメッセージ

とその前のすべてのメッセージを確認

応答できた。しかし、以下に示すとお

り、仕様の変更によって、任意のメッ

セージを確認応答すると受信済みのす

べてのメッセージが確認応答されるよ

うになった (確認応答されるメッセー
ジの後に受信したメッセージも含む

)。

• ACKNOWLEDGE_PREVIOUS では、
古い振る舞いが保持される (確認
応答されるメッセージとその前の

すべてのメッセージが確認応答さ

れる )。 

• ACKNOWLEDGE_ALL では、どの
メッセージによって確認応答が発

生したのかに関係なく、特定の

セッションによって受信したすべ

てのメッセージが確認応答され

る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [確認応答ポ
リシー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : All
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AllowCloseInOnMessa
ge

接続ファクトリの 
AllowCloseInOnMessage 属性の値を返
す。

close() メソッドを onMessage() メ
ソッド呼び出し内で発行できるように

するメッセージ コンシューマを、接
続ファクトリが作成するかどうかを指

定する。

• このフラグを有効 (true) にした場
合、永続的なブロッキングではな

く、onMessage() メソッド呼び
出し内からの close() メソッド
呼び出しが成功する。 セッション
の通知モードを 
AUTO_ACKNOWLEDGE に設定した
場合、onMessage() が完了して
も現在のメッセージは自動的に通

知される。 

• このフラグを選択しない場合 
(false)、onMessage() から呼び出
されたときに stop() および 
close() メソッドがハングする。 

この属性は動的であり、いつでも変更

できる。ただし、この値を変更して

も、既存の接続には効果が及ばない。

その効果は、この接続ファクトリで作

成された新しい接続だけに及ぶ。

Administration Console の
フィールド表示 : [メッセージ
の短縮を許可 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ClientId この接続ファクトリを使用する恒久サ

ブスクライバのクライアント ID を返
す。

Administration Console の
フィールド表示 : [クライアン
ト ID ]

必須 : いいえ

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DefaultDeliveryMode 接続ファクトリの 
DefaultDeliveryMode 属性の値を返す。

配信モードが明示的に定義されていな

い場合にメッセージに適用するデフォ

ルトの配信モード。 このファクトリで
作成された接続で生成され、

DefaultDeliveryMode が null のすべて
のメッセージは、この値を受け取る。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
配信モード ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Persistent

DefaultPriority 接続ファクトリの defaultPriority 属性
を返す。

優先順位が明示的に定義されていない

場合にメッセージに適用するデフォル

トの優先順位。 このファクトリで作成
された接続で生成され、

DefaultPriority が -1 のすべてのメッ
セージは、この値を受け取る。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
優先順位 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 4

最小値 : 0

最大値 : 9

DefaultRedeliveryDelay 接続ファクトリの 
defaultRedeliveryDelay 属性の値を返
す。

ロールバックまたは回復されたメッ

セージが再配信されるまでのデフォル

トの遅延時間 (ミリ秒単位 ) を定義す
る。 このファクトリで作成されたコン
シューマによって消費され、

DefaultRedeliveryDelay が -1 のすべて
のメッセージは、この値を使用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
再送遅延 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 263-1

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DefaultTimeToDeliver 接続ファクトリの 
DefaultTimeToDeliver 属性の値を返
す。

メッセージが生成されてから送り先で

表示できるようになるまでのデフォル

トの遅延時間 (ミリ秒単位 ) を定義す
る。 このファクトリで作成されたプロ
デューサによって生成され、

DefaultTimeToDeliver が -1 のすべての
メッセージは、この値を使用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
配信時間 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 263-1

DefaultTimeToLive 接続ファクトリの DefaultTimeToLive 
属性の値を返す。

メッセージのデフォルトの最長存在期

間 (ミリ秒単位 )。優先順位が明示的
に定義されていない場合にメッセージ

に適用される。値 0 はメッセージが無
限に存在することを示す。 このファク
トリで作成された接続で生成され、

DefaultTimeToLive が -1 のすべての
メッセージは、ミリ秒で表されたこの

値を受け取る。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
生存時間 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 263-1

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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FlowControlEnabled 接続ファクトリの 
FlowControlEnabled 属性の値を返す。

接続ファクトリを使用して作成したプ

ロデューサでフロー制御が許可される

かどうかを指定する。true の場合、
JMS サーバが Btyes/Messages 
ThresholdHigh に達すると、関連する
メッセージ プロデューサが低速化さ
れる。

Administration Console の
フィールド表示 : [フロー制御
を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

FlowInterval 接続ファクトリの FlowInterval 属性の
値を返す。

プロデューサが FlowMaximum のメッ
セージ数から FlowMinimum に、また
はその反対にフローを調整するときの

調整期間 (単位は秒 )。

プロデューサがフロー制御されている

場合、FlowInterval 秒の間で 
FlowMaximum から FlowMinimum へ
と低速化される。

Administration Console の
フィールド表示 : [フロー間隔 (
秒 )]

必須 : いいえ

単位 :  秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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FlowMaximum 接続ファクトリの FlowMaximum 属性
の値を取得する。

しきい値の条件に達したプロデューサ

に対する秒当たりの最大メッセージ

数。 プロデューサがフロー制御されて
いる場合、秒当たり FlowMaximum の
メッセージ数より高速化できない。

しきい値の条件に達したときにプロ

デューサがフローを制御していない場

合、そのプロデューサの初期フロー制

限が FlowMaximum に設定される。し
きい値の条件に達したときにプロ

デューサが既にフローを制御している

場合 (フロー制限は FlowMaximum 未
満 )、プロデューサは次にフローが評
価されるまで現在のフロー制限で処理

を継続する。

注意 :  いったん、しきい値条件への抵
触を回避してからは、プロデューサは

フロー制限を無視できなくなる。この

フロー制限が FlowMaximum 未満の場
合、プロデューサはフローが評価され

るたびにそのフローを徐々に 
FlowMaximum まで増やす必要があ
る。プロデューサが FlowMaximum に
達すると、そのフロー制限を無視し、

そのフローを制限せずに送信できる。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大フロー ]

必須 : いいえ

単位 :  メッセージ /秒

デフォルト値 : 500

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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FlowMinimum 接続ファクトリの FlowMinimum 属性
の値を取得する。

しきい値の条件に達したプロデューサ

に対する秒当たりの最小メッセージ

数。これは、プロデューサのフロー制

御の下限値。つまり、WebLogic JMS 
は、フロー制限が FlowMinimum に達
したプロデューサの処理速度はそれ以

上落とさない。

プロデューサがフロー制御されている

場合、秒当たり FlowMaximum のメッ
セージ数より低速化できない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小フロー ]

必須 : いいえ

単位 :  メッセージ /秒

デフォルト値 : 50

最小値 : 1

最大値 : 231-1

FlowSteps 接続ファクトリの FlowSteps 属性の値
を取得する。

プロデューサが FlowMaximum のメッ
セージ数から FlowMinimum に、また
はその反対にフローを調整するときに

使用するステップ数。フロー間隔の調

整期間は、フロー ステップ数に分割
される (たとえば 60 秒を 6 ステップ
で割ると 1 ステップ 10 秒となる )。

また、FlowMaximum と 
FlowMinimum の差をステップに分割
することにより、移動 (調整率など ) 
が計算される。各フロー ステップで
は、次のように現在の条件に基づいて

必要に応じてフローが上方または下方

に調整される。

• 下方移動 (減衰 ) は指定した期間 
(フロー間隔 ) および指定したス
テップ数に対し幾何級数的 (たと
えば、100、50、25、12.5)。 

• 上方移動は線形。差は単純にス

テップ数で除算される。 

Administration Console の
フィールド表示 : [フロー ス
テップ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10

最小値 : 1

最大値 : 231-1

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JNDIName JMS 接続ファクトリの JNDI 名を返
す。

接続ファクトリに割り当てられ、

JNDI ネームスペース内で接続ファク
トリのルックアップに使用される名

前。接続ファクトリ名は別途コンフィ

グレーションされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

LoadBalancingEnabled 接続ファクトリの 
LoadBalancingEnabled 属性の値を返
す。

分散送り先の場合は、接続ファクトリ

で作成された匿名でないプロデューサ

が、呼び出しごとに分散送り先内で

ロード バランシングの対象となるか
どうかを指定する。

• true の場合、関連付けられたメッ
セージ プロデューサのすべての 
send() または publish() で
ロード バランシングが実行され
る。 

• false の場合、関連付けられたメッ
セージ プロデューサの最初の 
send() または publish() で
ロード バランシングが実行され
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [ロード バラ
ンスを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesMaximum 接続ファクトリの MessagesMaximum 
属性の値を返す。

非同期セッション向けに存在し、メッ

セージ リスナに渡されていないメッ
セージの最大数。値 -1 はメッセージ
数を制限しないことを示す。ただし、

その場合、使用可能な仮想メモリ量が

制限される。値 0 は無効で、さまざま
な例外の送出を引き起こす。

• マルチキャスト セッションの場
合、新しいメッセージは 
OverrunPolicy 属性によって指定
されたポリシーに従って破棄さ

れ、DataOverrunException が発生
する。 

• 非マルチキャスト セッションの場
合、新しいメッセージはフロー制

御されるか、アプリケーションが

メッセージを受け入れることがで

きるまでサーバ上に保持される。 

マルチキャスト セッションの場合、
接続が停止してもメッセージの配信

は、MessagesMaximum 値に達するま
で続行される。この値に達すると、

メッセージは超過時のポリシーに従っ

て破棄される。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージ数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10

最小値 : -1

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用
してコンフィグレーションを実装およ

び保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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OverrunPolicy 接続ファクトリの OverrunPolicy 属性
の値を返す。

超過時のポリシーは、マルチキャスト 
メッセージに適用される。未処理の

メッセージ数が MessagesMuximum 属
性値に達すると、メッセージは指定さ

れたポリシーに従って破棄される。

• KeepNew に設定した場合、最新
のメッセージが最も古いメッセー

ジに対して優先され、必要に応じ

て、古いメッセージは破棄され

る。 

• KeepOld に設定した場合、最も古
いメッセージが最新のメッセージ

に対して優先され、必要に応じ

て、最新のメッセージは破棄され

る。 

メッセージの存在期間は受け取り順序

によって決まり、JMSTimestamp 値に
よって定義されるわけではない。

Administration Console の
フィールド表示 : [超過時のポ
リシー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : KeepOld

ServerAffinityEnabled 接続ファクトリの 
ServerAffinityEnabled 属性の値を返
す。

分散送り先の場合、分散送り先内の複

数の物理的送り先 (キューまたはト
ピック ) に渡ってコンシューマまたは
プロデューサをロード バランシング
している WebLogic Server インスタン
スにおいて、同じインスタンス内で実

行されている他のすべての物理的送り

先間でのロード バランシングが最初
に試行されるかどうかを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [サーバ ア
フィニティを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TransactionTimeout 接続ファクトリの TransactionTimeout 
属性の値を返す。

この接続ファクトリを使用して作成さ

れた接続のすべてのトランザクション

はこのタイムアウト値 (単位は秒 ) を
持つ。

タイムアウト値で指定された時間を経

過しても実行されたセッションがアク

ティブな場合、トランザクションは

ロール バックされる。値 0 は、デ
フォルト値が使用されることを示す。

長時間実行するトランザクションがあ

る場合、トランザクションが完了する

ようにこの属性の値を調整する。

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ション タイムアウト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 3600

最小値 : 0

最大値 : 231-1

UserTransactionsEnabl
ed

UserTransactionsEnabled 属性の値を
返す。

接続ファクトリが JTA 対応のセッ
ションを作成するかどうかを指定す

る。true の場合、関連するメッセージ 
プロデューサとメッセージ コン
シューマは、トランザクション コン
テキストについて実行中のスレッドを

調べる。設定していない場合は、JTA 
トランザクションを無視する。

ただし XAConnectionFactoryEnabled 
フラグが true の場合、XA 接続ファク
トリを返すために 
UserTransactionsEnabled 属性も true で
ある必要がある。

注意 :  トランザクション セッション
は、設定にかかわらず独自の内部トラ

ンザクションのために現在のスレッド 
トランザクション コンテキストを無
視する。この設定は、非トランザク

ション セッションのみに適用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ トラ
ンザクションを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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XAConnectionFactoryE
nabled

接続ファクトリの 
XAConnectionFactoryEnabled 属性の
値を返す。

キューまたはトピック接続ファクトリ

の代わりに、XA キューまたは XA ト
ピック接続ファクトリが返されるかど

うかを指定する。getXAResource メ
ソッドを持つ XA キュー セッション
または XA トピック セッションを返
す場合にも使用できる。

XA 接続ファクトリが返されるように
するためには、

UserTransactionsEnabled フラグも true 
に設定する必要がある (このフラグは
デフォルトで false のため )。

Administration Console の
フィールド表示 : [XA コネク
ションファクトリを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

XAServerEnabled 接続ファクトリの XAServerEnabled 属
性の値を返す。

WebLogic Server インスタンス内部か
ら当該接続ファクトリが呼び出された

ときに、XA 対応の JMS 接続および
セッションが常に作成されるかどうか

を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [サーバサイ
ド XA を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 24-1  JMSConnectionFactory の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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25

JMSDestinationKey

説明

構文

<JMSDestinationKey
  Direction=( "Ascending" | "Descending" )
  KeyType=( "Boolean" | "Byte" | "Short" | "Int" | "Long" | "Float" | "Double" 
| "String" )
  Name="String"
  Notes="String"
  Property="String"
/>

親要素

� Domain

#Direction
#KeyType
#Name
#Notes
#Property
Domain.html


JMSDestinationKey
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属性

表 25-1  JMSDestinationKey の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Direction このキーに対するソート順 (Ascending 
または Descending) を返す。

JMSMessageID に Ascending を選択す
ると、ソート順は FIFO (先入れ先出し
) になる (送り先のデフォルト )。ソー
ト順を LIFO (後入れ先出し ) にするに
は、値を Descending に設定する。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ソート順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Ascending

KeyType このキーのプロパティ タイプを返す。 Administration Console の
フィールド表示 : [キー タイプ
]

必須 : いいえ

デフォルト値 : String

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Property このキーのプロパティ名を返す。

この値は、メッセージのプロパティ

名、または並べ替えの基準となるメッ

セージ ヘッダ フィールドの名前を示
す。メッセージ ヘッダ フィールド 
キーは、メッセージ プロパティではな
く、キー タイプおよび参照メッセージ 
ヘッダ フィールドを無視する。

注意 : パフォーマンスを改善するには、
メッセージ プロパティではなくメッ
セージ ヘッダ フィールドを並べ替えの
キーとして使用すること。

値の範囲 :

JMS プロパティ名 (ユーザ プロパティ
を含む )、または並べ替えの基準にで
きるメッセージ ヘッダ フィールドは以
下のとおり。

•  JMSMessageID

•  JMSTimestamp

•  JMSCorrelationID

•  JMSPriority

•  JMSExpiration

•  JMSType

•  JMSRedelivered

•  JMSDeliveryTime

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [プロパティ ]

表 25-1  JMSDestinationKey の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



JMSDestinationKey

25-4 コンフィグレーション リファレンス



コンフィグレーション リファレンス 26-1

26

JMSDistributedQueue

説明

このクラスは、JMS 分散キューを表します。

構文

<JMSDistributedQueue
  DeploymentOrder="number"
  ForwardDelay="number"
  JNDIName="String"
  LoadBalancingPolicy=( "Round-Robin" | "Random" )
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#ForwardDelay
#JNDIName
#LoadBalancingPolicy
#Name
#Notes
#Targets
Domain.html
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子要素

� JMSTemplate

属性

表 26-1  JMSDistributedQueue の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

ForwardDelay この分散キューのメッセージ転送遅延

を返します。

メッセージを持つがコンシューマを持

たない分散キュー メンバーが、コン
シューマを持つ他のキュー メンバーに
そのメッセージを転送するまでの秒数

を定義する。

 値 -1 は、メッセージが他のキュー メ
ンバーに転送されないことを示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [転送の遅延 (
秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

JMSTemplate.html
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JNDIName 分散送り先の JNDI 名を設定する。

この値は、JNDI ネームスペース内で
分散送り先のルックアップに使用され

る名前。アプリケーションは、JNDI 
名を使用して分散送り先をルックアッ

プできる。この属性を指定しない場

合、JNDI ネームスペースに送り先が
バインドされない。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

LoadBalancingPolicy この分散送り先に送信するプロデュー

サに対するロード バランス ポリシー
を返す。

プロデューサが分散送り先のメンバー

間でメッセージ負荷のバランスを取る

ために Round-Robin または Random の
いずれのポリシーを使用するかを指定

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ロード バラ
ンス ポリシー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Round-Robin

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 26-1  JMSDistributedQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JMSDistributedTopic

説明

この MBean は、JMS 分散トピックを表します。

構文

<JMSDistributedTopic
  DeploymentOrder="number"
  JNDIName="String"
  LoadBalancingPolicy=( "Round-Robin" | "Random" )
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#JNDIName
#LoadBalancingPolicy
#Name
#Notes
#Targets
Domain.html
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子要素

� JMSTemplate

属性

表 27-1  JMSDistributedTopic の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

JNDIName 分散送り先の JNDI 名を返す。

この値は、JNDI ネームスペース内で
分散送り先のルックアップに使用され

る名前。アプリケーションは、JNDI 
名を使用して分散送り先をルックアッ

プできる。この属性を指定しない場

合、JNDI ネームスペースに送り先が
バインドされない。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

JMSTemplate.html
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LoadBalancingPolicy この分散送り先に送信するプロデュー

サに対するロード バランス ポリシー
を返す。

プロデューサが分散送り先のメンバー

間でメッセージ負荷のバランスを取る

ために Round-Robin または Random の
いずれのポリシーを使用するかを指定

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ロード バラ
ンス ポリシー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Round-Robin

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets このデプロイメントの対象を設定す

る。 対象はクラスタかサーバでなけれ
ばならない。

必須 : いいえ

表 27-1  JMSDistributedTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JMSFileStore

説明

このクラスは、ファイルベースの JMS 永続ストアを表します。

構文

<JMSFileStore
  Directory="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  SynchronousWritePolicy=( "Disabled" | "Cache-Flush" | "Direct-Write" )
/>

親要素

� Domain

#Directory
#Name
#Notes
#SynchronousWritePolicy
Domain.html
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属性

表 28-1  JMSFileStore の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Directory ファイルベースの永続ストアが存在する

ディレクトリを定義する。

この属性は動的にコンフィグレーションで

きない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ディレクト
リ ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用してコ
ンフィグレーションを実装および保持す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ
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Notes このコンフィグレーションの説明として任

意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 28-1  JMSFileStore の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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SynchronousWrite
Policy

WebLogic JMS ファイル ストアは、3 つの同期書き込みポリシー 
(Disabled、Cache-Flush、および Direct-Write) を提供します。 こ
れらのポリシーは、ファイル ストアがデータをディスクに書き
込む方法、およびファイル ストアのパフォーマンス、スケーラ
ビリティ、および信頼性に対する影響をコンフィグレーション
します。
Disabled -- ファイル ストアの書き込みにおいて、オペレーティ
ング システムのキャッシュとファイル システムのオンディスク 
キャッシュの両方を使用できる。 もっとも高速なポリシーだが、
信頼性はもっとも劣る。 他のポリシーに比べて 100 倍以上高速だ
が、停電やオペレーティング システムの障害によってメッセー
ジが消失したり重複したりするおそれがある。
Cache-Flush -- デフォルト ポリシー。 すべての書き込みがディス
クにフラッシュされるまでトランザクションは完了しない。 この
ポリシーは信頼性とスケーラビリティが高く、同時に処理でき
るユーザ数も増える。
Direct-Write -- ファイル ストアの書き込みが、直接ディスクに書
き込まれる。 このポリシーは、Solaris、HP、および Windows で
はサポートされている。 ただし、オンディスク キャッシュをサ
ポートしていないプラットフォームでこのポリシーを設定した
場合は、自動的に Cache-Flush ポリシーが適用される。 
Direct-Write ポリシーの信頼性とパフォーマンスは、次のよう
に、オペレーティング システムおよびハードウェアでオンディ
スク キャッシュがサポートされているかどうかによって異なる。

• オンディスク キャッシュを有効にすると、Cache-Flush ポ
リシーに比べて 2 ～ 5 倍高速になる。ただし、非常に高い
スケーラビリティが要求される場合は、多少遅くなるおそ
れがある。   

• オンディスク キャッシュを無効にすると、1 対多の場合は 
Cache-Flush ポリシーより速いが、それ以外の場合は 
Cache-Flush ポリシーより遅くなる。   

• Direct-Write ポリシーでは、オンディスク キャッシュを有
効にするとスケーラビリティが向上し、無効にすると向上
しない (Solaris では直接書き込みのオンディスク キャッ
シュを有効にできない )。 

警告 : Solaris および HP とは異なり、Windows 上で Direct-Write 
ポリシーを使用する場合、トランザクション データはオンディ
スク キャッシュに残され、すぐにはディスクに書き込まれない。 
この場合、停電などによってオンディスク キャッシュのデータ
が消えてメッセージが消失したり重複したりするおそれがあり、

トランザクションとしては安全とはいえない。 Windows で 
Direct-Write の信頼性を高めるには、ディスクの書き込みキャッ
シュをすべて無効にするか、バッテリー バックアップのある
キャッシュを使用する。

Windows でハードディスクのオンディスク キャッシュを無効に
する手順は次のとおり。

[スタート｜設定｜コントロール パネル｜システム ] を選択し、
[ハードウェア ] タブで [デバイス マネージャ ] ボタンをクリッ
クして [ディスク ドライブ ] アイコンをダブルクリックする。次
に、ドライブの名前をダブルクリックし、[ディスクのプロパ
ティ ] タブの [書き込みキャッシュを有効にする ] チェック ボッ
クスのチェックをはずす。 この値を変更できないファイル システ
ムもある (たとえば、信頼性のあるキャッシュを備えた RAID シ
ステム )。

注意 :  JMS ファイル ストアが非永続的なメッセージのディスク
へのページングのために排他的に使用されている場合、同期書
き込みポリシーは無視される。

Administration Console の
フィールド表示 : [同期書き込
みポリシー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Cache-Flush

表 28-1  JMSFileStore の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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29

JMSJDBCStore

説明

この MBean は、JDBC ベースの JMS 永続ストアを表します。

構文

<JMSJDBCStore
  ConnectionPool="JDBCConnectionPool name"
  Name="String"
  Notes="String"
  PrefixName="String"
/>

親要素

� Domain

#ConnectionPool
#Name
#Notes
#PrefixName
Domain.html
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属性

表 29-1  JMSJDBCStore の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ConnectionPool この永続ストア用の JDBC 接続プール
を取得する。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [接続プール ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PrefixName JDBC 永続ストア内の JMS テーブルの
プレフィックス名を取得する。

プレフィックスは、次の場合にテーブ

ル名の先頭に付加される。

• データベース管理システムが完全

修飾名を必要とする場合。 

• 2 つの WebLogic Server の JMS 
テーブルを区別して、複数のテー

ブルを 1 つの DBMS 上に格納で
きるようにする必要がある場合。 

プレフィックスは次の形式で指定さ

れ、有効なテーブル名となるように 
JMS テーブル名の先頭に付加される。

[schema.[catalog.]]prefix

Administration Console の
フィールド表示 : [プレフィッ
クス名 ]

必須 : いいえ
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30

JMSQueue

説明

構文

<JMSQueue
  BytesMaximum="number"
  BytesPagingEnabled=( "default" | "false" | "true" )
  BytesThresholdHigh="number"
  BytesThresholdLow="number"
  DeliveryModeOverride=( "Persistent" | "Non-Persistent" | "No-Delivery" )
  DestinationKeys="list of JMSDestinationKey names"
  ErrorDestination="JMSDestination name"
  JNDIName="String"
  JNDINameReplicated=( "true" | "false" )
  MessagesMaximum="number"
  MessagesPagingEnabled=( "default" | "false" | "true" )
  MessagesThresholdHigh="number"
  MessagesThresholdLow="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PriorityOverride="number"
  RedeliveryDelayOverride="number"
  RedeliveryLimit="number"
  StoreEnabled=( "default" | "false" | "true" )
  Template="JMSTemplate name"

#BytesMaximum
#BytesPagingEnabled
#BytesThresholdHigh
#BytesThresholdLow
#DeliveryModeOverride
#DestinationKeys
#ErrorDestination
#JNDIName
#JNDINameReplicated
#MessagesMaximum
#MessagesPagingEnabled
#MessagesThresholdHigh
#MessagesThresholdLow
#Name
#Notes
#PriorityOverride
#RedeliveryDelayOverride
#RedeliveryLimit
#StoreEnabled
#Template
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  TimeToDeliverOverride="String"
  TimeToLiveOverride="number"
/>

親要素

� JMSServer

#TimeToDeliverOverride
#TimeToLiveOverride
JMSServer.html


属性

コンフィグレーション リファレンス 30-3

属性

表 30-1  JMSQueue の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

BytesMaximum BytesMaximum の値を返す。

送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は送り先に保存可能なバイト数が制
限されていないことを示す。

注意 :  分散送り先メンバーに JMS テン
プレートが使用される場合、この設定

は分散送り先セット全体ではなくその

特定のメンバーのみに適用される。

値の範囲 : >= BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1
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BytesPagingEnabled 「true」、「false」、「default」のいずれか
を返す。

送り先でバイト ページングを有効にす
るかどうかを指定するためのフラグ。

• このフラグを選択しない場合 
(false)、この送り先のバイト ペー
ジングは明示的に無効化される。 

• このフラグが選択され (true)、JMS 
サーバ用のページング ストアがコ
ンフィグレーションされており、

かつ BytesThresholdLow と 
BytesThresholdHigh の属性値がど
ちらも -1 より大きい場合、この送
り先のバイト ページングは有効化
される。 

• この属性が「default」に設定され
ている場合、この値は JMS テンプ
レートの値を継承する (JMS テン
プレートが指定されている場合 )。
送り先のテンプレートがコンフィ

グレーションされていない場合、

デフォルト値は false と同じにな
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [バイト ペー
ジングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : default

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdHigh BytesThresholdHigh の値を返す。

送り先に保存されているバイト数に基

づいてイベントを発生させる上限しき

い値。バイト数がこのしきい値を超え

た場合、発生するイベントは以下のと

おり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を
示すメッセージがサーバに記録され

る。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている (およびページン
グ ストアがコンフィグレーションされ
ている ) 場合、送り先レベルのバイト 
ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、送り先が防御状態に入

り、プロデューサに対してメッセージ 
フローを減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、送り先に対するバ
イト ページング、フロー制御、および
しきい値ログ メッセージが無効にな
る。

値の範囲 : <= BytesMaximum; 
>BytesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  バイト ページングが有効になっ
ている場合、BytesThresholdHigh を -1 
にリセットすることでそれを動的に無

効にすることはできない (例外が送出
される )。 ページングを動的に無効に
するには、BytesThresholdHigh を非常
に大きな値に設定して、ページングが

トリガされないようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdLow BytesThresholdLow の値を返す。

送り先に保存されているバイト数に基

づいてイベントを発生させる下限しき

い値。バイト数がこのしきい値を下

回った場合、発生するイベントは以下

のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている場合、ページング

が停止する (ページングが実行されて
いる場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、送り先が防御状態を解除

して、プロデューサに対してメッセー

ジ フローを増やすよう指示する。

値の範囲 : < BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

セキュアな値 : null

最小値 : -1

最大値 : 263-1

DeliveryModeOverride DeliveryModeOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り

先に届くすべてのメッセージに割り当

てられる配信モード。

No-Delivery は、配信モードがオー
バーライドされないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [配信モード 
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : No-Delivery

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DestinationKeys テンプレートまたは送り先の送り先

キーの読み取り専用配列を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [送り先キー ]

必須 : いいえ

ErrorDestination 再配信の上限に達したメッセージのエ

ラー送り先の値を設定する。

再配信の上限に達したメッセージの送

り先の名前を定義する。エラー送り先

がコンフィグレーションされていない

場合、このメッセージはそのまま削除

される。

注意 :  エラー送り先は、ローカル JMS 
サーバ上でコンフィグレーションされ

た送り先でなければならない。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [エラー送り
先 ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : null

JNDIName 送り先の JNDI 名を返す。

この値は、JNDI ネームスペース内で
送り先のルックアップに使用される名

前。この属性を指定しない場合、

JNDI ネームスペース内で送り先名が
通知されないため、送り先名をルック

アップおよび使用できない。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

JNDINameReplicated JNDINameReplicated 属性を true に設
定すると、送り先の JNDI 名 (存在す
る場合 ) はクラスタ全体にレプリケー
トされる。JNDINameReplicated 属性
を false に設定すると、送り先の JNDI 
名 (存在する場合 ) は、その送り先が
一部になっているサーバから参照でき

るだけになる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesMaximum MessagesMaximum の値を返す。

送り先に保存可能なメッセージの最大

数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示

す。

注意 :  分散送り先メンバーに JMS テン
プレートが使用される場合、この設定

は分散送り先セット全体ではなくその

特定のメンバーのみに適用される。

値の範囲 : >= MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージ数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesPagingEnabl
ed

「true」、「false」、「default」のいずれか
を返す。

送り先でメッセージ ページングを有効
にするかどうかを指定するためのフラ

グ。

• このフラグを選択しない場合 
(false)、この送り先のメッセージ 
ページングは明示的に無効化され

る。 

• このフラグが選択され (true)、JMS 
サーバ用のページング ストアがコ
ンフィグレーションされており、

かつ MessagesThresholdLow と 
MessagesThresholdHigh の属性値
がどちらも -1 より大きい場合、送
り先のメッセージ ページングは有
効化される。 

• この属性が「default」に設定され
ている場合、この値は JMS テンプ
レートの値を継承する (JMS テン
プレートが指定されている場合 )。
送り先のテンプレートがコンフィ

グレーションされていない場合、

デフォルト値は false と同じにな
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [メッセージ 
ページングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : default

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdHi
gh

MessagesThresholdHigh の値を返す。

送り先に保存されているメッセージ数に

基づいてイベントを発生させる上限しき

い値。メッセージ数がこのしきい値を超

えた場合、発生するイベントは以下のと

おり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を示
すメッセージがサーバに記録される。

メッセージ ページング - メッセージ ペー
ジングが有効化されている (およびペー
ジング ストアがコンフィグレーションさ
れている ) 場合、送り先レベルのメッ
セージ ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化されて
いる場合、送り先が防御状態に入り、プ

ロデューサに対してメッセージ フローを
減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、送り先に対するメッ
セージ ページング、フロー制御、および
しきい値ログ メッセージが無効になる。

値の範囲 : <= MessagesMaximum; 
>MessagesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーション

できるが、新しく配信されるメッセージ

にのみ適用され、すでに保存されている

メッセージには影響しない。

注意 :  メッセージ ページングが有効に
なっている場合、

MessagesThresholdHigh を -1 にリセット
することでそれを動的に無効にすること

はできない (例外が送出される )。 ページ
ングを動的に無効にするには、

MessagesThresholdHigh を非常に大きな
値に設定して、ページングがトリガされ

ないようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdLo
w

MessagesThresholdLow の値を返す。

送り先に保存されているメッセージ数

に基づいてイベントを発生させる下限

しきい値。メッセージ数がこのしきい

値を下回った場合、発生するイベント

は以下のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

メッセージ ページング - メッセージ 
ページングが有効化されている場合、

ページングが停止する (ページングが
実行されている場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、送り先が防御状態を解除

して、プロデューサに対してメッセー

ジ フローを増やすよう指示する。

値の範囲 : < MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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PriorityOverride PriorityOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関係なく、送り先に届

くすべてのメッセージに割り当てられ

る優先度。

デフォルト値 (-1) は、送り先が優先度
の設定をオーバーライドしないことを

示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [優先順位
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 9

RedeliveryDelayOverri
de

ロールバックおよび回復されたメッ

セージが再配信されるまでの再配信遅

延の値 (単位はミリ秒 ) を返す。

コンシューマや接続ファクトリによっ

て指定された再配信遅延に関わりな

く、ロール バックまたは回復された
メッセージが再配信されるまでの遅延

をミリ秒単位で定義する。

デフォルト値 (-1) は、送り先が再配信
遅延の設定をオーバーライドしないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [再配信遅延
のオーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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RedeliveryLimit メッセージがエラー送り先に置かれる

までに試行できる再配信の回数を返す。

エラー送り先がコンフィグレーション

されているかどうかによって、再配信

の制限に達したときに以下のことが発

生する。

• エラー送り先がコンフィグレー

ションされているか、またはエ

ラー送り先の割り当てを超過する

場合、永続および非永続メッセー

ジは削除される。 

• エラー送り先がコンフィグレー

ションされており、エラー送り先

の割り当てを超過していない場合、

エラー メッセージのログが記録さ
れ、メッセージが削除される。し

かし、メッセージが永続的である

場合、永続ストアに保持される。

これにより、永続メッセージは 
WebLogic Server の再起動時に再配
信される。 

デフォルト値 (-1) は、送り先が再配信
制限の設定をオーバーライドしないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  RedeliveryLimit の変更は、すで
にこの制限に達しているメッセージに

は適用されない。このようなメッセー

ジが次に再配信される場合、それらは

即座にエラー送り先にリダイレクトさ

れる。メッセージが再配信された回数

は永続しない。つまり、再起動後は各

メッセージの配信試行回数がゼロにリ

セットされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [再配信の制
限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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StoreEnabled 「true」、「false」、「default」のいずれか
を返す。

JMS サーバによって指定された永続ス
トアを送り先が使用するかどうかを指

定するフラグ。

• このフラグを true に設定したが、
JMS サーバ用の永続ストアが定義
されていない場合、コンフィグ

レーションは失敗し、WebLogic 
JMS は起動しない。 

• このフラグを false に設定した場
合、送り先は永続メッセージをサ

ポートしない。 

• このフラグを default に設定した場
合、JMS サーバ用の永続ストアが
定義されていれば、送り先はその

永続ストアを使用し、永続メッ

セージをサポートする。 

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ストアを有
効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : default

Template 送り先の派生元の JMS テンプレート
を返す。

この属性が定義されていない場合、送

り先の属性を送り先の一部として指定

する必要がある。送り先ごとの 
Template 属性の設定は静的。ただし、
動的に変更できる。

注意 :  デフォルト値に設定された属性
は、実行時の JMS テンプレートから
送り先の値を継承する。この属性が定

義されていない場合、送り先の属性を

送り先の一部として指定する必要があ

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [テンプレー
ト ]

必須 : いいえ

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TimeToDeliverOverrid
e

TimeToDeliver オーバーライド値 (ミ
リ秒単位またはスケジュール ) を返
す。

プロデューサおよび接続ファクトリに

よって指定された配信時間とは関係な

く、メッセージが生成されてからその

対象送り先で表示できるようになるま

でのデフォルトの遅延時間 (ミリ秒単
位 ) を定義する。

デフォルト値 (-1) は、送り先が配信時
間の設定をオーバーライドしないこと

を示す。TimeToDeliverOverride は、
長さまたはスケジュールとして指定で

きる。

注意 :  TimeToDeliverOverride の変更
は将来のメッセージ配信のみに適用さ

れ、すでに生成されたメッセージには

適用されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [配信時間の
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

TimeToLiveOverride TimeToLiveOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関係なく、送り先に

届くすべてのメッセージに割り当てら

れる生存時間。

デフォルト値 (-1) は、送り先が生存時
間の設定をオーバーライドしないこと

を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [生存時間の
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 30-1  JMSQueue の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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31

JMSServer

説明

この MBean は、JMS サーバを定義します。

構文

<JMSServer
  BytesMaximum="number"
  BytesPagingEnabled=( "true" | "false" )
  BytesThresholdHigh="number"
  BytesThresholdLow="number"
  DeploymentOrder="number"
  MessagesMaximum="number"
  MessagesPagingEnabled=( "true" | "false" )
  MessagesThresholdHigh="number"
  MessagesThresholdLow="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PagingStore="JMSStore name"
  Store="JMSStore name"
  Targets="list of Target names"
  TemporaryTemplate="JMSTemplate name"
/>

#BytesMaximum
#BytesPagingEnabled
#BytesThresholdHigh
#BytesThresholdLow
#DeploymentOrder
#MessagesMaximum
#MessagesPagingEnabled
#MessagesThresholdHigh
#MessagesThresholdLow
#Name
#Notes
#PagingStore
#Store
#Targets
#TemporaryTemplate
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親要素

� Domain

子要素

� JMSQueue

� JMSTopic

� JMSSessionPool

Domain.html
JMSQueue.html
JMSTopic.html
JMSSessionPool.html
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属性

表 31-1  JMSServer の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

BytesMaximum BytesMaximum の値を返す。

JMS サーバに保存可能な最大バイト
数。値 -1 は JMS サーバに保存可能な
バイト数が制限されていないことを示

す。

値の範囲 : >= BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできる。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1
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BytesPagingEnabled BytesPagingEnabled が設定されている
かどうかをチェックする。

JMS サーバでバイト ページングを有
効にするかどうかを指定するためのフ

ラグ。

• このフラグを選択しない場合 
(false)、サーバのバイト ページン
グは明示的に無効化される。 

• このフラグが選択され (true)、ペー
ジング ストアがコンフィグレー
ションされており、かつ 
BytesThresholdLow と 
BytesThresholdHigh の属性値がど
ちらも -1 より大きい場合、サーバ
のバイト ページングは有効化され
る。 

• BytesThresholdLow 属性または 
BytesThreshold High 属性のいずれ
かが未定義であるか、-1 に設定さ
れている場合、このフラグが選択

されていてもサーバのバイト ペー
ジングは暗黙的に無効化される。 

Administration Console の
フィールド表示 : [バイト ペー
ジングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 31-5

BytesThresholdHigh BytesThresholdHigh の値を返す。

JMS サーバに保存されているバイト数
に基づいてイベントを発生させる上限

しきい値。バイト数がこのしきい値を

超えた場合、発生するイベントは以下

のとおり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を
示すメッセージがサーバに記録され

る。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている (およびページン
グ ストアがコンフィグレーションされ
ている ) 場合、サーバのバイト ページ
ングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、JMS サーバが防御状態に
入り、プロデューサに対してメッセー

ジ フローを減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、JMS サーバに対
するサーバのバイト ページング、フ
ロー制御、およびしきい値ログ メッ
セージが無効になる。

値の範囲 : <= BytesMaximum; 
>BytesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできる。

注意 :  バイト ページングは、
BytesThresholdHigh を -1 に設定するこ
とによって動的に無効にすることはで

きない。ページングを無効にするに

は、BytesThresholdHigh を大きい値に
設定してページングが発生しないよう

にする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdLow BytesThresholdLow の値を返す。

JMS サーバに保存されているバイト数
に基づいてイベントを発生させる下限

しきい値。バイト数がこのしきい値を

下回った場合、発生するイベントは以

下のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている場合、ページング

が停止する (ページングが実行されて
いる場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、JMS サーバが防御状態を
解除して、プロデューサに対してメッ

セージ フローを増やすよう指示する。

値 -1 を指定すると、JMS サーバに対
するサーバのバイト ページング、フ
ロー制御、およびしきい値ログ メッ
セージが無効になる。

値の範囲 : < BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできる。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

MessagesMaximum MessagesMaximum の値を返す。

JMS サーバに保存可能な最大メッセー
ジ数。値 -1 は JMS サーバに保存可能
なメッセージ数が制限されていないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできる。

値の範囲 : >= MessagesThresholdHigh

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージ数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesPagingEnabl
ed

MessagesPagingEnabled が設定されて
いるかどうかをチェックする。

JMS サーバでメッセージ ページング
を有効にするかどうかを指定するため

のフラグ。

• このフラグを選択しない場合 
(false)、サーバのメッセージ ペー
ジングは明示的に無効化される。 

• このフラグが選択され (true)、ペー
ジング ストアがコンフィグレー
ションされており、かつ 
MessagesThresholdLow と 
MessagesThresholdHigh の属性値
がどちらも -1 より大きい場合、
サーバのメッセージ ページングは
有効化される。 

• MessagesThresholdLow 属性または 
MessagesThreshold High 属性のい
ずれかが未定義であるか、-1 に設
定されている場合、このフラグが

選択されていてもサーバのメッ

セージ ページングは暗黙的に無効
化される。 

Administration Console の
フィールド表示 : [メッセージ 
ページングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性
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MessagesThresholdHi
gh

MessagesThresholdHigh の値を返す。

JMS サーバに保存されているメッセー
ジ数に基づいてイベントを発生させる

上限しきい値。メッセージ数がこのし

きい値を超えた場合、発生するイベン

トは以下のとおり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を
示すメッセージがサーバに記録され

る。

メッセージ ページング - メッセージ 
ページングが有効化されている (およ
びページング ストアがコンフィグレー
ションされている ) 場合、サーバ メッ
セージ ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、JMS サーバが防御状態に
入り、プロデューサに対してメッセー

ジ フローを減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、JMS サーバに対
するサーバのメッセージ ページング、
フロー制御、およびしきい値ログ メッ
セージが無効になる。

値の範囲 : <= MessagesMaximum; 
>MessagesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできる。

注意 :  メッセージ ページングは、
MessagesThresholdHigh を -1 に設定す
ることによって動的に無効にすること

はできない。ページングを無効にする

には、MessagesThresholdHigh を大き
い値に設定してページングが発生しな

いようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdLo
w

MessagesThresholdLow の値を返す。

JMS サーバに保存されているメッセー
ジ数に基づいてイベントを発生させる

下限しきい値。メッセージ数がこのし

きい値を下回った場合、発生するイベ

ントは以下のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

メッセージ ページング - メッセージ 
ページングが有効化されている場合、

ページングが停止する (ページングが
実行されている場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、JMS サーバが防御状態を
解除して、プロデューサに対してメッ

セージ フローを増やすよう指示する。

値 -1 を指定すると、JMS サーバに対
するサーバのメッセージ ページング、
フロー制御、およびしきい値ログ メッ
セージが無効になる。

値の範囲 : < MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできる。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 31-11

PagingStore JMS サーバ用のページング ストアを
取得する。

非永続メッセージをページングする、

JMS サーバ用の永続ストアの名前。
ページング ストアは、永続メッセージ
または恒久サブスクライバ用と同じス

トアであってはならない。

ページング ストアは、1 つの JMS サー
バによってのみ使用される。値が指定

されない場合、メッセージ ページング
はサポートされない。ページング スト
アが指定されない場合は、サーバでも

送り先でもメッセージ ページングはサ
ポートされない。

注意 : JDBC ストアはページング スト
アとして使用しないほうがよい。トラ

フィックが多いことと以後のパフォー

マンスが低下することから、そうした

コンフィグレーションは望ましくな

い。

Administration Console の
フィールド表示 : [ページング 
ストア ]

必須 : いいえ

Store JMS サーバ用の永続ストアを取得す
る。

永続ストアは、1 つの JMS サーバに
よってのみ使用される。値が指定され

ない場合、永続メッセージングはサ

ポートされない。永続ストアが指定さ

れない場合は、JMS サーバ上の送り先
で永続メッセージも恒久サブスクライ

バもサポートされない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ストア ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TemporaryTemplate JMS サーバの一時的なテンプレートを
返す。

一時的キューおよびトピックを含むす

べての一時的送り先を作成するために

使用される既存の JMS テンプレート
の名前。一時的送り先の属性値は JMS 
テンプレートから派生する。テンプ

レートの一部として指定した場合、一

時的送り先は永続的なメッセージング

をサポートしていないので、Store 属
性の値は無視される。

注意 :  この属性が設定されていない場
合、一時的な送り先 (キューまたはト
ピック ) の作成は失敗する。

Administration Console の
フィールド表示 : [一時的なテ
ンプレート ]

必須 : いいえ

表 31-1  JMSServer の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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32

JMSSessionPool

説明

この MBean は、JMS セッション プールを表します。

構文

<JMSSessionPool
  AcknowledgeMode=( "Auto" | "Client" | "Dups-Ok" | "None" )
  ConnectionFactory="String"
  ListenerClass="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  SessionsMaximum="number"
  Transacted=( "true" | "false" )
/>

親要素

� JMSServer

#AcknowledgeMode
#ConnectionFactory
#ListenerClass
#Name
#Notes
#SessionsMaximum
#Transacted
JMSServer.html


JMSSessionPool

32-2 コンフィグレーション リファレンス

属性

表 32-1  JMSSessionPool の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AcknowledgeMode セッション プール内の非トランザク
ション セッションによって使用され
る確認応答モードを返す。

トランザクション セッションの場合、
メッセージはセッションがコミットさ

れるときに自動的に確認応答されるの

で、このフィールドは無視される。

 この属性は動的にコンフィグレー
ションできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [確認応答
モード ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Auto

ConnectionFactory セッション プール用の接続ファクト
リの JNDI 名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [接続ファク
トリ ]

必須 : いいえ

ListenerClass セッション プール用のリスナ クラス
の名前を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスナ クラ
ス ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ



属性
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SessionsMaximum セッション プール用のセッションの
最大数を返す。

この値は、セッション プール内の並
行セッションの数。値 -1 は最大数が
設定されていないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、セッション プールを再
起動しないと有効にならない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大セッ
ション ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

Transacted セッション プールがトランザクショ
ン処理されるかどうかをチェックす

る。

このフラグは、セッション プールが
トランザクション セッションを作成
するかどうかを指定する。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ション化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 32-1  JMSSessionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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33

JMSStore

説明

JMS 永続ストア。これは永続的データを格納するための物理的なリポジトリです。

構文

<JMSStore
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

#Name
#Notes
Domain.html


JMSStore

33-2 コンフィグレーション リファレンス

属性

表 33-1  JMSStore の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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34

JMSTemplate

説明

JMS 送り先テンプレート。

構文

<JMSTemplate
  BytesMaximum="number"
  BytesPagingEnabled=( "true" | "false" )
  BytesThresholdHigh="number"
  BytesThresholdLow="number"
  DeliveryModeOverride=( "Persistent" | "Non-Persistent" | "No-Delivery" )
  DestinationKeys="list of JMSDestinationKey names"
  ErrorDestination="JMSDestination name"
  MessagesMaximum="number"
  MessagesPagingEnabled=( "true" | "false" )
  MessagesThresholdHigh="number"
  MessagesThresholdLow="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PriorityOverride="number"
  RedeliveryDelayOverride="number"
  RedeliveryLimit="number"
  TimeToDeliverOverride="String"

#BytesMaximum
#BytesPagingEnabled
#BytesThresholdHigh
#BytesThresholdLow
#DeliveryModeOverride
#DestinationKeys
#ErrorDestination
#MessagesMaximum
#MessagesPagingEnabled
#MessagesThresholdHigh
#MessagesThresholdLow
#Name
#Notes
#PriorityOverride
#RedeliveryDelayOverride
#RedeliveryLimit
#TimeToDeliverOverride


JMSTemplate
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  TimeToLiveOverride="number"
/>

親要素

� Domain

� JMSDistributedQueue

� JMSDistributedTopic

#TimeToLiveOverride
Domain.html
JMSDistributedQueue.html
JMSDistributedTopic.html


属性
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属性

表 34-1  JMSTemplate の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

BytesMaximum BytesMaximum の値を返す。

送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は送り先に保存可能なバイト数が制
限されていないことを示す。

注意 :  分散送り先メンバーに JMS テン
プレートが使用される場合、この設定

は分散送り先セット全体ではなくその

特定のメンバーのみに適用される。

値の範囲 : >= BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1
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BytesPagingEnabled BytesPagingEnabled が設定されている
かどうかをチェックする。

テンプレートでバイト ページングを有
効にするかどうかを指定するためのフ

ラグ。

• このフラグが選択されていない場合 
(false)、送り先の設定によってテン
プレートがオーバーライドされない

限り、テンプレートの送り先のバイ

ト ページングは無効化される。 

• このフラグが選択され (true)、JMS 
サーバ用のページング ストアがコ
ンフィグレーションされており、か

つ BytesThresholdLow と 
BytesThresholdHigh の属性値がどち
らも -1 より大きい場合、送り先の
設定によってテンプレートがオー

バーライドされない限り、テンプ

レートの送り先のバイト ページン
グは有効化される。 

注意 :  値が定義されていない場合、こ
の設定はデフォルトで「false」となり、
送り先の設定によってテンプレートが

オーバーライドされない限りテンプ

レートの送り先のバイト ページングは
無効化される。

Administration Console の
フィールド表示 : [バイト ペー
ジングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdHigh BytesThresholdHigh の値を返す。

送り先に保存されているバイト数に基

づいてイベントを発生させる上限しき

い値。バイト数がこのしきい値を超え

た場合、発生するイベントは以下のと

おり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を
示すメッセージがサーバに記録される。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている (およびページング 
ストアがコンフィグレーションされて

いる ) 場合、送り先レベルのバイト 
ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化されて
いる場合、送り先が防御状態に入り、

プロデューサに対してメッセージ フ
ローを減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、送り先に対するバ
イト ページング、フロー制御、および
しきい値ログ メッセージが無効になる。

値の範囲 : <= BytesMaximum; 
>BytesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  バイト ページングが有効になっ
ている場合、BytesThresholdHigh を -1 
にリセットすることでそれを動的に無

効にすることはできない (例外が送出さ
れる )。 ページングを動的に無効にする
には、BytesThresholdHigh を非常に大
きな値に設定して、ページングがトリ

ガされないようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdLow BytesThresholdLow の値を返す。

送り先に保存されているバイト数に基

づいてイベントを発生させる下限しき

い値。バイト数がこのしきい値を下

回った場合、発生するイベントは以下

のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている場合、ページング

が停止する (ページングが実行されてい
る場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化されて
いる場合、送り先が防御状態を解除し

て、プロデューサに対してメッセージ 
フローを増やすよう指示する。

値の範囲 : < BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

DeliveryModeOverride DeliveryModeOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り

先に届くすべてのメッセージに割り当

てられる配信モード。

No-Delivery は、配信モードがオー
バーライドされないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [配信モード 
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : No-Delivery

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DestinationKeys テンプレートまたは送り先の送り先

キーの読み取り専用配列を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [送り先キー ]

必須 : いいえ

ErrorDestination 再配信の上限に達したメッセージのエ

ラー送り先の値を設定する。

再配信の上限に達したメッセージの送

り先の名前を定義する。エラー送り先

がコンフィグレーションされていない

場合、このメッセージはそのまま削除

される。

注意 :  エラー送り先は、ローカル JMS 
サーバ上でコンフィグレーションされ

た送り先でなければならない。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [エラー送り
先 ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : null

MessagesMaximum MessagesMaximum の値を返す。

送り先に保存可能なメッセージの最大

数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示

す。

注意 :  分散送り先メンバーに JMS テン
プレートが使用される場合、この設定

は分散送り先セット全体ではなくその

特定のメンバーのみに適用される。

値の範囲 : >= MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージ数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesPagingEnabl
ed

MessagesPagingEnabled が設定されてい
るかどうかをチェックする。

テンプレートでメッセージ ページング
を有効にするかどうかを指定するため

のフラグ。

• このフラグが選択されていない場合 
(false)、送り先の設定によってテン
プレートがオーバーライドされない

限り、テンプレートの送り先のメッ

セージ ページングは無効化される。 

• このフラグが選択され (true)、JMS 
サーバ用のページング ストアがコ
ンフィグレーションされており、か

つ MessagesThresholdLow と 
MessagesThresholdHigh の属性値が
どちらも -1 より大きい場合、送り
先の設定によってテンプレートが

オーバーライドされない限り、テン

プレートの送り先のメッセージ 
ページングは有効化される。 

注意 :  値が定義されていない場合、こ
の設定はデフォルトで「false」となり、
送り先の設定によってテンプレートが

オーバーライドされない限りテンプ

レートの送り先のメッセージ ページン
グは無効化される。

Administration Console の
フィールド表示 : [メッセージ 
ページングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdHi
gh

MessagesThresholdHigh の値を返す。

送り先に保存されているメッセージ数

に基づいてイベントを発生させる上限

しきい値。メッセージ数がこのしきい

値を超えた場合、発生するイベントは

以下のとおり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を
示すメッセージがサーバに記録される。

メッセージ ページング - メッセージ 
ページングが有効化されている (および
ページング ストアがコンフィグレー
ションされている ) 場合、送り先レベル
のメッセージ ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化されて
いる場合、送り先が防御状態に入り、

プロデューサに対してメッセージ フ
ローを減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、送り先に対する
メッセージ ページング、フロー制御、
およびしきい値ログ メッセージが無効
になる。

値の範囲 : <= MessagesMaximum; 
>MessagesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  メッセージ ページングが有効に
なっている場合、

MessagesThresholdHigh を -1 にリセッ
トすることでそれを動的に無効にする

ことはできない (例外が送出される )。 
ページングを動的に無効にするには、

MessagesThresholdHigh を非常に大きな
値に設定して、ページングがトリガさ

れないようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdLo
w

MessagesThresholdLow の値を返す。

送り先に保存されているメッセージ数

に基づいてイベントを発生させる下限

しきい値。メッセージ数がこのしきい

値を下回った場合、発生するイベント

は以下のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

メッセージ ページング - メッセージ 
ページングが有効化されている場合、

ページングが停止する (ページングが実
行されている場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化されて
いる場合、送り先が防御状態を解除し

て、プロデューサに対してメッセージ 
フローを増やすよう指示する。

値の範囲 : < MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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PriorityOverride PriorityOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関係なく、送り先に届

くすべてのメッセージに割り当てられ

る優先度。

デフォルト値 (-1) は、送り先が優先度
の設定をオーバーライドしないことを

示す。

 この属性は動的にコンフィグレーショ
ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [優先順位
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 9

RedeliveryDelayOverri
de

ロールバックおよび回復されたメッ

セージが再配信されるまでの再配信遅

延の値 (単位はミリ秒 ) を返す。

コンシューマや接続ファクトリによっ

て指定された再配信遅延に関わりなく、

ロール バックまたは回復されたメッ
セージが再配信されるまでの遅延をミ

リ秒単位で定義する。

デフォルト値 (-1) は、送り先が再配信
遅延の設定をオーバーライドしないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [再配信遅延
のオーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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RedeliveryLimit メッセージがエラー送り先に置かれる

までに試行できる再配信の回数を返す。

エラー送り先がコンフィグレーション

されているかどうかによって、再配信

の制限に達したときに以下のことが発

生する。

• エラー送り先がコンフィグレーショ

ンされているか、またはエラー送り

先の割り当てを超過する場合、永続

および非永続メッセージは削除され

る。 

• エラー送り先がコンフィグレーショ

ンされており、エラー送り先の割り

当てを超過していない場合、エラー 
メッセージのログが記録され、メッ

セージが削除される。しかし、メッ

セージが永続的である場合、永続ス

トアに保持される。これにより、永

続メッセージは WebLogic Server の
再起動時に再配信される。 

デフォルト値 (-1) は、送り先が再配信
制限の設定をオーバーライドしないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  RedeliveryLimit の変更は、すで
にこの制限に達しているメッセージに

は適用されない。このようなメッセー

ジが次に再配信される場合、それらは

即座にエラー送り先にリダイレクトさ

れる。メッセージが再配信された回数

は永続しない。つまり、再起動後は各

メッセージの配信試行回数がゼロにリ

セットされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [再配信の制
限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )
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TimeToDeliverOverrid
e

TimeToDeliver オーバーライド値 (ミリ
秒単位またはスケジュール ) を返す。

プロデューサおよび接続ファクトリに

よって指定された配信時間とは関係な

く、メッセージが生成されてからその

対象送り先で表示できるようになるま

でのデフォルトの遅延時間 (ミリ秒単位
) を定義する。

デフォルト値 (-1) は、送り先が配信時
間の設定をオーバーライドしないこと

を示す。TimeToDeliverOverride は、長
さまたはスケジュールとして指定でき

る。

注意 :  TimeToDeliverOverride の変更は
将来のメッセージ配信のみに適用され、

すでに生成されたメッセージには適用

されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [配信時間の
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

TimeToLiveOverride TimeToLiveOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関係なく、送り先に

届くすべてのメッセージに割り当てら

れる生存時間。

デフォルト値 (-1) は、送り先が生存時
間の設定をオーバーライドしないこと

を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [生存時間の
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 34-1  JMSTemplate の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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35

JMSTopic

説明

構文

<JMSTopic
  BytesMaximum="number"
  BytesPagingEnabled=( "default" | "false" | "true" )
  BytesThresholdHigh="number"
  BytesThresholdLow="number"
  DeliveryModeOverride=( "Persistent" | "Non-Persistent" | "No-Delivery" )
  DestinationKeys="list of JMSDestinationKey names"
  ErrorDestination="JMSDestination name"
  JNDIName="String"
  JNDINameReplicated=( "true" | "false" )
  MessagesMaximum="number"
  MessagesPagingEnabled=( "default" | "false" | "true" )
  MessagesThresholdHigh="number"
  MessagesThresholdLow="number"
  MulticastAddress="String"
  MulticastPort="number"
  MulticastTTL="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PriorityOverride="number"
  RedeliveryDelayOverride="number"

#BytesMaximum
#BytesPagingEnabled
#BytesThresholdHigh
#BytesThresholdLow
#DeliveryModeOverride
#DestinationKeys
#ErrorDestination
#JNDIName
#JNDINameReplicated
#MessagesMaximum
#MessagesPagingEnabled
#MessagesThresholdHigh
#MessagesThresholdLow
#MulticastAddress
#MulticastPort
#MulticastTTL
#Name
#Notes
#PriorityOverride
#RedeliveryDelayOverride
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  RedeliveryLimit="number"
  StoreEnabled=( "default" | "false" | "true" )
  Template="JMSTemplate name"
  TimeToDeliverOverride="String"
  TimeToLiveOverride="number"
/>

親要素

� JMSServer

#RedeliveryLimit
#StoreEnabled
#Template
#TimeToDeliverOverride
#TimeToLiveOverride
JMSServer.html
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属性

表 35-1  JMSTopic の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

BytesMaximum BytesMaximum の値を返す。

送り先に保存可能な最大バイト数。値 
-1 は送り先に保存可能なバイト数が制
限されていないことを示す。

注意 :  分散送り先メンバーに JMS テン
プレートが使用される場合、この設定

は分散送り先セット全体ではなくその

特定のメンバーのみに適用される。

値の範囲 : >= BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1
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BytesPagingEnabled 「true」、「false」、「default」のいずれか
を返す。

送り先でバイト ページングを有効にす
るかどうかを指定するためのフラグ。

• このフラグを選択しない場合 
(false)、この送り先のバイト ペー
ジングは明示的に無効化される。 

• このフラグが選択され (true)、JMS 
サーバ用のページング ストアがコ
ンフィグレーションされており、

かつ BytesThresholdLow と 
BytesThresholdHigh の属性値がど
ちらも -1 より大きい場合、この送
り先のバイト ページングは有効化
される。 

• この属性が「default」に設定され
ている場合、この値は JMS テンプ
レートの値を継承する (JMS テン
プレートが指定されている場合 )。
送り先のテンプレートがコンフィ

グレーションされていない場合、

デフォルト値は false と同じにな
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [バイト ペー
ジングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : default

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdHigh BytesThresholdHigh の値を返す。

送り先に保存されているバイト数に基

づいてイベントを発生させる上限しき

い値。バイト数がこのしきい値を超え

た場合、発生するイベントは以下のと

おり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を
示すメッセージがサーバに記録され

る。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている (およびページン
グ ストアがコンフィグレーションされ
ている ) 場合、送り先レベルのバイト 
ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、送り先が防御状態に入

り、プロデューサに対してメッセージ 
フローを減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、送り先に対するバ
イト ページング、フロー制御、および
しきい値ログ メッセージが無効にな
る。

値の範囲 : <= BytesMaximum; 
>BytesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  バイト ページングが有効になっ
ている場合、BytesThresholdHigh を -1 
にリセットすることでそれを動的に無

効にすることはできない (例外が送出
される )。 ページングを動的に無効に
するには、BytesThresholdHigh を非常
に大きな値に設定して、ページングが

トリガされないようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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BytesThresholdLow BytesThresholdLow の値を返す。

送り先に保存されているバイト数に基

づいてイベントを発生させる下限しき

い値。バイト数がこのしきい値を下

回った場合、発生するイベントは以下

のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

バイト ページング - バイト ページング
が有効化されている場合、ページング

が停止する (ページングが実行されて
いる場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、送り先が防御状態を解除

して、プロデューサに対してメッセー

ジ フローを増やすよう指示する。

値の範囲 : < BytesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小バイト
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

DeliveryModeOverride DeliveryModeOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された配信モードに関わりなく、送り

先に届くすべてのメッセージに割り当

てられる配信モード。

No-Delivery は、配信モードがオー
バーライドされないことを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [配信モード 
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : No-Delivery

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DestinationKeys テンプレートまたは送り先の送り先

キーの読み取り専用配列を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [送り先キー ]

必須 : いいえ

ErrorDestination 再配信の上限に達したメッセージのエ

ラー送り先の値を設定する。

再配信の上限に達したメッセージの送

り先の名前を定義する。エラー送り先

がコンフィグレーションされていない

場合、このメッセージはそのまま削除

される。

注意 :  エラー送り先は、ローカル JMS 
サーバ上でコンフィグレーションされ

た送り先でなければならない。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [エラー送り
先 ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : null

JNDIName 送り先の JNDI 名を返す。

この値は、JNDI ネームスペース内で
送り先のルックアップに使用される名

前。この属性を指定しない場合、JNDI 
ネームスペース内で送り先名が通知さ

れないため、送り先名をルックアップ

および使用できない。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

JNDINameReplicated JNDINameReplicated 属性を true に設
定すると、送り先の JNDI 名 (存在す
る場合 ) はクラスタ全体にレプリケー
トされる。JNDINameReplicated 属性
を false に設定すると、送り先の JNDI 
名 (存在する場合 ) は、その送り先が
一部になっているサーバから参照でき

るだけになる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesMaximum MessagesMaximum の値を返す。

送り先に保存可能なメッセージの最大

数。値 -1 は送り先に保存可能なメッ
セージ数が制限されていないことを示

す。

注意 :  分散送り先メンバーに JMS テン
プレートが使用される場合、この設定

は分散送り先セット全体ではなくその

特定のメンバーのみに適用される。

値の範囲 : >= MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージ数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesPagingEnabl
ed

「true」、「false」、「default」のいずれか
を返す。

送り先でメッセージ ページングを有効
にするかどうかを指定するためのフラ

グ。

• このフラグを選択しない場合 
(false)、この送り先のメッセージ 
ページングは明示的に無効化され

る。 

• このフラグが選択され (true)、JMS 
サーバ用のページング ストアがコ
ンフィグレーションされており、

かつ MessagesThresholdLow と 
MessagesThresholdHigh の属性値
がどちらも -1 より大きい場合、送
り先のメッセージ ページングは有
効化される。 

• この属性が「default」に設定され
ている場合、この値は JMS テンプ
レートの値を継承する (JMS テン
プレートが指定されている場合 )。
送り先のテンプレートがコンフィ

グレーションされていない場合、

デフォルト値は false と同じにな
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [メッセージ 
ページングを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : default

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdHi
gh

MessagesThresholdHigh の値を返す。

送り先に保存されているメッセージ数に

基づいてイベントを発生させる上限しき

い値。メッセージ数がこのしきい値を超

えた場合、発生するイベントは以下のと

おり。

ログ メッセージ - 最大しきい値条件を示
すメッセージがサーバに記録される。

メッセージ ページング - メッセージ ペー
ジングが有効化されている (およびペー
ジング ストアがコンフィグレーションさ
れている ) 場合、送り先レベルのメッ
セージ ページングが開始される。

フロー制御 - フロー制御が有効化されて
いる場合、送り先が防御状態に入り、プ

ロデューサに対してメッセージ フローを
減らすよう指示する。

値 -1 を指定すると、送り先に対するメッ
セージ ページング、フロー制御、および
しきい値ログ メッセージが無効になる。

値の範囲 : <= MessagesMaximum; 
>MessagesThresholdLow

この属性は動的にコンフィグレーション

できるが、新しく配信されるメッセージ

にのみ適用され、すでに保存されている

メッセージには影響しない。

注意 :  メッセージ ページングが有効に
なっている場合、

MessagesThresholdHigh を -1 にリセット
することでそれを動的に無効にすること

はできない (例外が送出される )。 ページ
ングを動的に無効にするには、

MessagesThresholdHigh を非常に大きな
値に設定して、ページングがトリガされ

ないようにする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MessagesThresholdLo
w

MessagesThresholdLow の値を返す。

送り先に保存されているメッセージ数

に基づいてイベントを発生させる下限

しきい値。メッセージ数がこのしきい

値を下回った場合、発生するイベント

は以下のとおり。

ログ メッセージ - しきい値条件が解除
されたことを示すメッセージがサーバ

に記録される。

メッセージ ページング - メッセージ 
ページングが有効化されている場合、

ページングが停止する (ページングが
実行されている場合 )。

フロー制御 - フロー制御が有効化され
ている場合、送り先が防御状態を解除

して、プロデューサに対してメッセー

ジ フローを増やすよう指示する。

値の範囲 : < MessagesThresholdHigh

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小メッ
セージしきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

MulticastAddress 送り先によって使用されるマルチキャ

スト アドレスを返す。

マルチキャスト用の IP アドレス。こ
のアドレスはマルチキャスト コン
シューマにメッセージを送信するため

に使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト アドレス ]

必須 : いいえ

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MulticastPort 送り先用のマルチキャスト ポートを取
得する。

これは、マルチキャスト用に使用され

る IP ポート。このポートはマルチ
キャスト コンシューマにメッセージを
送信するために使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 6001

最小値 : 1

最大値 : 65535

MulticastTTL マルチキャスト メッセージの到達範囲
を定義するネットワーク ホップ数を返
す。

これはマルチキャストの存続期間の値

で、メッセージがコンシューマに到達

するまでに通過するルータの数を指定

する。値 1 は、メッセージがルータを
超えず、1 つのサブネット内に制限さ
れることを示す。この値は、

JMSExpirationTime の値に依存しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [マルチキャ
スト生存時間 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

最小値 : 0

最大値 : 255

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )
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属性

コンフィグレーション リファレンス 35-13

PriorityOverride PriorityOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された優先度に関係なく、送り先に届

くすべてのメッセージに割り当てられ

る優先度。

デフォルト値 (-1) は、送り先が優先度
の設定をオーバーライドしないことを

示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [優先順位
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 9

RedeliveryDelayOverri
de

ロールバックおよび回復されたメッ

セージが再配信されるまでの再配信遅

延の値 (単位はミリ秒 ) を返す。

コンシューマや接続ファクトリによっ

て指定された再配信遅延に関わりな

く、ロール バックまたは回復された
メッセージが再配信されるまでの遅延

をミリ秒単位で定義する。

デフォルト値 (-1) は、送り先が再配信
遅延の設定をオーバーライドしないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [再配信遅延
のオーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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RedeliveryLimit メッセージがエラー送り先に置かれる

までに試行できる再配信の回数を返す。

エラー送り先がコンフィグレーション

されているかどうかによって、再配信

の制限に達したときに以下のことが発

生する。

• エラー送り先がコンフィグレー

ションされているか、またはエ

ラー送り先の割り当てを超過する

場合、永続および非永続メッセー

ジは削除される。 

• エラー送り先がコンフィグレー

ションされており、エラー送り先

の割り当てを超過していない場合、

エラー メッセージのログが記録さ
れ、メッセージが削除される。し

かし、メッセージが永続的である

場合、永続ストアに保持される。

これにより、永続メッセージは 
WebLogic Server の再起動時に再配
信される。 

デフォルト値 (-1) は、送り先が再配信
制限の設定をオーバーライドしないこ

とを示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

注意 :  RedeliveryLimit の変更は、すで
にこの制限に達しているメッセージに

は適用されない。このようなメッセー

ジが次に再配信される場合、それらは

即座にエラー送り先にリダイレクトさ

れる。メッセージが再配信された回数

は永続しない。つまり、再起動後は各

メッセージの配信試行回数がゼロにリ

セットされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [再配信の制
限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )
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StoreEnabled 「true」、「false」、「default」のいずれか
を返す。

JMS サーバによって指定された永続ス
トアを送り先が使用するかどうかを指

定するフラグ。

• このフラグを true に設定したが、
JMS サーバ用の永続ストアが定義
されていない場合、コンフィグ

レーションは失敗し、WebLogic 
JMS は起動しない。 

• このフラグを false に設定した場
合、送り先は永続メッセージをサ

ポートしない。 

• このフラグを default に設定した場
合、JMS サーバ用の永続ストアが
定義されていれば、送り先はその

永続ストアを使用し、永続メッ

セージをサポートする。 

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ストアを有
効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : default

Template 送り先の派生元の JMS テンプレート
を返す。

この属性が定義されていない場合、送

り先の属性を送り先の一部として指定

する必要がある。送り先ごとの 
Template 属性の設定は静的。ただし、
動的に変更できる。

注意 :  デフォルト値に設定された属性
は、実行時の JMS テンプレートから
送り先の値を継承する。この属性が定

義されていない場合、送り先の属性を

送り先の一部として指定する必要があ

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [テンプレー
ト ]

必須 : いいえ

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )
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TimeToDeliverOverrid
e

TimeToDeliver オーバーライド値 (ミ
リ秒単位またはスケジュール ) を返
す。

プロデューサおよび接続ファクトリに

よって指定された配信時間とは関係な

く、メッセージが生成されてからその

対象送り先で表示できるようになるま

でのデフォルトの遅延時間 (ミリ秒単
位 ) を定義する。

デフォルト値 (-1) は、送り先が配信時
間の設定をオーバーライドしないこと

を示す。TimeToDeliverOverride は、
長さまたはスケジュールとして指定で

きる。

注意 :  TimeToDeliverOverride の変更
は将来のメッセージ配信のみに適用さ

れ、すでに生成されたメッセージには

適用されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [配信時間の
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

TimeToLiveOverride TimeToLiveOverride 値を返す。

メッセージ プロデューサによって指定
された生存時間に関係なく、送り先に

届くすべてのメッセージに割り当てら

れる生存時間。

デフォルト値 (-1) は、送り先が生存時
間の設定をオーバーライドしないこと

を示す。

この属性は動的にコンフィグレーショ

ンできるが、新しく配信されるメッ

セージにのみ適用され、すでに保存さ

れているメッセージには影響しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [生存時間の
オーバライド ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 35-1  JMSTopic の属性 (続き )
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コンフィグレーション リファレンス 36-1

36

JoltConnectionPool

説明

この Bean は、Jolt 接続プールを定義します。

構文

<JoltConnectionPool
  ApplicationPassword="String"
  DeploymentOrder="number"
  FailoverAddresses="list of Strings"
  MaximumPoolSize="number"
  MinimumPoolSize="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PrimaryAddresses="list of Strings"
  RecvTimeout="number"
  SecurityContextEnabled=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  UserName="String"
  UserPassword="String"
  UserRole="String"
/>

#ApplicationPassword
#DeploymentOrder
#FailoverAddresses
#MaximumPoolSize
#MinimumPoolSize
#Name
#Notes
#PrimaryAddresses
#RecvTimeout
#SecurityContextEnabled
#Targets
#UserName
#UserPassword
#UserRole


JoltConnectionPool

36-2 コンフィグレーション リファレンス

親要素

� Domain

属性

表 36-1  JoltConnectionPool の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ApplicationPassword この接続プールのアプリケーション パ
スワードを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [アプリケー
ション パスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

セキュアな値 : null

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Domain.html
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FailoverAddresses プライマリ アドレスに定義されている
接続が確立できないか失敗した場合に

使用される、アドレスのリストを定義

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [フェイル
オーバ アドレス ]

必須 : いいえ

MaximumPoolSize Jolt 接続プールから開始できる接続の
最大数を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大プール
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

MinimumPoolSize WebLogic Server が起動したときに、
Jolt 接続プールに追加する接続の最小
数を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小プール
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PrimaryAddresses Jolt 接続プールと Tuxedo との接続を確
立するために使用するプライマリ アド
レスのリストを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [プライマリ 
アドレス ]

必須 : いいえ

RecvTimeout タイムアウトするまでクライアントが

応答を待機する時間を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [タイムアウ
ト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

表 36-1  JoltConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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SecurityContextEnable
d

セキュリティ コンテキストがこのプー
ルで有効かどうかを示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [セキュリ
ティ コンテキストを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

UserName この接続プールのユーザ名を定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ名 ]

必須 : いいえ

UserPassword この接続プールのユーザ パスワードを
定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ パス
ワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

UserRole この接続プールのユーザ ロールを定義
する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ ロー
ル ]

必須 : いいえ

表 36-1  JoltConnectionPool の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



コンフィグレーション リファレンス 37-1

37

JTA

説明

このインタフェースは、JTA コンフィグレーション属性へのアクセスを提供します。ここ
で定義されるメソッドは、ドメイン レベルの JTA コンフィグレーションに適用されます。

構文

<JTA
  AbandonTimeoutSeconds="number"
  BeforeCompletionIterationLimit="number"
  CheckpointIntervalSeconds="number"
  ForgetHeuristics=( "true" | "false" )
  MaxResourceRequestsOnServer="number"
  MaxResourceUnavailableMillis="number"
  MaxTransactions="number"
  MaxUniqueNameStatistics="number"
  MaxXACallMillis="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  TimeoutSeconds="number"
/>

#AbandonTimeoutSeconds
#BeforeCompletionIterationLimit
#CheckpointIntervalSeconds
#ForgetHeuristics
#MaxResourceRequestsOnServer
#MaxResourceUnavailableMillis
#MaxTransactions
#MaxUniqueNameStatistics
#MaxXACallMillis
#Name
#Notes
#TimeoutSeconds


JTA
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親要素

� Domain

� Server

Domain.html
Server.html


属性
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属性

表 37-1  JTA の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AbandonTimeoutSeco
nds

トランザクション破棄タイムアウトの

秒数を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ションを保持する最長時間 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 86400

最小値 : 1

最大値 : 231-1

BeforeCompletionItera
tionLimit

トランザクション マネージャが 
beforeCompletion 同期化コールバック
を実行するサイクルの最大数。同期化

オブジェクトは beforeCompletion が既
に呼び出されたオブジェクトであって

も、beforeCompletion で別のオブジェ
クトを登録できる。たとえば、EJB は、
その ejbStore() メソッドで別の EJB を
呼び出せる。これに対応するために、

トランザクション マネージャはすべて
の同期化オブジェクトを呼び出し、新

しいオブジェクトが登録されている場

合、このサイクルを繰り返す。この値

で、発生するサイクルの回数を制限す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : 
[beforeCompletion の反復上限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10

最小値 : 1

最大値 : 231-1
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CheckpointIntervalSec
onds

トランザクション マネージャが、新し
いトランザクション ログ ファイルを作
成し、すべての古いトランザクション 
ログ ファイルをチェックしてそれらを
削除できるかどうかを確認する間隔。

デフォルトは 300 秒 (5 分 )、最小値は 
10 秒、最大値は 1800 秒 (30 分 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [チェックポ
イント間隔の秒数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 300

最小値 : 10

最大値 : 1800

ForgetHeuristics トランザクション マネージャがトラン
ザクションのヒューリスティックな終

了に対して自動的に XAResource 無視
処理を実行するかどうかを示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [ヒューリス
ティックを無視 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

MaxResourceRequest
sOnServer

サーバごとの、リソースに対して同時

に発行できるリクエストの最大数。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 50

最小値 : 10

最大値 : 231-1

MaxResourceUnavaila
bleMillis

リソースが応答なしと宣言されている

最長時間 (ミリ秒単位 )。 この時間を過
ぎると、リソース プロバイダにより明
示的に再登録されなくても、リソース

は再び利用可能と宣言される。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1800000

最小値 : 0

最大値 : 263-1

MaxTransactions サーバで許可される同時進行トランザ

クションの最大数。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大トラン
ザクション数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10000

最小値 : 1

最大値 : 231-1

表 37-1  JTA の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 37-5

MaxUniqueNameStatis
tics

保持する統計の対象となるユニークな

トランザクション名の最大数。トラン

ザクション名は、通常、ビジネス トラ
ンザクションのカテゴリを表す (「送
金」など )。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユニーク名
の最大数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

MaxXACallMillis リソースに対する XA 呼び出しに許さ
れる最長時間。 リソースに対する特定
の XA 呼び出しがこの上限を超えると、
リソースは利用不可能と宣言される。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 120000

最小値 : 0

最大値 : 263-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

TimeoutSeconds トランザクション タイムアウトの秒数
を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [タイムアウ
ト秒数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 30

最小値 : 1

最大値 : 231-1

表 37-1  JTA の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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38

JTAMigratableTarget

説明

JTA 回復マネージャを移行マネージャに登録するために内部的に使用される対象。

構文

<JTAMigratableTarget
  HostingServer="Server name"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Server

#HostingServer
#Name
#Notes
Server.html


JTAMigratableTarget
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属性

表 38-1  JTAMigratableTarget の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

HostingServer 移行可能な対象を現在ホストしている

サーバを返す。

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用して
コンフィグレーションを実装および保持

する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明として

任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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39

JTARecoveryService

説明

プライマリ サーバのバックアップ サーバへの通知用に JTA 回復サービスによって使用さ
れるプライベート MBean。

構文

<JTARecoveryService
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Server

#Name
#Notes
Server.html
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属性

表 39-1  JTARecoveryService の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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40

Log

説明

ログ メッセージの格納時に WebLogic Server で使用される格納場所、ファイルローテー
ションの基準、およびファイル数をコンフィグレーションします。このクラスのメソッド

は、サーバ ログ ファイルおよびドメイン ログ ファイルの両方をコンフィグレーションし
ます。

構文

<Log
  FileCount="number"
  FileMinSize="number of kilobytes"
  FileName="String"
  FileTimeSpan="number of hours"
  Name="String"
  Notes="String"
  NumberOfFilesLimited=( "true" | "false" )
  RotationTime="String"
  RotationType=( "bySize" | "byTime" | "none" )
/>

#FileCount
#FileMinSize
#FileName
#FileTimeSpan
#Name
#Notes
#NumberOfFilesLimited
#RotationTime
#RotationType


Log
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親要素

� Server

属性

表 40-1  Log の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

FileCount ログをローテーションする場合にサー

バが作成するログ ファイルの最大数。 
isNumberOfFilesLimited が true で
あり、かつ、setRotationType が 
Size または Time のいずれかである場
合にのみ有効。

Administration Console の
フィールド表示 : [ファイル数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 7

FileMinSize サーバがログ メッセージを独立した
ファイルに移動することになるサイズ 
(1 ～ 65535 KB)。 ログ ファイルが指定
された最小サイズに達した後、サーバ

が次にファイル サイズをチェックした
ときに、現在のログ ファイル名が 
FileName.n に変更され、それ以降の
メッセージを格納する新しいファイル

が作成される。 このフィールドは、[
ローテーション タイプ ] が [サイズ ] 
に設定されている場合のみ意味を持

つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小ファイ
ルサイズ ]

必須 : いいえ

単位 : KB

デフォルト値 : 500

最小値 : 1

最大値 : 65535

FileName 現在のログ メッセージを格納するファ
イルの名前。 相対パス名は、サーバの
ルート ディレクトリを基準とする。

Administration Console の
フィールド表示 : [ファイル名 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : weblogic.log

Server.html
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FileTimeSpan 古いログ メッセージが別のログ ファ
イルに移される間隔 (単位は時間 )。
この値は、時間ベースのローテーショ

ン間隔を使用する場合にのみ意味を持

つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [ファイル
ローテーション間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 時間

デフォルト値 : 24

最小値 : 1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

NumberOfFilesLimited 古いメッセージを保存するためにサー

バが作成するファイルの数を、

FileCount で指定された数に制限す
る。この上限に達した後には、サーバ

によりもっとも古いログ ファイルが削
除され、最新のサフィックスの付いた

新しいログ ファイルが作成される。

このオプションを無効にした場合、新

しいファイルが無限に作成される。こ

のため、必要に応じてこれらのファイ

ルを削除する必要がある。

この値は、ファイルのローテーション 
タイプに SIZE または TIME を指定し
た場合にのみ意味を持つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [ファイル数
の制限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

表 40-1  Log の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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RotationTime 時間ベースのローテーションの開始時

間を指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション時間 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 00:00

RotationType 古いログ メッセージを別のログ ファ
イルに移すための条件。

• NONE。メッセージは 1 つのファイ
ルに蓄積される。サイズが大きく

なった場合、ファイルの内容を消

去する必要がある。 

• SIZE。 ログ ファイルが 
FileMinSize に指定したサイズに
達すると、ファイル名が 
FileName.n に変更される。 

• TIME。 TimeSpan に指定した間隔
で、ファイル名が FileName.n に
変更される。 

ファイル名が変更されると、以後の

メッセージは FileName に指定した名
前の新しいファイルに蓄積される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション タイプ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : none

表 40-1  Log の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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41

Machine

説明

この Bean はサーバが起動されるマシンを表します。サーバは ServerMBean.setMachine() 
を呼び出すことで、マシンにバインドされます。一般的に 1 つの MachineMBean が 1 つの
物理的なマシンを表し、1 つの物理的なマシンが 1 つの MachineMBean を表しますが、複
数の MachineMBean で表す 1 つのマルチホーム マシンを持つことも可能です。唯一の制限
事項は、それぞれの MachineMBean がオーバーラップしないアドレスでコンフィグレー
ションされることです。1 つのコンフィグレーションには、論理名でルックアップされる 
1 つまたは複数の MachineMBean がある可能性があります。

構文

<Machine
  Addresses="list of Strings"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

#Addresses
#Name
#Notes


Machine
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親要素

� Domain

子要素

� NodeManager

属性

表 41-1  Machine の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Addresses このマシンが認知されるアドレスを返

す。ホスト名またはリテラル IP アド
レス。

Administration Console の
フィールド表示 : [アドレス ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Domain.html
NodeManager.html
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42

MailSession

説明

MailSession リソース マネージャ接続ファクトリ用の MBean です。

構文

<MailSession
  DeploymentOrder="number"
  JNDIName="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  Properties="java.util.Properties"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#JNDIName
#Name
#Notes
#Properties
#Targets
Domain.html


MailSession
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属性

表 42-1  MailSession の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

JNDIName Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI 名 ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ
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Properties Administration Console の
フィールド表示 : [プロパティ 
(key=value)]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 42-1  MailSession の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



MailSession
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43

MessagingBridge

説明

このクラスは、2 つのメッセージング製品間の転送メカニズムをコンフィグレーションで
きるようにするメッセージング ブリッジを表します。これにより、別々に実装した 
WebLogic JMS 間や、WebLogic JMS と他のメッセージング製品の間の相互運用性が提供
されます。

 WebLogic JMS とサードパーティの JMS 製品では、コンフィグレーションされているソー
ス送り先および対象送り先との通信に WebLogic Server が提供するリソース アダプタを使
用します。 JMS 以外のメッセージング製品の場合、JMS 以外のソースまたは対象送り先に
アクセスするためには、サードパーティ OEM ベンダからのカスタマイズされたアダプタ
が必要です。

構文

<MessagingBridge
  AsyncEnabled=( "true" | "false" )
  BatchInterval="number"
  BatchSize="number"
  DeploymentOrder="number"
  DurabilityEnabled=( "true" | "false" )
  IdleTimeMaximum="number"

#AsyncEnabled
#BatchInterval
#BatchSize
#DeploymentOrder
#DurabilityEnabled
#IdleTimeMaximum
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  Name="String"
  Notes="String"
  QOSDegradationAllowed=( "true" | "false" )
  QualityOfService=( "Exactly-once" | "Atmost-once" | "Duplicate-okay" )
  ReconnectDelayIncrease="number"
  ReconnectDelayMaximum="number"
  ReconnectDelayMinimum="number"
  Selector="String"
  SourceDestination="BridgeDestinationCommon name"
  Started=( "true" | "false" )
  TargetDestination="BridgeDestinationCommon name"
  Targets="list of Target names"
  TransactionTimeout="number"
/>

親要素

� Domain

#Name
#Notes
#QOSDegradationAllowed
#QualityOfService
#ReconnectDelayIncrease
#ReconnectDelayMaximum
#ReconnectDelayMinimum
#Selector
#SourceDestination
#Started
#TargetDestination
#Targets
#TransactionTimeout
Domain.html
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属性

表 43-1  MessagingBridge の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AsyncEnabled メッセージング ブリッジが非同期
メッセージング モードで動作するか
どうかを示す。

注意 : この属性は、ソース送り先で非
同期受信がサポートされているメッ

セージング ブリッジのみに適用され
る。

非同期モード (true) で動作するメッ
セージング ブリッジは、ソース送り
先によって駆動される。メッセージン

グ ブリッジはメッセージをリスンし、
到着したものを転送する。値が false 
に設定されていると、ソースで非同期

受信がサポートされていても、ブリッ

ジは強制的に同期モードで動作する。

 注意 : QOS が Exactly-once に設定され
ているメッセージング ブリッジが非
同期モードで動作するには、ソース送

り先で MDBTransaction インタフェー
スがサポートされていなければならな

い。ソース送り先で MDBTransaction 
がサポートされていないことが検出さ

れると、ブリッジは自動的に同期モー

ドに切り替わる。

Administration Console の
フィールド表示 : [非同期モー
ドを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true
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BatchInterval 1 回のトランザクションで、バッチ サ
イズに到達したかどうかに関係なく、

メッセージのバッチを送信するまでに

ブリッジが待機する最大時間 (単位 : 
ミリ秒 ) を定義する。 デフォルト値の 
-1 は、トランザクションが完了する前
に、メッセージ数がバッチ サイズに
達するまで、ブリッジが待機すること

を示す。

注意 :  この属性は同期モードで動作
し、QOS で 2 フェーズ トランザク
ションが必要になるブリッジのみに適

用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [バッチ間隔 (
ミリ秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

BatchSize 1 回のトランザクションで処理される
メッセージ数を指定する。

注意 :  この属性は同期モードで動作
し、QOS で 2 フェーズ トランザク
ションが必要になるブリッジのみに適

用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [バッチ サイ
ズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10

最小値 : 0

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DurabilityEnabled メッセージング ブリッジが永続メッ
セージを許可するかどうかを示す。

これは恒久サブスクリプションを使用

するソース送り先にのみ適用される。

この機能により、ソース JMS 実装で
は、ブリッジが実行されていないとき

でも送られてきたメッセージを保存で

きる。ブリッジは、再起動時にこれら

のメッセージをターゲット送り先に転

送する。管理者側で永続性を無効にす

る選択を行える。

Administration Console の
フィールド表示 : [永続性を有
効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

IdleTimeMaximum メッセージング ブリッジの最大アイ
ドル時間 (秒単位 ) を定義する。

ブリッジが非同期モードで動作する場

合、最大アイドル時間では、ブリッジ

がソースへの接続状態をチェックする

までの最長のアイドル時間を定義す

る。

ブリッジが同期モードで動作する場

合、最大アイドル時間では、関与して

いるトランザクションがない場合に、

ブリッジが受信呼び出しに対してブ

ロックできる時間の長さを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大待機時
間 (秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 263-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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QOSDegradationAllow
ed

コンフィグレーションした QOS が使
用できないときに、ブリッジで QOS 
の低下を許容するかどうかを示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [QOS デグラ
デーション ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

QualityOfService 以下のいずれかの値から、メッセージ

ング ブリッジの QOS (サービスの品
質 ) を定義する。

Exactly-once
ソース送り先の各メッセー

ジが、正確に 1 回だけター
ゲットに転送される。ブ

リッジで提供できる最高の 
QOS。 

Atmost-once
ソースの 1 つのメッセージ
が、1 回だけターゲットに
転送されるが、転送中に失

われる可能性がある。 

Duplicate-okay
ソースのメッセージが失わ

れることはないが、一部の

メッセージが複数回ター

ゲットに現れる可能性があ

る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [サービスの
品質 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : Exactly-once

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ReconnectDelayIncrea
se

メッセージング ブリッジが、再接続
の失敗から、さらにその次の試行を行

うまでの待ち時間の延長分 (単位 : 秒 ) 
を定義する。

この属性は 
ReconnectDelayMinimum 属性およ
び ReconnectDelayMaximum 属性と
共に機能する。 送り先への接続が失敗
すると、ブリッジはまず 
ReconnectDelayMinimum によって
定義された秒数だけ待機する。

再接続の試行が失敗するたびに、ブ

リッジは ReconnectDelayIncrease 
で定義された秒数だけ、待ち時間を延

長する。 最大遅延時間は、
ReconnectDelayMaximum で定義さ
れる。待ち時間が最大値に到達する

と、ブリッジはそれ以上待ち時間を延

長しない。

ブリッジから送り先への接続が成功す

ると、待ち時間は 
ReconnectDelayMinimum で定義さ
れた最小値にリセットされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [増加遅延 (
秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

最小値 : 0

最大値 : 263-1

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ReconnectDelayMaxim
um

メッセージング ブリッジが、ソース
またはターゲットへの再接続に失敗し

てから、さらにその次の試行を行うま

での最大の待ち時間 (単位 : 秒 ) を定
義する。

この属性は 
ReconnectDelayMinimum 属性およ
び ReconnectDelayIncrease 属性と
共に機能する。 送り先への接続が失敗
すると、ブリッジはまず 
ReconnectDelayMinimum によって
定義された秒数だけ待機する。

再接続の試行が失敗するたびに、ブ

リッジは ReconnectDelayIncrease 
で定義された秒数だけ、待ち時間を延

長する。 最大遅延時間は、
ReconnectDelayMaximum で定義さ
れる。待ち時間が最大値に到達する

と、ブリッジはそれ以上待ち時間を延

長しない。

ブリッジから送り先への接続が成功す

ると、待ち時間は 
ReconnectDelayMinimum で定義さ
れた初期値にリセットされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大遅延 (
秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 263-1

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ReconnectDelayMinim
um

メッセージング ブリッジが、エラー
の後でソース送り先またはターゲット

送り先に再接続しようとするまでの最

小の待ち時間 (単位 : 秒 ) を定義する。

この属性は 
ReconnectDelayMaximum 属性およ
び ReconnectDelayIncrease 属性と
共に機能する。 送り先への接続が失敗
すると、ブリッジはまず 
ReconnectDelayMinimum によって
定義された秒数だけ待機する。

2 回目の試行も失敗した場合は、待ち
時間を ReconnectDelayIncrease に
よって定義された秒数だけ延長する。 
最大遅延時間は、

ReconnectDelayMaximum で定義さ
れる。待ち時間が最大値に到達する

と、ブリッジはそれ以上待ち時間を延

長しない。

ブリッジから送り先への接続が成功す

ると、待ち時間は 
ReconnectDelayMinimum で定義さ
れた初期値にリセットされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小遅延 (
秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 15

最小値 : 0

最大値 : 263-1

Selector メッセージング ブリッジのメッセー
ジ セレクタを定義する。

メッセージ セレクタを使うと、メッ
セージング ブリッジ経由で送信され
るメッセージをフィルタ処理できる。

選択条件に一致するメッセージのみ

が、メッセージング ブリッジを経由
して送信される。キューの場合、選択

条件に一致しないメッセージは後に残

され、キュー内で蓄積される。トピッ

クの場合、接続条件に一致しないメッ

セージは破棄される。

Administration Console の
フィールド表示 : [セレクタ ]

必須 : いいえ

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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SourceDestination メッセージング ブリッジのソース送
り先を定義する。

この属性は、ブリッジによるメッセー

ジの読み込み元になるソース送り先を

定義する、

BridgeDestinationMBean または 
JMSBridgeDestinationMBean のい
ずれかのインスタンスでなければなら

ない。

Administration Console の
フィールド表示 : [ソース送り
先 ]

Started メッセージング ブリッジの初期状態 (
ブリッジを起動した時の状態 ) を定義
する。値が true であれば、ブリッジは
動作中の状態である。値が false であ
れば、ブリッジは一時的に停止されて

いる。

注意 : これは、ブリッジの実行時の状
態ではない。

Administration Console の
フィールド表示 : [起動する ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

TargetDestination メッセージング ブリッジのターゲッ
ト送り先を定義する。

この属性は、ソース送り先から受信し

たメッセージの、ブリッジによる送信

先になるターゲット送り先を定義す

る、BridgeDestinationMBean また
は JMSBridgeDestinationMBean の
いずれかのインスタンスでなければな

らない。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象送り先 ]

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 43-11

TransactionTimeout 各トランザクションがタイムアウトす

るまでに、トランザクション マネー
ジャが待機する時間 (単位 : 秒 ) を定
義する。

トランザクション タイムアウトは、
ブリッジの QOS でトランザクション
が必要になる場合に使用される。 ブ
リッジの QOS が Exactly-once にコン
フィグレーションされている場合、送

信と受信は 1 回のトランザクションで
完了する。

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ション タイムアウト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 30

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 43-1  MessagingBridge の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



MessagingBridge

43-12 コンフィグレーション リファレンス



コンフィグレーション リファレンス 44-1

44

MigratableRMIService

説明

移行可能サービスのテスト サービス。

構文

<MigratableRMIService
  DeploymentOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#Name
#Notes
#Targets
Domain.html
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属性

表 44-1  MigratableRMIService の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ
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45

MigratableTarget

説明

一度にクラスタの 1 つのサーバでアクティブになるサービスに適した対象。

構文

<MigratableTarget
  HostingServer="Server name"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

#HostingServer
#Name
#Notes
Domain.html
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属性

表 45-1  MigratableTarget の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

HostingServer 移行可能な対象を現在ホストしている

サーバを返す。

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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46

NetworkChannel

説明

この MBean では、ネットワーク チャネルを定義します。ネットワーク チャネルは、サー
バのデフォルトのリスン ポート以外に追加ポートをコンフィグレーションする場合に使用
します。ネットワーク チャネルでは、IIOP はサポートされません。

ネットワーク チャネルは、複数のクラスタおよびサーバで指定できます。クラスタで指定
したチャネルは、そのクラスタのメンバーであるすべてのサーバに適用されます。サーバ

は、複数のチャネルをサポートできます。NetworkAccessPointMBean を使用すると、サー
バでネットワーク チャネルをきめ細かくチューニングできます。また、
NetworkAccessPointMBean では、サーバで特定のチャネルに使用されるリスン アドレスお
よび外部 DNS 名も設定できます。

サーバには、ServerMBean ListenPort、ServerMBean AdministrationPort、および 
SSLMBean ListenPort という 3 つのデフォルト リスン ポートがあります。デフォルト リス
ン ポートは、重みが 50 の暗黙的チャネルで構成されます。

 また、ネットワーク チャネルでは、サーバ間接続の作成も定義します。あるサーバが別の
サーバへの新しい接続を開始する際は、必要なプロトコルをサポートする、重みが最も高

い共通の (同じ名前の ) チャネルが接続先ポートの決定に使用されます。
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構文

<NetworkChannel
  AcceptBacklog="number"
  COMEnabled=( "true" | "false" )
  ChannelWeight="number"
  ClusterAddress="String"
  CompleteCOMMessageTimeout="number of seconds"
  CompleteHTTPMessageTimeout="number of seconds"
  CompleteT3MessageTimeout="number of seconds"
  DeploymentOrder="number"
  Description="String"
  HTTPEnabled=( "true" | "false" )
  HTTPSEnabled=( "true" | "false" )
  ListenPort="number"
  ListenPortEnabled=( "true" | "false" )
  LoginTimeoutMillis="number of milliseconds"
  LoginTimeoutMillisSSL="number of milliseconds"
  MaxCOMMessageSize="number of bytes"
  MaxHTTPMessageSize="number of bytes"
  MaxT3MessageSize="number of bytes"
  Name="String"
  Notes="String"
  OutgoingEnabled=( "true" | "false" )
  SSLListenPort="number"
  SSLListenPortEnabled=( "true" | "false" )
  T3Enabled=( "true" | "false" )
  T3SEnabled=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  TunnelingClientPingSecs="number of seconds"
  TunnelingClientTimeoutSecs="number of seconds"
  TunnelingEnabled=( "true" | "false" )
/>

親要素

� Domain

#AcceptBacklog
#COMEnabled
#ChannelWeight
#ClusterAddress
#CompleteCOMMessageTimeout
#CompleteHTTPMessageTimeout
#CompleteT3MessageTimeout
#DeploymentOrder
#Description
#HTTPEnabled
#HTTPSEnabled
#ListenPort
#ListenPortEnabled
#LoginTimeoutMillis
#LoginTimeoutMillisSSL
#MaxCOMMessageSize
#MaxHTTPMessageSize
#MaxT3MessageSize
#Name
#Notes
#OutgoingEnabled
#SSLListenPort
#SSLListenPortEnabled
#T3Enabled
#T3SEnabled
#Targets
#TunnelingClientPingSecs
#TunnelingClientTimeoutSecs
#TunnelingEnabled
Domain.html
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属性

表 46-1  NetworkChannel の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AcceptBacklog リスン ポート上の接続リクエストの受
け入れられるバックログ。個々のサー

バでこの値をオーバーライドするに

は、NetworkAccessPointMBean を使用
する。バックログを 0 に設定すると、
一部の OS 上で着信接続の受け付けを
防ぐことができる。

Administration Console の
フィールド表示 : [バックログ
を受け入れ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 50

最小値 : 0

COMEnabled プレーンテキスト (非 SSL) の COM ト
ラフィックを有効化するかどうかを示

す。

Administration Console の
フィールド表示 : [COM を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ChannelWeight サーバ間接続を作成するときにこの

チャネルに割り当てる重み。

Administration Console の
フィールド表示 : [チャネルの
重み ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 50

最小値 : 1

最大値 : 100

ClusterAddress このチャネルのクラスタ アドレス。こ
れを設定しない場合は、代わりにクラ

スタのコンフィグレーションで指定し

たクラスタ アドレスが使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラスタ ア
ドレス ]

必須 : いいえ
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CompleteCOMMessag
eTimeout

完全な COM メッセージの受信を待機
する期間の最大秒数。この属性は、

サービス拒否攻撃に対する防御として

有用である。サービス拒否攻撃では、

いつまでも送信が終了しない一定のサ

イズのメッセージを、呼び出し側が送

信することが示される。個々のサーバ

でこの値をオーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [COM メッ
セージのタイムアウトまでの

時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

セキュアな値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

CompleteHTTPMessag
eTimeout

完全な HTTP メッセージの受信を待機
する期間の最大秒数。この属性は、

サービス拒否攻撃に対する防御として

有用である。サービス拒否攻撃では、

いつまでも送信が終了しない一定のサ

イズのメッセージを、呼び出し側が送

信することが示される。個々のサーバ

でこの値をオーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [HTTP メッ
セージのタイムアウトまでの

時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

セキュアな値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

CompleteT3MessageTi
meout

完全な T3 メッセージの受信を待機す
る期間の最大秒数。この属性は、サー

ビス拒否攻撃に対する防御として有用

である。サービス拒否攻撃では、いつ

までも送信が終了しない一定のサイズ

のメッセージを、呼び出し側が送信す

ることが示される。個々のサーバでこ

の値をオーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [T3 メッセー
ジのタイムアウトまでの時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

セキュアな値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Description コンソールで表示するための、この

チャネルの短い任意の説明。長文の説

明には、Notes フィールドを使用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [記述 ]

必須 : いいえ

HTTPEnabled プレーンテキスト (非 SSL) の HTTP 
トラフィックを有効化するかどうか。

Administration Console の
フィールド表示 : [HTTP を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

HTTPSEnabled セキュア (SSL) HTTP トラフィックを
有効化するかどうか。

Administration Console の
フィールド表示 : [HTTPS を有
効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ListenPort チャネルのプレーンテキスト (非 SSL) 
のリスン ポート。個々のサーバでこの
値をオーバーライドできるが、ここで

無効化した場合にはポートを有効化で

きない。また、ここで有効化した場合

は、ポートを無効化できない。個々の

サーバでこの値をオーバーライドする

には、NetworkAccessPointMBean を使
用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスン ポー
ト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 8001

最小値 : 1

最大値 : 65534

ListenPortEnabled プレーンテキストのポートをチャネル

用に有効化するかどうか。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスン ポー
トを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

LoginTimeoutMillis サーバのログイン タイムアウト (単位 
: ミリ秒 )。この値は 0 以上とする必要
がある。個々のサーバでこの値をオー

バーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログイン タ
イムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : ミリ秒

デフォルト値 : 5000

セキュアな値 : 5000

最小値 : 0

最大値 : 100000

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LoginTimeoutMillisSS
L

SSL ログイン シーケンスで許容される
持続時間。 この期間を超えると、ログ
インはタイムアウトとなる。 0 を指定
すると無効になる。個々のサーバでこ

の値をオーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [SSL ログイ
ン タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : ミリ秒

デフォルト値 : 25000

セキュアな値 : 25000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

MaxCOMMessageSize メッセージ ヘッダで許容される最大の 
COM メッセージ サイズ。この属性で、
サービス拒否攻撃の回避を試みる。

サービス拒否攻撃とは、呼び出し側が

使用できる以上のメモリを割り当てる

ようサーバに強制して、他のリクエス

トへの迅速な応答を妨げようとする攻

撃である。個々のサーバでこの値を

オーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 COM 
メッセージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : 10000000

セキュアな値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000

MaxHTTPMessageSize メッセージ ヘッダで許容される最大の 
HTTP メッセージ サイズ。この属性
で、サービス拒否攻撃の回避を試み

る。サービス拒否攻撃とは、呼び出し

側が使用できる以上のメモリを割り当

てるようサーバに強制して、他のリク

エストへの迅速な応答を妨げようとす

る攻撃である。個々のサーバでこの値

をオーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 HTTP 
メッセージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : 10000000

セキュアな値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MaxT3MessageSize メッセージ ヘッダで許容される最大の 
T3 メッセージ サイズ。この属性で、
サービス拒否攻撃の回避を試みる。

サービス拒否攻撃とは、呼び出し側が

使用できる以上のメモリを割り当てる

ようサーバに強制して、他のリクエス

トへの迅速な応答を妨げようとする攻

撃である。個々のサーバでこの値を

オーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 T3 メッ
セージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : 10000000

セキュアな値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000

Name チャネルの名前。この名前は「.WL」
で開始してはならない。

Administration Consoleの
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

OutgoingEnabled 新規のサーバ間接続で、初期化時にこ

のチャネルを考慮するかどうか。

Administration Console の
フィールド表示 : [送信を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : true

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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SSLListenPort チャネルの SSL リスン ポート。個々
のサーバでこの値をオーバーライドで

きるが、ここで無効化した場合には

ポートを有効化できない。また、ここ

で有効化した場合は、ポートを無効化

できない。SSL をコンフィグレーショ
ンしなければ、このポートは機能しな

い。個々のサーバでこの値をオーバー

ライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [SSL リスン 
ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 8002

最小値 : 1

最大値 : 65534

SSLListenPortEnabled SSL ポートをチャネル用に有効化する
かどうか。この設定に加えて SSL のコ
ンフィグレーションと有効化を行わな

ければ、SSL ポートは機能しない。

Administration Console の
フィールド表示 : [SSL リスン 
ポートを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

T3Enabled プレーンテキスト (非 SSL) の T3 トラ
フィックを有効化するかどうか。デ

フォルトのチャネルでは T3 トラ
フィックを無効化できない。

Administration Console の
フィールド表示 : [T3 を有効化
]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

T3SEnabled セキュア T3 トラフィックを有効化す
るかどうか。デフォルトのチャネルで

は T3 トラフィックを無効化できない。

Administration Console の
フィールド表示 : [T3S を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TunnelingClientPingSe
cs

HTTP トンネリング クライアントがま
だ有効かどうかを確認するために ping 
を実行する間隔 (単位 : 秒 )。個々の
サーバでこの値をオーバーライドする

には、NetworkAccessPointMBean を使
用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [トンネリン
グ クライアント Ping]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 45

TunnelingClientTimeo
utSecs

見つからない HTTP トンネリング クラ
イアントを応答なしとみなすまでの期

間 (単位 : 秒 )。個々のサーバでこの値
をオーバーライドするには、

NetworkAccessPointMBean を使用す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [トンネリン
グ クライアント タイムアウト
]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 40

セキュアな値 : 40

TunnelingEnabled HTTP によるトンネリングを有効化す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [トンネリン
グを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

表 46-1  NetworkChannel の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



コンフィグレーション リファレンス 47-1

47

NodeManager

説明

この Bean は、マシンに関連付けられたノード マネージャを表します。

構文

<NodeManager
  Certificate="String"
  CertificatePassword="String"
  CertificateType="String"
  ListenAddress="String"
  ListenPort="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  TrustedCertsFile="String"
/>

#Certificate
#CertificatePassword
#CertificateType
#ListenAddress
#ListenPort
#Name
#Notes
#TrustedCertsFile


NodeManager

47-2 コンフィグレーション リファレンス

親要素

� Machine

� UnixMachine

属性

表 47-1  NodeManager の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Certificate ノード マネージャでセキュアな通信を
実現するために使用する証明書ファイ

ル。パスは、管理サーバのルート ディ
レクトリを基準とした相対パス。

Administration Console の
フィールド表示 : [証明書 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : demo.crt

CertificatePassword ノード マネージャでセキュアな通信を
実現するために使用する証明書パス

ワード。

Administration Console の
フィールド表示 : [証明書パス
ワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

デフォルト値 : password

CertificateType ノード マネージャでセキュアな通信を
実現するために使用する証明書のタイ

プ。

必須 : いいえ

デフォルト値 : RSA

Machine.html
UnixMachine.html
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ListenAddress ノード マネージャが接続をリスンする
ために使用するアドレス。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスン アド
レス ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : localhost

セキュアな値 : "127.0.0.1"

ListenPort ノード マネージャのリスン ポートを
返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスン ポー
ト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5555

最小値 : 0

最大値 : 65534

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

TrustedCertsFile ノード マネージャでセキュアな通信を
実現するために使用する信頼された証

明書ファイル。パスは、管理サーバの

ルート ディレクトリを基準とした相対
パス。

Administration Console の
フィールド表示 : [信頼性のあ
る証明書ファイル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : trusted.crt

表 47-1  NodeManager の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Realm

説明

構文

<Realm
  CachingRealm="CachingRealm name"
  EnumerationAllowed=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
  ResultsBatchSize="number"
/>

親要素

� Domain

#CachingRealm
#EnumerationAllowed
#Name
#Notes
#ResultsBatchSize
Domain.html
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属性

表 48-1  Realm の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

CachingRealm ファイル レルム以外のレルムを使用す
る場合、そのレルムは CachingRealm 
MBean にレルム名を付加して指定す
る。 その CachingRealm MBean は、
Realm MBean に付加される。

属性に値が指定されている場合は、代

替セキュリティ レルムが使用される。 
属性が null の場合は、ファイル レルム
のみ使用できる。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシン
グ レルム ]

必須 : いいえ

EnumerationAllowed ユーザ、グループ、およびメンバー

シップを列挙して、サービス拒否攻撃

を防止できるかどうかを指定する (
ユーザまたはグループが多数の場合 )。

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : false

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

ResultsBatchSize ユーザ グループ、および ACL を返す
ためのバッチ サイズ (rpc ごとに返す
ユーザ、グループ、および ACL の数 ) 
を指定する。 その目的は、ユーザ、グ
ループ、または ACL ごとに rpc が行わ
れたり、1 回の非常に大規模な rpc で
メモリ不足になったりするのを防止す

ることにある。

Administration Console の
フィールド表示 : [結果バッチ 
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 200

最小値 : 0
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RMCFactory

説明

RMCFactoryMBean は、J2EE アプリケーションの J2EE リソース マネージャの接続ファク
トリを表します。 リソース マネージャの接続ファクトリの MBean は、このインタフェース
を拡張します (たとえば、MailSessionMBean)。

構文

<RMCFactory
  DeploymentOrder="number"
  JNDIName="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#JNDIName
#Name
#Notes
#Targets
Domain.html
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属性

表 49-1  RMCFactory の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

JNDIName 必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ
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Security

説明

WebLogic ドメインのセキュリティ プロパティを指定します。

構文

<Security
  AuditProviderClassName="String"
  CompatibilityMode=( "true" | "false" )
  ConnectionFilter="String"
  ConnectionFilterRules="list of Strings"
  ConnectionLoggerEnabled=( "true" | "false" )
  GuestDisabled=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
  PasswordPolicy="PasswordPolicy name"
  Realm="Realm name"
  SystemUser="String"
/>

#AuditProviderClassName
#CompatibilityMode
#ConnectionFilter
#ConnectionFilterRules
#ConnectionLoggerEnabled
#GuestDisabled
#Name
#Notes
#PasswordPolicy
#Realm
#SystemUser
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親要素

� Domain

属性

表 50-1  Security の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AuditProviderClassNa
me

Administration Console のフィー
ルド表示 : [監査プロバイダ ク
ラス ]

必須 : いいえ

CompatibilityMode WebLogic Server 6.x のセキュリティ 
コンフィグレーションからの移行を

有効にするかどうかを指定する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ConnectionFilter 接続フィルタを実装する Java クラス
の名前。 接続フィルタは 
weblogic.security.net.Connect

ionFilter インタフェースの実装で
なければならない。WebLogic Server 
ではデフォルトの実装が用意されて

いる。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [接続フィルタ ]

必須 : いいえ

ConnectionFilterRules Administration Console のフィー
ルド表示 : [接続フィルタ ルー
ル ]

必須 : いいえ

Domain.html
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ConnectionLoggerEna
bled

受け付けた接続のロギングを有効に

する。この属性を使用すると、シス

テム管理者は受信時接続をログ ファ
イルで動的にチェックして、フィル

タ処理を実行する必要があるかどう

かを決定できる。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [接続ログを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

GuestDisabled 非推奨。 guest ログインを使用して 
WebLogic Server リソースにアクセス
できるかどうかを指定する。 この属性
は互換性モードで使用する。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [ゲスト不可 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

Name MBean の名前を設定する。 必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明と

して任意に入力できる情報。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PasswordPolicy 非推奨。 パスワード ポリシーを設定
する。 このインタフェースは互換性
モードで使用する。

必須 : いいえ

Realm レルム ポリシーを設定する。 Administration Console のフィー
ルド表示 : [レルム ]

必須 : いいえ

SystemUser system ユーザの名前。この属性は、
必ず指定しなければならない。

Administration Console のフィー
ルド表示 : [システム ユーザ ]

デフォルト値 : system

表 50-1  Security の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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51

SecurityConfiguration

説明

ドメイン全体のセキュリティ コンフィグレーション情報を指定します。

構文

<SecurityConfiguration
  Name="String"
  Notes="String"
  WebAppFilesCaseInsensitive="String"
/>

親要素

� Domain

#Name
#Notes
#WebAppFilesCaseInsensitive
Domain.html
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属性

表 51-1  SecurityConfiguration の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

WebAppFilesCaseInse
nsitive

必須 : いいえ

デフォルト値 : os
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52

Server

説明

このクラスは、WebLogic Server を表します。WebLogic Server は、J2EE アプリケーショ
ンのコンテナである Java プロセスです。

構文

<Server
  AcceptBacklog="number"
  AdministrationPort="number"
  AutoKillIfFailed=( "true" | "false" )
  AutoRestart=( "true" | "false" )
  COMEnabled=( "true" | "false" )
  ClasspathServletDisabled=( "true" | "false" )
  ClientCertProxyEnabled=( "true" | "false" )
  Cluster="Cluster name"
  ClusterWeight="number"
  CompleteCOMMessageTimeout="number of seconds"
  CompleteHTTPMessageTimeout="number of seconds"
  CompleteIIOPMessageTimeout="number of seconds"
  CompleteT3MessageTimeout="number of seconds"
  DefaultIIOPPassword="String"
  DefaultIIOPUser="String"

#AcceptBacklog
#AdministrationPort
#AutoKillIfFailed
#AutoRestart
#COMEnabled
#ClasspathServletDisabled
#ClientCertProxyEnabled
#Cluster
#ClusterWeight
#CompleteCOMMessageTimeout
#CompleteHTTPMessageTimeout
#CompleteIIOPMessageTimeout
#CompleteT3MessageTimeout
#DefaultIIOPPassword
#DefaultIIOPUser
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  DefaultInternalServletsDisabled=( "true" | "false" )
  DefaultProtocol=( "t3" | "t3s" | "http" | "https" | "iiop" )
  DefaultSecureProtocol=( "t3s" | "https" )
  DefaultTGIOPPassword="String"
  DefaultTGIOPUser="String"
  DomainLogFilter="DomainLogFilter name"
  EnabledForDomainLog=( "true" | "false" )
  ExpectedToRun=( "true" | "false" )
  ExternalDNSName="String"
  ExtraEjbcOptions="String"
  ExtraRmicOptions="String"
  HealthCheckIntervalSeconds="number of seconds"
  HealthCheckTimeoutSeconds="number of seconds"
  HttpTraceSupportEnabled=( "true" | "false" )
  HttpdEnabled=( "true" | "false" )
  IIOPEnabled=( "true" | "false" )
  IdleIIOPConnectionTimeout="number of seconds"
  InstrumentStackTraceEnabled=( "true" | "false" )
  InterfaceAddress="String"
  JDBCLogFileName="String"
  JDBCLoggingEnabled=( "true" | "false" )
  JMSDefaultConnectionFactoriesEnabled=( "true" | "false" )
  JNDITransportableObjectFactoryList="list of Strings"
  JavaCompiler="String"
  JavaCompilerPostClassPath="String"
  JavaCompilerPreClassPath="String"
  ListenAddress="String"
  ListenDelaySecs="number"
  ListenPort="number"
  ListenPortEnabled=( "true" | "false" )
  LogRemoteExceptionsEnabled=( "true" | "false" )
  LoginTimeout="number of milliseconds"
  LoginTimeoutMillis="number of milliseconds"
  LowMemoryGCThreshold="number"
  LowMemoryGranularityLevel="number"
  LowMemorySampleSize="number"
  LowMemoryTimeInterval="number of seconds"
  MSIFileReplicationEnabled=( "true" | "false" )
  Machine="Machine name"
  ManagedServerIndependenceEnabled=( "true" | "false" )
  MaxCOMMessageSize="number of bytes"
  MaxHTTPMessageSize="number of bytes"
  MaxIIOPMessageSize="number of bytes"
  MaxOpenSockCount="number"
  MaxT3MessageSize="number of bytes"
  Name="String"
  NativeIOEnabled=( "true" | "false" )
  NetworkAccessPoints="number"
  Notes="String"

#DefaultInternalServletsDisabled
#DefaultProtocol
#DefaultSecureProtocol
#DefaultTGIOPPassword
#DefaultTGIOPUser
#DomainLogFilter
#EnabledForDomainLog
#ExpectedToRun
#ExternalDNSName
#ExtraEjbcOptions
#ExtraRmicOptions
#HealthCheckIntervalSeconds
#HealthCheckTimeoutSeconds
#HttpTraceSupportEnabled
#HttpdEnabled
#IIOPEnabled
#IdleIIOPConnectionTimeout
#InstrumentStackTraceEnabled
#InterfaceAddress
#JDBCLogFileName
#JDBCLoggingEnabled
#JMSDefaultConnectionFactoriesEnabled
#JNDITransportableObjectFactoryList
#JavaCompiler
#JavaCompilerPostClassPath
#JavaCompilerPreClassPath
#ListenAddress
#ListenDelaySecs
#ListenPort
#ListenPortEnabled
#LogRemoteExceptionsEnabled
#LoginTimeout
#LoginTimeoutMillis
#LowMemoryGCThreshold
#LowMemoryGranularityLevel
#LowMemorySampleSize
#LowMemoryTimeInterval
#MSIFileReplicationEnabled
#Machine
#ManagedServerIndependenceEnabled
#MaxCOMMessageSize
#MaxHTTPMessageSize
#MaxIIOPMessageSize
#MaxOpenSockCount
#MaxT3MessageSize
#Name
#NativeIOEnabled
#NetworkAccessPoints
#Notes
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  PreferredSecondaryGroup="String"
  ReplicationGroup="String"
  RestartDelaySeconds="number of seconds"
  RestartIntervalSeconds="number of seconds"
  RestartMax="number"
  ReverseDNSAllowed=( "true" | "false" )

  ServerLifeCycleTimeoutVal="number of seconds"
  ServerVersion="String"
  StagingMode=( "stage" | "nostage" | "external_stage" )
  StartupMode="String"
  StdoutDebugEnabled=( "true" | "false" )
  StdoutEnabled=( "true" | "false" )
  StdoutFormat=( "standard" | "noid" )
  StdoutLogStack=( "true" | "false" )
  StdoutSeverityLevel=( "64" | "32" | "16" | "8" | "4" | "2" | "1" )
  StuckThreadMaxTime="number of seconds"
  StuckThreadTimerInterval="number of seconds"
  TGIOPEnabled=( "true" | "false" )
  ThreadPoolPercentSocketReaders="number"
  TransactionLogFilePrefix="String"
  TransactionLogFileWritePolicy=( "Cache-Flush" | "Direct-Write" )
  TunnelingClientPingSecs="number of seconds"
  TunnelingClientTimeoutSecs="number of seconds"
  TunnelingEnabled=( "true" | "false" )
  UploadDirectoryName="String"
  VerboseEJBDeploymentEnabled="String"
  WeblogicPluginEnabled=( "true" | "false" )
  XMLEntityCache="XMLEntityCache name"
  XMLRegistry="XMLRegistry name"
/>

親要素

� Domain

子要素

� COM

#PreferredSecondaryGroup
#ReplicationGroup
#RestartDelaySeconds
#RestartIntervalSeconds
#RestartMax
#ReverseDNSAllowed
#ServerLifeCycleTimeoutVal
#ServerVersion
#StagingMode
#StartupMode
#StdoutDebugEnabled
#StdoutEnabled
#StdoutFormat
#StdoutLogStack
#StdoutSeverityLevel
#StuckThreadMaxTime
#StuckThreadTimerInterval
#TGIOPEnabled
#ThreadPoolPercentSocketReaders
#TransactionLogFilePrefix
#TransactionLogFileWritePolicy
#TunnelingClientPingSecs
#TunnelingClientTimeoutSecs
#TunnelingEnabled
#UploadDirectoryName
#VerboseEJBDeploymentEnabled
#WeblogicPluginEnabled
#XMLEntityCache
#XMLRegistry
Domain.html
COM.html
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� IIOP

� JTA

� JTAMigratableTarget

� JTARecoveryService

� Log

� SSL

� ServerStart

� ExecuteQueue

� WebServer

IIOP.html
JTA.html
JTAMigratableTarget.html
JTARecoveryService.html
Log.html
SSL.html
ServerStart.html
ExecuteQueue.html
WebServer.html
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属性

表 52-1  Server の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AcceptBacklog プレーンテキストと SSL ポートの両
方に対する新しい TCP 接続要求の
バックログを許可する。バックログを 
0 に設定すると、一部の OS 上で着信
接続の受け付けを防ぐことができる。

Administration Console の
フィールド表示 : [バックログ
を受け入れ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 50

最小値 : 0

AdministrationPort サーバのセキュア管理ポート。この設

定は、このサーバの DomainMBean の
同じフィールドをオーバーライドする

ために使用する。この値が 0 以外の場
合、DomainMBean の同じフィールド
がこのサーバに対して使用される。こ

のポートでは、SSL をコンフィグレー
ションおよび有効化する必要がある。

アクティブな管理ポートは、管理者資

格を使用した接続のみを許可する。ま

た、サーバ上の他のポートが管理者資

格を使用した接続を受け付けないよう

にする。

T3S および HTTPS プロトコルをサ
ポートする。管理対象サーバでは、

「-Dweblogic.management.server=https
://admin_server:administration_port」
を使用して管理サーバに接続する必要

がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル管
理ポートのオーバーライド (0 : 
オーバーライドなし )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

セキュアな値 : (値 > 0)

最小値 : 0

最大値 : 65534
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AutoKillIfFailed 障害が発生したサーバをノード マ
ネージャが自動的に強制停止する処理

を有効化 /無効化する。

Administration Console の
フィールド表示 : [失敗時の自
動強制停止 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

AutoRestart クラッシュしたサーバをノード マ
ネージャが自動的に再起動する処理を

有効化 /無効化する。

Administration Console の
フィールド表示 : [自動再起動 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

COMEnabled プレーンテキスト ポート上で COM サ
ポートを有効にするかどうか (COM 
は SSL ポートではサポートされない
)。

Administration Console の
フィールド表示 : [COM を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ClasspathServletDisab
led

ClasspathServlet は、クラスパス内の
クラス ファイルを処理し、管理も含
めすべての Web アプリケーションで
デフォルトとして登録される。 多くの
アプリケーションでは、

ClasspathServlet を有効にする必要は
ないが、チェックしない場合、セキュ

リティ ホールとなる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ClientCertProxyEnable
d

値を true に設定すると、クライアントか
らの ID 証明書が、プロキシサーバ プラグ
インによって、このサーバ インスタンスに
デプロイされているすべての Web アプリ
ケーションに渡される。

プロキシサーバ プラグインは、
WL-Proxy-Client-Cert ヘッダの各 ID 
証明書をエンコードし、そのヘッダを 
WebLogic Server インスタンスに渡す。 
WebLogic Server インスタンスは、それが
セキュアなソースから来ているものと信頼

してヘッダから証明書情報を取得し、その

情報を使用してユーザを認証する。

true を指定した場合は、
weblogic.security.net.ConnectionFilter 
を使用して、この WebLogic Server インス
タンスが、プロキシサーバ プラグインが動
作しているマシンからの接続のみを受け入

れるようにする。 接続フィルタを使用しな
いで true を指定すると、
WL-Proxy-Client-Cert ヘッダのなりす
ましが可能なためにセキュリティが脆弱に

なる。

デフォルトでは (または false を指定した
場合は )、このサーバにデプロイされる各 
Web アプリケーションの weblogic.xml 
デプロイメント記述子によって、プロキシ 
サーバ プラグインから送られてきた証明書
を Web アプリケーションが信頼するかど
うかが決められる。 デフォルトでは (また
はデプロイメント記述子で false が指定
された場合 )、ユーザはプロキシサーバ プ
ラグインから Web アプリケーションにロ
グインできない。

このメソッドで設定される値は、サーバが

クラスタの一部であり、そのクラスタの 
ClusterMBean#setClientCertProxyEnabled(b
oolean) メソッドで true が指定される場合
はオーバーライドされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [クライアン
ト証明書プロキシを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Cluster このサーバが所属するクラスタ。設定

した場合、サーバはクラスタのマルチ

キャスト イベントをリスンする。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラスタ ]

必須 : いいえ

ClusterWeight サーバにかかる負荷をクラスタ内の他

のサーバとの比率で指定する値を定義

する。

 すべてのサーバにデフォルトの重み 
(100) または同じ重みが指定されてい
る場合、各サーバに同じ割合で負荷が

かかる。あるサーバの重みが 50 で他
のサーバの重みがすべて 100 になって
いる場合は、重みが 50 のサーバには
他のサーバの半分の負荷がかかる。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラスタの
重み ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 100

最小値 : 1

最大値 : 100

CompleteCOMMessag
eTimeout

完全な COM メッセージを取得するま
での最大秒数を指定する。この属性

は、サービス拒否攻撃に対する防御と

して有用である。サービス拒否攻撃で

は、いつまでも送信が終了しない一定

のサイズのメッセージを、呼び出し側

が送信することが示される。この設定

は、デフォルト ポート (ServerMBean 
setListenPort および 
setAdministrationPort または 
SSLMBean setListenPort) のいずれか
を使用して開始された接続にのみ適用

される。追加ポート上での接続は、

NetworkChannelMBean によって
チューニングする。

Administration Console の
フィールド表示 : [COM メッ
セージ タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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CompleteHTTPMessag
eTimeout

完全な HTTP メッセージを取得するま
での最大秒数を指定する。この属性

は、サービス拒否攻撃に対する防御と

して有用である。サービス拒否攻撃で

は、いつまでも送信が終了しない一定

のサイズのメッセージを、呼び出し側

が送信することが示される。この設定

は、デフォルト ポート (ServerMBean 
setListenPort および 
setAdministrationPort または 
SSLMBean setListenPort) のいずれか
を使用して開始された接続にのみ適用

される。追加ポート上での接続は、

NetworkChannelMBean によって
チューニングする。

Administration Console の
フィールド表示 : [HTTP メッ
セージ タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

CompleteIIOPMessage
Timeout

完全な IIOP メッセージを取得するま
での最大秒数を指定する。この属性

は、サービス拒否攻撃に対する防御と

して有用である。サービス拒否攻撃で

は、いつまでも送信が終了しない一定

のサイズのメッセージを、呼び出し側

が送信することが示される。

Administration Console の
フィールド表示 : [IIOP メッ
セージ タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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CompleteT3MessageTi
meout

完全な T3 メッセージを取得するまで
の最大秒数を指定する。この属性は、

サービス拒否攻撃に対する防御として

有用である。サービス拒否攻撃では、

いつまでも送信が終了しない一定のサ

イズのメッセージを、呼び出し側が送

信することが示される。この設定は、

デフォルト ポート (ServerMBean 
setListenPort および 
setAdministrationPort または 
SSLMBean setListenPort) のいずれか
を使用して開始された接続にのみ適用

される。追加ポート上での接続は、

NetworkChannelMBean によって
チューニングする。

Administration Console の
フィールド表示 : [T3 メッセー
ジ タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 480

DefaultIIOPPassword デフォルト IIOP ユーザのパスワード。 Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
IIOP パスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

DefaultIIOPUser デフォルト IIOP ユーザ。 Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
IIOP ユーザ ]

必須 : いいえ

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DefaultInternalServlets
Disabled

この属性は、サーブレット エンジン
のすべてのデフォルト サーブレット
を無効にする。 その中には、
weblogic.servlet.ClasspathServlet、
weblogic.servlet.utils.iiop.GetIORServl
et、
weblogic.rjvm.http.TunnelSendServlet、
weblogic.rjvm.http.TunnelRecvServlet、
weblogic.rjvm.http.TunnelLoginServlet
、
weblogic.rjvm.http.TunnelCloseServlet 
が含まれる。true に設定すると、この
プロパティは ClasspathServletDisabled 
プロパティをオーバーライドする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

DefaultProtocol 何も指定されていないときに接続に使

用されるプロトコルを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
プロトコル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : t3

DefaultSecureProtocol 何も指定されていないときにセキュア

接続に使用されるプロトコルを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
セキュア プロトコル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : t3

DefaultTGIOPPasswor
d

デフォルト TGIOP ユーザのパスワー
ド。

必須 : いいえ

暗号化 : はい

デフォルト値 : guest

セキュアな値 : null

DefaultTGIOPUser デフォルト TGIOP ユーザ。 必須 : いいえ

デフォルト値 : guest

セキュアな値 : null

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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DomainLogFilter このサーバがどのメッセージをドメイ

ン ログに送るかを決定する。 none を
指定すると、サーバは ERROR 以上の
重要度のすべてのメッセージをドメイ

ン ログに送る。このリストには、ド
メインに対して定義されているすべて

のフィルタが含まれている。サーバは 
1 つのドメイン ログ フィルタしか使用
できない。

このプロパティは、[ドメイン ログ
ファイルにログを書き込む ] が有効の
場合にのみ意味を持つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [ドメイン ロ
グ フィルタ ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : none

EnabledForDomainLo
g

サーバが (自身のログを保持するほか
に ) ドメイン ログにメッセージを送る
かどうかを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ドメイン ロ
グファイルにログを書き込む ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : true

ExpectedToRun ドメインが起動した場合に、このサー

バを実行するかどうかを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [実行 : ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

ExternalDNSName 現在のサーバの外部 DNS 名。これは、
http セッション クッキーと動的サーバ 
リストと一緒に http プロキシに送信さ
れる。これは、ファイアウォールで

ネットワーク アドレス変換が実行さ
れる場合に必要となる。

Administration Console の
フィールド表示 : [外部 DNS 名
]

必須 : いいえ

ExtraEjbcOptions 動的な ejb のコンパイル時に ejbc に渡
される追加オプションを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [追加 ejbc オ
プション ]

必須 : いいえ
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ExtraRmicOptions サーバサイド生成中に rmic に渡され
る追加のオプションを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [追加 rmic オ
プション ]

必須 : いいえ

HealthCheckIntervalSe
conds

サーバの状態チェックの間隔 (単位は
秒 )。サーバの自動状態モニタとノー
ド マネージャの状態クエリの間隔を
指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [状態チェッ
ク間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 180

最小値 : 1

最大値 : 231-1

HealthCheckTimeoutS
econds

ノード マネージャがサーバの状態ク
エリをタイム アウトするまでの時間 (
単位は秒 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [状態チェッ
ク タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 1

最大値 : 231-1
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HttpTraceSupportEnab
led

攻撃者が HTTP TRACE トレース機能
を悪用し、HTTP ヘッダ内の情報 (
クッキー、認証データなど ) にアクセ
スする場合がある。 Web ブラウザに他
のクロス ドメイン脆弱性が存在する
場合、HTTP TRACE メソッドをサ
ポートするすべてのドメインから、機

密性の高いヘッダ情報が読み取られる

おそれがある。 この属性は、HTTP 
TRACE のサポートを無効にするため
に使用する。 HttpTraceSupportEnabled 
属性は、クラスタ全体で使用できるよ

うに ClusterMBean と ServerMBean の
両方で複製される。 ClusterMBean は 
ServerMBean をオーバーライドする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

HttpdEnabled プレーンテキスト ポートまたは SSL 
ポート上で HTTP サポートを有効にす
るかどうかを設定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [HTTPD を有
効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

IIOPEnabled SSL ポートと非 SSL ポートの両方に
対して IIOP サポートを有効にするか
どうかを設定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [IIOP を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

IdleIIOPConnectionTi
meout

サーバによって閉じられるまで、IIOP 
接続がアイドルであることが許可され

る最大秒数を指定する。この属性は、

開いている接続が多すぎることによっ

て発生するサーバのデッドロックの防

止に有用である。

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 0
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属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 52-15

InstrumentStackTrace
Enabled

例外メッセージにサーバサイド ス
タック トレースを含めるかどうかを
指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [スタックト
レースのログ出力 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : false

InterfaceAddress クラスタのマルチキャスト トラ
フィックを処理する NIC を指定する
ためのインタフェース アドレスを定
義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [インター
フェイス アドレス ]

必須 : いいえ

JDBCLogFileName JDBC ログ ファイルの名前。パス名が
絶対パスではない場合、そのパスは

サーバが動作しているマシンのルート 
ディレクトリを基準とする相対パスで

あると見なされる。jdbc.log のように
パス要素を伴わないログ ファイル名
が指定された場合、ネーム スペース
の競合を防ぐために、ファイルは 
./SERVER_NAME/ のルート ディレク
トリを基準にした相対位置に配置され

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [JDBC ログ 
ファイル名 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : jdbc.log

JDBCLoggingEnabled このサーバが JDBC ログ ファイルを
保持するかどうかを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [JDBC ログ記
録を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

表 52-1  Server の属性 (続き )
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JMSDefaultConnection
FactoriesEnabled

デフォルト JMS 接続ファクトリを有
効にする。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
JMS 接続ファクトリを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

JNDITransportableObj
ectFactoryList

転送可能なオブジェクトを作成する

ファクトリのリスト。

必須 : いいえ

JavaCompiler アプリケーションで Java コードをコ
ンパイルする必要があるときに使われ

る Java コンパイラ。

Administration Console の
フィールド表示 : [Java コンパ
イラ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : javac

セキュアな値 : javac

JavaCompilerPostClas
sPath

Java コードをコンパイルする必要があ
るときに Java コンパイラのクラスパ
スの後ろに付加されるオプションを返

す。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラスパス
の後ろに追加 ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : null

JavaCompilerPreClass
Path

Java コードをコンパイルする必要があ
るときに Java コンパイラのクラスパ
スの前に付加されるオプションを返

す。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラスパス
の前に追加 ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : null

ListenAddress このサーバの TCP リスン アドレス。 Administration Console の
フィールド表示 : [リスン アド
レス ]

必須 : いいえ

ListenDelaySecs 非推奨。 6.1 との互換性を保持するた
めにだけ存在する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0
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ListenPort このサーバのプレーンテキスト (非 
SSL) リスン ポート。これが無効に
なっている場合、SSL ポートを有効に
する必要がある。追加のポートをコン

フィグレーションするには、ネット

ワーク チャネルを使用する 
(NetworkChannelMBean を参照 )。ク
ラスタ (マルチキャスト ) ポートは別
途コンフィグレーションする 
(getCluster を参照 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスン ポー
ト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 7001

最小値 : 1

最大値 : 65534

ListenPortEnabled サーバのプレーンテキスト (非 SSL) 
ポートが有効になっているかどうかを

取得する。false に設定した場合、SSL 
リスン ポートをコンフィグレーショ
ンして有効にする必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [リスン ポー
トを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

LogRemoteExceptions
Enabled

サーバ メッセージ ログにリモート シ
ステムで発生した例外を含めるかどう

かを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート例
外のログ出力 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

LoginTimeout 使用しない。代わりに、

getLoginTimeoutMillis を使用する。
Administration Console の
フィールド表示 : [ログイン タ
イムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : ミリ秒

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0
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LoginTimeoutMillis サーバのプレーンテキスト (非 SSL) 
ポートのログイン タイムアウト (単位
はミリ秒 )。これは、新しい接続が確
立するまでの許容最長期間。値 0 は、
期間に制限がないことを示す。この値

は 0 以上に設定する必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログイン タ
イムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : ミリ秒

デフォルト値 : 5000

セキュアな値 : 5000

最小値 : 0

最大値 : 100000

LowMemoryGCThresh
old

粒度レポート レベルに到達したとき
にサーバが低メモリの警告メッセージ

をログに記録するしきい値レベル (
パーセント値 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [低メモリ GC 
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

セキュアな値 : 5

最小値 : 0

最大値 : 99

LowMemoryGranularit
yLevel

低メモリ情報のレポートに使用される

粒度レベルを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [低メモリ粒
度レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

セキュアな値 : 5

最小値 : 1

最大値 : 100
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LowMemorySampleSiz
e

LowMemoryTimeInterval 用に使用さ
れる合計サンプル サイズを返す。 デ
フォルトでは、各 
LowMemoryTimeInterval で「10」個
のサンプルがとられる。

Administration Console の
フィールド表示 : [低メモリ サ
ンプル サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10

最小値 : 1

最大値 : 231-1

LowMemoryTimeInterv
al

時間間隔を返す。コンフィグレーショ

ンした間隔ごとに、1 つのサンプルが 
LowMemorySampleSize まで抽出さ
れ、それが繰り返される。

Administration Console の
フィールド表示 : [低メモリ時
間間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 3600

最小値 : 300

最大値 : 231-1
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MSIFileReplicationEna
bled

管理対象サーバのためにコンフィグ

レーション ファイルのレプリケー
ションを有効にするかどうかを指定す

る。ファイルのレプリケーションを有

効にした場合、管理サーバはそのコン

フィグレーション ファイルと 
SerializedSystemIni.dat を 5 分ごとに管
理対象サーバのルート ディレクトリ
にコピーする。このオプションでは、

起動アイデンティティ ファイルはレ
プリケートされない。

コンフィグレーション ファイルをレ
プリケートするには、管理対象サーバ

の独立を有効にする必要がある。

別のサーバとインストレーションまた

はルート ディレクトリを共有する
サーバに対してはファイルのレプリ

ケーションを有効にしない。 両方の
サーバで予測できないエラーが発生す

る可能性がある。

バックアップ方針、およびドメインの

コンフィグレーションの更新頻度に

よっては、このオプションは大きい

ファイルをネットワーク上でコピーす

ることで生じるパフォーマンス コス
トに見合わない場合がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [管理対象
サーバ独立のファイル レプリ
ケーションを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false
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Machine このサーバが実行されるマシン。サー

バが既に実行されている場合、サーバ

は別のマシンに移される。指定したマ

シンとサーバが既に実行されているマ

シンが同じである場合、これはノー 
オペレーション命令となる。

移行処理では、サーバの停止メソッド 
(#stop) を使ってマシンを終了し、新
しいマシン上でサーバを再起動する。

移行中にエラーが発生すると、対応す

る例外が送出される。

マシンを null に設定すると、サーバは
起動されない。すでに実行されている

場合はシャットダウンされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [マシン ]

必須 : いいえ

ManagedServerIndepe
ndenceEnabled

このサーバに対して管理対象サーバの

独立を有効にする。管理対象サーバの

独立を有効にした場合、管理サーバが

使用不能の場合でも管理対象サーバを

起動できる。このような場合、管理対

象サーバはコンフィグレーション 
ファイルと他のファイルを直接読み込

むことによって自身のコンフィグレー

ションを取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [管理対象
サーバの独立を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : (値 > 0)
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MaxCOMMessageSize COM メッセージ全体の最大サイズを
指定する。 この属性で、サービス拒否
攻撃の回避を試みる。サービス拒否攻

撃とは、呼び出し側が使用できる以上

のメモリを割り当てるようサーバに強

制して、他のリクエストへの迅速な応

答を妨げようとする攻撃である。 この
属性を設定しない場合、

maxMessageSize の値が使用される。 
この設定は、デフォルト ポート 
(ServerMBean setListenPort および 
setAdministrationPort または 
SSLMBean setListenPort) のいずれか
を使用して開始された接続にのみ適用

される。 追加ポート上での接続は、
NetworkChannelMBean によって
チューニングする

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 COM 
メッセージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000

MaxHTTPMessageSize メッセージ ヘッダ内の最大 HTTP 
メッセージ サイズを指定する。この
属性で、サービス拒否攻撃の回避を試

みる。サービス拒否攻撃とは、呼び出

し側が使用できる以上のメモリを割り

当てるようサーバに強制して、他のリ

クエストへの迅速な応答を妨げようと

する攻撃である。この属性を設定しな

い場合、maxMessageSize の値が使用
される。この設定は、デフォルト 
ポート (ServerMBean setListenPort お
よび setAdministrationPort または 
SSLMBean setListenPort) のいずれか
を使用して開始された接続にのみ適用

される。追加ポート上での接続は、

NetworkChannelMBean によって
チューニングする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 HTTP 
メッセージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000
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MaxIIOPMessageSize IIOP メッセージ全体の最大サイズを
指定する。この属性で、サービス拒否

攻撃の回避を試みる。サービス拒否攻

撃とは、呼び出し側が使用できる以上

のメモリを割り当てるようサーバに強

制して、他のリクエストへの迅速な応

答を妨げようとする攻撃である。この

属性を設定しない場合、

maxMessageSize の値が使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 IIOP 
メッセージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000

MaxOpenSockCount 特定の時点におけるサーバ内のオープ

ン ソケットの許容最大数を返す。こ
のしきい値に達すると、サーバはソ

ケット数がしきい値を下回るまで新し

い要求の受け入れを停止する。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大オープ
ン ソケット数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 231-1

MaxT3MessageSize T3 メッセージ全体の最大サイズを指
定する。 この属性で、サービス拒否攻
撃の回避を試みる。サービス拒否攻撃

とは、呼び出し側が使用できる以上の

メモリを割り当てるようサーバに強制

して、他のリクエストへの迅速な応答

を妨げようとする攻撃である。この属

性を設定しない場合、

maxMessageSize の値が使用される。
この設定は、デフォルト ポート 
(ServerMBean setListenPort および 
setAdministrationPort または 
SSLMBean setListenPort) のいずれか
を使用して開始された接続にのみ適用

される。追加ポート上での接続は、

NetworkChannelMBean によって
チューニングする。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 T3 メッ
セージ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 :  バイト

デフォルト値 : 10000000

最小値 : 4096

最大値 : 2000000000
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Name MBean の名前を設定する。 Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

NativeIOEnabled このサーバ用にネイティブ I/O を有効
にするかどうかを指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ネイティブ 
IO を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

NetworkAccessPoints ネットワーク アクセス ポイント 
(NAP) は、このサーバをターゲットと
したネットワーク チャネルを必要に
応じて微調整する。 ネットワーク チャ
ネルと NAP は共同で、このサーバが
リスンする追加のポートとアドレスを

定義する。 また、2 つのサーバが両方
とも特定のプロトコルで同じチャネル

をサポートしている場合、それらの間

の新しい接続ではそのチャネルが使用

される。 チャネルがサーバをターゲッ
トとしているが、NAP がコンフィグ
レーションされていないという場合で

も、サーバはそのサーバでコンフィグ

レーションされたネットワーク情報を

使用してそのチャネルを使用する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PreferredSecondaryGr
oup

サーバ上で作成されたプライマリ 
HTTP セッション ステートのレプリカ
のホストとして検討されるセカンダリ

のクラスタ化されたインスタンスを定

義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [セカンダリ 
プリファレンス グループ ]

必須 : いいえ
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ReplicationGroup サーバ上で作成されたプライマリ 
HTTP セッション ステートのレプリカ
のホストとして検討される優先的なク

ラスタ化されたインスタンスを定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [レプリケー
ション グループ ]

必須 : いいえ

RestartDelaySeconds ノード マネージャがサーバを再起動
するまでの待機時間 (単位は秒 )。こ
の値は、直ちにリスン ポートを再使
用することを OS が許可しない場合な
どに使う。

Administration Console の
フィールド表示 : [再開始遅延 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 231-1

RestartIntervalSecond
s

サーバが RestartMax 回再起動できる
期間 (単位は秒 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [再起動間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 3600

最小値 : 300

最大値 : 231-1

RestartMax RestartIntervalSeconds 秒の間にサーバ
が再起動できる最大数。

Administration Console の
フィールド表示 : [期間内の最
大再起動回数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 2

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 52-1  Server の属性 (続き )

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ReverseDNSAllowed カーネルで、DNS の逆引き参照の実
行が許可されるかどうかを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [許可された
リバース DNS]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ServerLifeCycleTimeo
utVal

サーバのライフサイクル操作がタイム

アウトするまでの秒数。現在は、停止

操作と強制停止操作に対してのみ有

効。コンフィグレーションされたタイ

ムアウト秒数の間に操作が完了しな

かった場合、その時点でのサーバの状

態が SHUTTING_DOWN であるか停
止操作が実行された場合には、サーバ

は自動的に停止される。それ以外の場

合は、タイムアウトの状況を示すメッ

セージとともに 
ServerLifecycleException が送出され
る。

 デフォルト値は、120 秒。 0 を指定す
ると、サーバはライフサイクル操作の

完了を無限に待機する。

Administration Console の
フィールド表示 : [サーバ ライ
フサイクル オペレーションの
タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 120

セキュアな値 : 120

最小値 : 0

ServerVersion サーバのリリース識別子を返す。これ

はコンフィグレーションされた属性で

あるため、必ずコンフィグレーション

と同じ精度になる。バージョンの形式

は、

major.minor.servicepack.rollingpatch。
バージョンのすべての部分が必須とは

限らない。つまり、「7」だけでも有効
である。

必須 : いいえ

デフォルト値 : unknown

表 52-1  Server の属性 (続き )
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StagingMode アプリケーションの準備中、そのアプ

リケーションのファイルは管理サーバ

上のソースから管理対象サーバのス

テージング領域にコピーされる。この

属性が nostage または external_stage の
場合、コピーは行われない。これは、

ステージング領域が共有ディレクトリ

で、すでにアプリケーション ファイ
ルが存在する場合か、またはこれがシ

ングル サーバ ドメインである場合に
役立つ。管理者は、管理対象サーバの

ステージング ディレクトリが適切に
設定されていることを確認する必要が

ある。アプリケーションの準備中また

はアクティブ化中にそのアプリケー

ションを使用できない場合、デプロイ

メント エラーが発生する。この属性
は、ApplicationMBean StagingMode 属
性でオーバーライドできる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ステージン
グ モード ]

必須 : いいえ

StartupMode サーバの起動モード。 Administration Console の
フィールド表示 : [起動モード ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : RUNNING

StdoutDebugEnabled サーバがログ ファイルに加えて標準
出力に重大度 DEBUG のメッセージを
送信できるようにする。 [Stdout へログ
出力 ] を有効にする必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [Stdout へデ
バッグ情報出力 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

表 52-1  Server の属性 (続き )
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StdoutEnabled サーバがログ ファイルに加えて標準
出力にメッセージを送信できるように

する。 StdoutDebugEnabled および 
StdoutSeverityLevel を使用する
と、サーバが標準出力へ送るメッセー

ジの種類を決定できる。

Administration Console の
フィールド表示 : [Stdout へログ
出力 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

StdoutFormat コンソールにログを記録する際に使用

される出力形式。

必須 : いいえ

デフォルト値 : standard

StdoutLogStack ログに記録されたメッセージにスタッ

ク トレースも含めてコンソールに出
力するかどうかを設定する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

表 52-1  Server の属性 (続き )
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StdoutSeverityLevel サーバが標準出力に送信するメッセー

ジの重要度の下限。 [Stdout へログ出力
] を有効にする必要がある。

次に重大度を昇順で示す。

• INFO(64)。 通常の処理を報告す
る。 

• WARNING(32)。 不審な処理または
コンフィグレーションが行われた

が、通常の処理に影響する恐れは

ない。 

• ERROR(16)。 ユーザ エラーが発生
した。 システムまたはアプリケー
ションでは、サービスの中断や停

止なしでエラーに対処できる。 

• NOTICE(8)。 サーバのモニタにお
いて特に重要な INFO レベルまた
は WARNING レベルのメッセージ。 
この重大度のメッセージを書き込

むのは WebLogic Server サブシス
テムのみ。 

• CRITICAL(4)。 システム エラーま
たはサービス エラーが発生した。 
システムは回復できるが、サービ

スが一時的に停止するか、永続的

に停止する恐れがある。 

• ALERT(2)。 システムの特定のサー
ビスだけが使用不能の状態にある。 
自動回復できないので、管理者が

直ちに問題を解決する必要がある。 

• EMERGENCY(1)。 サーバが使用不
能な状態であることを示す。 深刻
なシステム障害または危機的状態

を示す。 

Administration Console の
フィールド表示 : [Stdout 重大度
しきい値 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 16

セキュアな値 : 
weblogic.logging.Severities.WA
RNING

表 52-1  Server の属性 (続き )
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StuckThreadMaxTime いつスレッドが停止したかを調べるた

めに使用される時間を返す。スレッド

がこの時間にわたって動作している場

合、不正状態になっている可能性があ

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [スタック ス
レッド最大時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 600

最小値 : 0

最大値 : 231-1

StuckThreadTimerInter
val

実行中のスレッドの状態を調べるため

に使用される間隔を返す。この属性と 
StuckThreadMaxTime を使用して、ス
レッドがいつ停止したかを調べる。

Administration Console の
フィールド表示 : [スタック ス
レッド タイマ間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 600

最小値 : 0

最大値 : 231-1

TGIOPEnabled TGIOP サポートを有効にするかどう
かを設定する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

ThreadPoolPercentSo
cketReaders

ソケット リーダーとして使用できる
デフォルト キューの実行スレッドの
割合 (1 ～ 99) を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [ソケット 
リーダー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 33

最小値 : 1

最大値 : 99

表 52-1  Server の属性 (続き )
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TransactionLogFilePre
fix

サーバの JTA トランザクション ログ 
ファイルのパス プレフィックス。パ
ス名が絶対パスではない場合、そのパ

スはサーバが動作しているマシンの

ルート ディレクトリを基準とする相
対パスであると見なされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ション ログファイルのプレ
フィックス ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : ./

表 52-1  Server の属性 (続き )
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TransactionLogFileWri
tePolicy

ログ記録のディスクへの書き込みで使用する

ポリシー。 「Cache-Flush」ポリシーでは、各
書き込みの後にオペレーティング システムの
キャッシュとオンディスク キャッシュがフ

ラッシュされる。 「Cache-Flush」はデフォル
トのポリシー。 「Direct-Write」ポリシーで
は、各書き込みで直にディスクに書き込むよ

うにオペレーティング システムに通知され
る。 「Direct-Write」は「Cache-Flush」よりも
パフォーマンスが良く、Windows、HP-UX、

および Solaris で利用できる。 「Direct-Write」
がホスト プラットフォームでサポートされて
いない場合、ポリシーは「Cache-Flush」にな
り、ログ メッセージが出力される。

警告 : Windows で「Direct-Write」ポリシー
を有効にした場合、Solaris や HP とは異な
り、トランザクション データはオンディスク 
キャッシュに残され、すぐにはディスクに書

き込まれない。 この場合、停電によってオン
ディスク キャッシュのデータが消失するおそ
れがあり、トランザクションとしては安全と

はいえない。 Windows で「Direct-Write」を
使用してトランザクションとして安全な書き

込みを行うには、ディスクの書き込みキャッ

シュをすべて無効にするか、バッテリー バッ
クアップ キャッシュのあるディスクを使用す
る。

•  Windows でハードディスクのオンディス

ク キャッシュを無効にするには、[コン
トロール パネル｜システム ] を選択し、[
ハードウェア ] タブで [デバイス マネー
ジャ ] ボタンをクリックして [ディスク 

ドライブ ] アイコンをダブルクリックす
る。次に、ドライブの名前をダブルク

リックし、[ディスクのプロパティ ] タブ

の [書き込みキャッシュを有効にする ] 
チェック ボックスをチェックする。この
値を変更できないファイル システムもあ
る。たとえば、信頼性のあるキャッシュ

を備えた RAID システム。 

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ション ログ書き込みポリシー ]

デフォルト値 : Cache-Flush

表 52-1  Server の属性 (続き )
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TunnelingClientPingSe
cs

HTTP トンネリング クライアントがま
だ応答しているかどうかを ping する
間隔 (単位 : 秒 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [トンネリン
グ クライアント Ping]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 45

最小値 : 1

TunnelingClientTimeo
utSecs

見つからない HTTP トンネリング ク
ライアントを応答なしと見なすまでの

時間 (単位 : 秒 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [トンネリン
グ クライアント タイムアウト ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 40

最小値 : 1

TunnelingEnabled HTTP を介したトンネリングを有効化
する。

Administration Console の
フィールド表示 : [トンネリン
グを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

UploadDirectoryName すべてのアップロードされたアプリ

ケーションが置かれる AdminServer 上
のディレクトリ パスを指定する。絶
対ディレクトリ パスを指定しない場
合、そのパスはルートディレクトリ 
(/) を基準とする相対パスになる。デ
フォルト ステージング ディレクトリ
は「stage」(サーバのルートを基準と
する )。管理対象サーバでは、この属
性は null を返し、コンフィグレーショ
ンできない。

Administration Console の
フィールド表示 : [アップロー
ド ディレクトリ名 ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : すべての 
WebLogic Server インスタンス
またはアプリケーションのルー

ト ディレクトリの外にあり、
WebLogic Server ホストのシス
テム ディスクとは別の物理
ディスクに存在する絶対ディレ

クトリ。

表 52-1  Server の属性 (続き )
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VerboseEJBDeployme
ntEnabled

EJB の冗長デプロイメントを有効化す
るかどうかを設定する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

WeblogicPluginEnable
d

WLS HttpRequest.getRemoteAddr() で
は、その戻り値で X-Forwarded-For を
利用していた。 これは、HTTP ヘッダ
が容易に模倣可能であり、最終的に不

正な値が返されるのでセキュリティ 
ホールとなる。 この問題はプラグイン
から独自のヘッダ WL-Proxy-Client-IP 
を導入することで改善され、このヘッ

ダは WLS がプラグインを使用するよ
うにコンフィグレーションされている

場合にのみ使用される。 これは 
ClusterMBean と ServerMBean の両方
で複製されるので、属性 
WeblogicPluginEnabled はクラスタ全
体で使用できる。ClusterMBean は 
ServerMBean をオーバーライドする。

Administration Console の
フィールド表示 : [WebLogic プ
ラグインを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

XMLEntityCache 必須 : いいえ

XMLRegistry Administration Console の
フィールド表示 : [XML レジス
トリ ]

必須 : いいえ

表 52-1  Server の属性 (続き )
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53

ServerStart

説明

この Bean は、リモート マシン上のサーバを起動するために必要な属性をコンフィグレー
ションするために使用します。

構文

<ServerStart
  Arguments="String"
  BeaHome="String"
  ClassPath="String"
  JavaHome="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  Password="String"
  RootDirectory="String"
  SecurityPolicyFile="String"
  Username="String"
/>

#Arguments
#BeaHome
#ClassPath
#JavaHome
#Name
#Notes
#Password
#RootDirectory
#SecurityPolicyFile
#Username


ServerStart

53-2 コンフィグレーション リファレンス

親要素

� Server

属性

表 53-1  ServerStart の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Arguments このサーバを起動する際に使用される

起動引数。

Administration Console の
フィールド表示 : [引数 ]

必須 : いいえ

BeaHome このサーバを起動する際に使用される 
BEA ホームを返す。ノード マネー
ジャ マシン上のパス。

Administration Console の
フィールド表示 : [BEA Home]

必須 : いいえ

ClassPath このサーバを起動する際に使用される

クラスパス。すべてのパスはノード マ
ネージャ マシン上のパス。

Administration Console の
フィールド表示 : [クラス パス
]

必須 : いいえ

JavaHome このサーバの起動時に使用する (ノー
ド マネージャ マシン上の ) Java のホー
ム ディレクトリ。管理対象サーバを起
動するための Java バイナリ (Windows 
では java.exe 実行可能ファイル ) は、
Java ホームの /bin ディレクトリから取
得される。

Administration Console の
フィールド表示 : [Java ホーム ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Server.html
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Password サーバの起動時およびサーバ状態モニ

タの実行時に使用するユーザ名のパス

ワード。

Administration Console の
フィールド表示 : [パスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

RootDirectory このサーバを起動する際に使用される 
RootDirectory を返す。ノード マネー
ジャ マシン上のパス。

Administration Console の
フィールド表示 : [ルート ディ
レクトリ ]

必須 : いいえ

SecurityPolicyFile このサーバを起動する際に使用するセ

キュリティ ポリシー ファイル。ディ
レクトリとファイル名はノード マネー
ジャ マシン上のパス。

Administration Console の
フィールド表示 : [セキュリ
ティ ポリシー ファイル ]

必須 : いいえ

Username サーバの起動時およびサーバ状態モニ

タの実行時に使用するユーザ名。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ名 ]

必須 : いいえ

表 53-1  ServerStart の属性 (続き）
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54

ShutdownClass

説明

停止クラスをコンフィグレーションするためのメソッドを提供します。 停止クラスは、
WebLogic Server インスタンスが正常に停止されるときに自動的にロードされて実行され
る Java プログラムです。

構文

<ShutdownClass
  Arguments="String"
  ClassName="String"
  DeploymentOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
/>

#Arguments
#ClassName
#DeploymentOrder
#Name
#Notes
#Targets


ShutdownClass
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親要素

� Domain

属性

表 54-1  ShutdownClass の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Arguments サーバがクラスを初期化するときに使

用する引数。 複数の引数はカンマで区
切る。次に例を示す。

first=MyFirstName,last=MyLastN
ame

Administration Console の
フィールド表示 : [引数 ]

必須 : いいえ

ClassName Administration Console の
フィールド表示 : [クラス名 ]

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 :231-1

Domain.html
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 54-1  ShutdownClass の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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55

SNMPAgent

説明

SNMP エージェント コンフィグレーションを表す MBean です。SNMPAgent MBean は、
SNMP エージェント コンフィグレーションのシングルトンであり、他のどのようなコン
フィグレーションにも属しません。

構文

<SNMPAgent
  CommunityPrefix="String"
  DebugLevel=( "0" | "1" | "2" | "3" )
  Enabled=( "true" | "false" )
  MibDataRefreshInterval="number of seconds"
  Name="String"
  Notes="String"
  SNMPAttributeChanges="list of SNMPAttributeChange names"
  SNMPCounterMonitors="list of SNMPCounterMonitor names"
  SNMPGaugeMonitors="list of SNMPGaugeMonitor names"
  SNMPLogFilters="list of SNMPLogFilter names"
  SNMPPort="number"
  SNMPProxies="list of SNMPProxy names"
  SNMPStringMonitors="list of SNMPStringMonitor names"
  ServerStatusCheckIntervalFactor="number"

#CommunityPrefix
#DebugLevel
#Enabled
#MibDataRefreshInterval
#Name
#Notes
#SNMPAttributeChanges
#SNMPCounterMonitors
#SNMPGaugeMonitors
#SNMPLogFilters
#SNMPPort
#SNMPProxies
#SNMPStringMonitors
#ServerStatusCheckIntervalFactor
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  TargetedTrapDestinations="list of SNMPTrapDestination names"
/>

親要素

� Domain

属性

表 55-1  SNMPAgent の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

CommunityPrefix SNMP コミュニティ名の作成に使用さ
れるプレフィックス文字列を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [コミュニ
ティ プレフィックス ]

デフォルト値 : public

DebugLevel デバッグ レベルを返す。

•  0- デバッグなし

•  1- 致命的

•  2- 重要

•  3- 重要ではない

Administration Console の
フィールド表示 : [デバッグ レ
ベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

Enabled SNMP サービスが有効かどうかを示
す。

Administration Console の
フィールド表示 : [有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

#TargetedTrapDestinations
Domain.html
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MibDataRefreshInterva
l

すべての MIB 値がキャッシュされて
から、エージェントがそれらを更新す

るまでの最短時間を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [MIB データ
の更新間隔 ]

必須 : いいえ

単位 :  秒

デフォルト値 : 120

最小値 : 30

最大値 : 65535

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

SNMPAttributeChange
s

属性の変更が観察されたときに属性変

更トラップが送信される MBean 型と
属性名を記述する 
SNMPAttributeChangeMBean。

必須 : いいえ

SNMPCounterMonitors JMX CounterMonitor に基づいてトラッ
プを生成するための基準を記述する 
SNMP CounterMonitorMbean。

必須 : いいえ

SNMPGaugeMonitors JMX GaugeMonitor に基づいてトラッ
プを生成するための基準を記述する 
SNMP GaugeMonitorMbean。

必須 : いいえ

SNMPLogFilters サーバ ログ メッセージに基づいてト
ラップを生成するためのフィルタを記

述する SNMPLogFilterMBean。

必須 : いいえ

表 55-1  SNMPAgent の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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SNMPPort SNMP トラップ通知を対象の SNMP マ
ネージャに送信する際に使用するポー

トを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [SNMP ポート
]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 161

最小値 : 1

最大値 : 65535

SNMPProxies このマスター SNMP エージェントに
よってプロキシされる SNMP エージェ
ントを定義する。 このマスター エー
ジェントによってプロキシされる 
SNMP エージェントの設定を記述する 
SNMPProxyMBean。

必須 : いいえ

SNMPStringMonitors JMX StringMonitor に基づいてトラッ
プを生成するための基準を記述する 
SNMP StringMonitorMbean。

必須 : いいえ

ServerStatusCheckInte
rvalFactor

サーバの状態がチェックされる間隔を

計算するのに使用される乗数を定義す

る。

間隔 = n * [MIB データの更新間隔 ]

Administration Console の
フィールド表示 : [サーバ状態
チェック間隔係数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

最小値 : 1

最大値 : 65535

TargetedTrapDestinati
ons

Administration Console の
フィールド表示 : [対象トラッ
プの送り先 ]

必須 : いいえ

表 55-1  SNMPAgent の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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56

SNMPAttributeChange

説明

このクラスは、MBean の属性変更トラップを受信する設定を記述します。

構文

<SNMPAttributeChange
  AttributeMBeanName="String"
  AttributeMBeanType="String"
  AttributeName="String"
  EnabledServers="list of Server names"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

#AttributeMBeanName
#AttributeMBeanType
#AttributeName
#EnabledServers
#Name
#Notes
Domain.html
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属性

表 56-1  SNMPAttributeChange の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AttributeMBeanName モニタする MBean の名前を定義する。 Administration Console の
フィールド表示 : [MBean 属性
名 ]

必須 : いいえ

AttributeMBeanType モニタする MBean の型を定義する。 Administration Console の
フィールド表示 : [MBean 属性
型 ]

必須 : いいえ

AttributeName モニタする属性の名前を定義する。 Administration Console の
フィールド表示 : [属性名 ]

必須 : いいえ

EnabledServers トラップ生成の対象サーバ リストを返
す。

Administration Console の
フィールド表示 : [有効なサー
バ ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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57

SNMPJMXMonitor

説明

これは、モニタ ベースのトラップ コンフィグレーション MBean 
(SNMPCounterMonitorMBean、SNMPStringMonitorMBean、および 
SNMPGaugeMonitorMBean) の基本クラスです。

構文

<SNMPJMXMonitor
  EnabledServers="list of Server names"
  MonitoredAttributeName="String"
  MonitoredMBeanName="String"
  MonitoredMBeanType="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  PollingInterval="number of seconds"
/>

#EnabledServers
#MonitoredAttributeName
#MonitoredMBeanName
#MonitoredMBeanType
#Name
#Notes
#PollingInterval
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親要素

� Domain

属性

表 57-1  SNMPJMXMonitor の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

EnabledServers トラップ生成の対象サーバ リストを返
す。

必須 : いいえ

MonitoredAttributeNa
me

モニタする属性の名前を定義する。 Administration Console の
フィールド表示 : [モニタする
属性名 ]

必須 : いいえ

MonitoredMBeanName モニタする MBean の名前を定義する。 Administration Console の
フィールド表示 : [モニタする 
MBean 名 ]

必須 : いいえ

MonitoredMBeanType モニタする MBean の型を定義する。 Administration Console の
フィールド表示 : [モニタする 
MBean 型 ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Domain.html


属性
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

PollingInterval エージェントが属性値をチェックする

頻度を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ポーリング
間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 65535

表 57-1  SNMPJMXMonitor の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



SNMPJMXMonitor
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58

SNMPProxy

説明

現在の SNMP エージェントによってプロキシされる SNMP エージェントを表す MBean で
す。

構文

<SNMPProxy
  Community="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  OidRoot="String"
  Port="number"
  Timeout="number of milliseconds"
/>

親要素

� Domain

#Community
#Name
#Notes
#OidRoot
#Port
#Timeout
Domain.html


SNMPProxy

58-2 コンフィグレーション リファレンス

属性

表 58-1  SNMPProxy の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Community プロキシされたエージェントのすべて

のリクエストに渡されるコミュニティ

名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [コミュニ
ティ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : なし

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

OidRoot プロキシされたエージェントが応答す

る OID ツリーのルートを定義する。
Administration Console の
フィールド表示 : [Oid ルート ]

必須 : いいえ
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Port 他の SNMP エージェントとの通信に使
用するポート番号を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 65535

Timeout WebLogic SNMP プロキシ エージェン
トが、別の SNMP エージェントに転送
されたリクエストへの応答を待つ間隔

を定義する。指定された時間が経過し

ても応答がなかった場合、WebLogic 
SNMP エージェントはリクエスト元の
マネージャにエラーを送信する。

Administration Console の
フィールド表示 : [タイムアウ
ト ]

必須 : いいえ

単位 : ミリ秒

デフォルト値 : 5000

最小値 : 0

表 58-1  SNMPProxy の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



SNMPProxy

58-4 コンフィグレーション リファレンス



コンフィグレーション リファレンス 59-1

59

SNMPTrapDestination

説明

この MBean では、SNMP トラップが送信できるすべての送り先を記述します。

構文

<SNMPTrapDestination
  Community="String"
  Host="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  Port="number"
/>

親要素

� Domain

#Community
#Host
#Name
#Notes
#Port
Domain.html
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属性

表 59-1  SNMPTrapDestination の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Community トラップ通知を対象の SNMP マネー
ジャに送るためのパスワードとして機

能する SNMP トラップ名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [コミュニ
ティ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : public

Host SNMP マネージャがあるマシンのホス
ト名または IP アドレスを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [ホスト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : localhost

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Port SNMP トラップ通知を対象の SNMP マ
ネージャに送信する際に使用するポー

トを定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 162

最小値 : 1

最大値 : 65535
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60

SNMPTrapSource

説明

この MBean は、SNMP トラップ関連のコンフィグレーション MBean の基本になります。

構文

<SNMPTrapSource
  EnabledServers="list of Server names"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

#EnabledServers
#Name
#Notes
Domain.html
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属性

表 60-1  SNMPTrapSource の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

EnabledServers トラップ生成の対象サーバ リストを返
す。

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ
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61

SSL

説明

この MBean は、WebLogic Serverバージョン 6.x および 7.0 デプロイメントでの SSL プロ
トコルのコンフィグレーションを表します。

構文

<SSL
  CertAuthenticator="String"
  CertificateCacheSize="number"
  Ciphersuites="list of Strings"
  ClientCertificateEnforced=( "true" | "false" )
  Enabled=( "true" | "false" )
  ExportKeyLifespan="number"
  HandlerEnabled=( "true" | "false" )
  HostnameVerificationIgnored=( "true" | "false" )
  HostnameVerifier="String"
  KeyEncrypted=( "true" | "false" )
  ListenPort="number"
  LoginTimeoutMillis="number of milliseconds"
  Name="String"
  Notes="String"
  ServerCertificateChainFileName="String"

#CertAuthenticator
#CertificateCacheSize
#Ciphersuites
#ClientCertificateEnforced
#Enabled
#ExportKeyLifespan
#HandlerEnabled
#HostnameVerificationIgnored
#HostnameVerifier
#KeyEncrypted
#ListenPort
#LoginTimeoutMillis
#Name
#Notes
#ServerCertificateChainFileName
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  ServerCertificateFileName="String"
  ServerKeyFileName="String"
  ServerPrivateKeyAlias="String"
  ServerPrivateKeyPassPhrase="String"
  TrustedCAFileName="String"
  TwoWaySSLEnabled=( "true" | "false" )
  UseJava=( "true" | "false" )
/>

親要素

� Server

#ServerCertificateFileName
#ServerKeyFileName
#ServerPrivateKeyAlias
#ServerPrivateKeyPassPhrase
#TrustedCAFileName
#TwoWaySSLEnabled
#UseJava
Server.html
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属性

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

CertAuthenticator weblogic.security.acl.CertAut

henticator クラスを実装する Java 
クラスの名前。 このクラスは 
WebLogic Server ユーザにクライアン
トのデジタル証明書をマップする。 
weblogic.security.acl.CertAut

henticator クラスは、クライアント
によって提示されたデジタル証明書を

検証した後で、WebLogic Server が呼
び出す authenticate() メソッドを
備えている。

Administration Console の
フィールド表示 :  [証明書認証
プロバイダ ]

必須 :いいえ

セキュアな値 : 
weblogic.security.acl.CertAuthen
ticator

CertificateCacheSize トークンによって使用されていない証

明書の数。 この属性は読み込み専用で
ある。

Administration Console の
フィールド表示 :  [証明書
キャッシュ サイズ ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 3

最小値 : 1

最大値 : 231-1
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Ciphersuites 特定の WebLogic Server で使用される暗
号スイートを指定する。

指定できる値は次のとおり。

• SSL_NULL_WITH_NULL_NULL 

• SSL_RSA_WITH_NULL_SHA 

• SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC4_40_M
D5 

• SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5 

• SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA 

• SSL_RSA_EXPORT_WITH_DES_40_C
BC_SHA 

• SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA 

• SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SH
A 

• SSL_DH_anon_EXPORT_WITH_RC4_4
0_MD5 

• SSL_DH_anon_WITH_RC4_128_MD5 

• SSL_DH_anon_EXPORT_WITH_DES_
40_CBC_SHA 

• SSL_DH_anon_WITH_DES_CBC_SHA 

• SSL_DH_anon_WITH_3DES_EDE_CB
C_SHA 

デフォルトは 
SSL_RSA_EXPORT_WITH_RC4_40_M
D5。

必須 :いいえ

ClientCertificateEnforc
ed

クライアントが信頼される認証局から

取得したデジタル証明書を WebLogic 
Server に提示する必要があるかどうか
を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 :  [クライアン
ト認証を強制 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : false

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Enabled SSLMBean で SSL ポートが有効化さ
れているかどうかを示す。 この属性を
無効にした場合、このサーバに対して

プレーンテキスト (非 SSL ) リスン 
ポートを有効にする必要がある。追加

ポートは、を使用してコンフィグレー

ション可能。

Administration Console の
フィールド表示 :  [SSLリスン 
ポートを有効化 (SSLをコン
フィグレーションしてください
)]

必須 :いいえ

デフォルト値 : false

ExportKeyLifespan WebLogic Server がドメスティック 
サーバとエクスポータブル クライア
ントとの間で、新規のキーを生成する

前に、エクスポータブル キーを使用
できる回数を指定する。新規のキーを

生成する前のキーの使用回数が少ない

ほど、WebLogic Server のセキュリ
ティは向上する。

Administration Console の
フィールド表示 :  [エクスポー
ト キーの有効期間 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 500

最小値 : 1

最大値 : 231-1

HandlerEnabled 現在は使用されていないため無視。 Administration Console の
フィールド表示 :  Handler 
Enabled

必須 :いいえ

デフォルト値 : true

HostnameVerificationI
gnored

インストール済みの 
weblogic.security.SSL.Hostnam

eVerifier クラス実装が有効かどう
かを示す。

Administration Console の
フィールド表示 :  [ホスト名検
証を無視 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : false

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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HostnameVerifier weblogic.security.SSL.Hostnam

eVerifier クラスを実装するクラス
の名前。このクラスは、SSL クライア
ントから受け取った URL 内のホスト
名がサーバ証明書の識別名の共通名と

一致しているかどうかを検証する。こ

のクラスは、介在者の攻撃を防ぐため

に使用する。 
weblogic.security.SSL.Hostnam

eVerifier クラスは、WebLogic 
Server が SSL ハンドシェーク時にク
ライアントに対して呼び出す 
verify() メソッドを持つ。

Administration Console の
フィールド表示 :  [ホスト名の
検証 ]

必須 :いいえ

セキュアな値 : 
weblogic.security.acl.CertAuthen
ticator

KeyEncrypted WebLogic Server 用のプライベート 
キーをパスワードで暗号化するかどう

かを指定する。

• この属性が true に設定される場
合、キーを使用するためにプライ

ベート キーからパスワードを提供
するように要求される。 

• この属性が false に設定される場
合、プライベート キーは暗号化さ
れず、パスワードを提供せずに使

用できる。 

 この属性は読み込み専用である。

Administration Console の
フィールド表示 :  [暗号化キー
を使用 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

ListenPort WebLogic Server が SSL 接続要求をリ
スンする TCP/IP ポート。

Administration Console の
フィールド表示 :  [SSL リスン 
ポート ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 7002

最小値 : 1

最大値 : 65535

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性
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LoginTimeoutMillis WebLogic Server が SSL 接続のタイム
アウトまで待機するミリ秒数を指定す

る。SSL 接続は、通常の接続よりも時
間がかかる。

クライアントがインターネット経由で

接続する場合は、ネットワーク レイ
テンシに対応するためにデフォルト値

を大きくする。 0 の値は属性を無効に
する。

Administration Console の
フィールド表示 :  [SSL ログイ
ン タイムアウト ]

必須 :いいえ

単位 : ミリ秒

デフォルト値 : 25000

最小値 : 1

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 :いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 :いいえ

ServerCertificateChain
FileName

非推奨。WebLogic Server によって信
頼された認証局の順序付けされたリス

トを格納したファイルの絶対パスと名

前。 ファイルの拡張子 .PEM は、ファ
イルの読み込み方法を示す。

WebLogic Server 用のデジタル証明書
は、このファイルに格納してはならな

いことに注意する。 チェーンに含まれ
る証明書が 2 つを超える場合、チェー
ン全体を PEM フォーマットでこの
ファイルに含めるべきである。

Administration Console の
フィールド表示 :  [サーバ証明
書チェーン ファイル名 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : 
server-certchain.pem

ServerCertificateFileN
ame

WebLogic Server のデジタル証明書の
完全なディレクトリの位置と名前。 
WebLogic Server は、ファイルの拡張
子 (.DER または .PEM) によってファイ
ルの内容の読み込み方法を判別する。

Administration Console の
フィールド表示 :  [サーバ証明
書ファイル名 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : server-cert.der

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ServerKeyFileName 非推奨。WebLogic Server のプライ
ベート キーの絶対パスと名前。 ファイ
ルの拡張子 (.PEM) は、ファイルの読
み込み方法を示す。

Administration Console の
フィールド表示 :  [サーバ キー 
ファイル名 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : server-key.der

ServerPrivateKeyAlias サーバのプライベート キーをキース
トアに格納し、キーストアから取得す

るための文字列エイリアス。このプラ

イベート キーは、サーバのデジタル
証明書に関連付けられ、通常サーバの

ホスト名によって格納される。

Administration Console の
フィールド表示 :  [サーバ プラ
イベート キーのエイリアス ]

必須 :いいえ

ServerPrivateKeyPass
Phrase

サーバのプライベート キーをキース
トアから取得するためのパスワード。

パスワードは、生成時にプライベート 
キーに割り当てられる。

Administration Console の
フィールド表示 :  [サーバ プラ
イベート キーの Pass Phrase]

必須 :いいえ

暗号化 :はい

TrustedCAFileName PEM エンコードされた信頼性のある
認証局の証明書を格納したファイルの

名前。

Administration Console の
フィールド表示 :  [信頼性のあ
る CA ファイル名 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : trusted-ca.pem

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性
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TwoWaySSLEnabled サーバがクライアントからの証明書を

要求することを指定する。 ただし、ク
ライアントが証明書を提示しない場

合、SSL 接続は続行される。

Administration Console の
フィールド表示 :  [クライアン
ト証明書を要求 (強制しない )]

必須 :いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

UseJava ネイティブ Java ライブラリの使用を
有効にする。WebLogic Server は、
SSL プロトコルの pure-Java 実装を提
供する。Solaris、Windows NT、およ
び IBM AIX プラットフォームでは、
ネイティブ ライブラリによって SSL 
処理のパフォーマンスが向上する。 こ
の属性は読み込み専用である。

Administration Console の
フィールド表示 :  [Java を使用 ]

必須 :いいえ

デフォルト値 : true

表 61-1  SSL 属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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62

StartupClass

説明

起動クラスをコンフィグレーションします。 起動クラスは、WebLogic Server インスタンス
が起動または再起動するときに自動的にロードされて実行される Java プログラムです。

 デフォルトでは、起動クラスは、他のサーバ サブシステムが初期化され、サーバがモ
ジュールをデプロイした後に、自動的にロードされて実行されます。 起動クラスに対して
は、デフォルトをオーバーライドして、サーバが JDBC 接続プールをデプロイする前、お
よび Web アプリケーションと EJB をデプロイする前にロードして実行するよう指定する
こともできます。

構文

<StartupClass
  Arguments="String"
  ClassName="String"
  DeploymentOrder="number"
  FailureIsFatal=( "true" | "false" )
  LoadBeforeAppActivation=( "true" | "false" )
  LoadBeforeAppDeployments=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"

#Arguments
#ClassName
#DeploymentOrder
#FailureIsFatal
#LoadBeforeAppActivation
#LoadBeforeAppDeployments
#Name
#Notes
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  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

属性

表 62-1  StartupClass の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Arguments サーバがクラスを初期化するときに使

用する引数。 複数の引数はカンマで区
切る。次に例を示す。

first=MyFirstName,last=MyLastN
ame

Administration Console の
フィールド表示 : [引数 ]

必須 : いいえ

ClassName Administration Console の
フィールド表示 : [クラス名 ]

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

#Targets
Domain.html
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FailureIsFatal この起動クラスで障害が発生したら

サーバを起動しないようにするかどう

かを指定する。 このチェックボックス
がチェックされていない場合 (または 
API を使用して false の値を指定して
いる場合 ) は、この起動クラスで障害
が発生しても、サーバは起動処理を続

行する。

Administration Console の
フィールド表示 : [失敗は致命
的 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

LoadBeforeAppActivat
ion

起動クラスを接続プールの作成後、ア

プリケーションがアクティブになる前

にロードすべきかどうかを指定する。 
アクティブ化は、2 フェーズ デプロイ
メント モデルの第 2 フェーズ。

アプリケーションがデプロイメントで

きるようになる前に起動クラスを呼び

出す必要がある場合は 
LoadBeforeAppDeployments を使用す
る。 接続プールはこの段階ではまだ作
成されていない。

接続プールが利用可能になった後、ア

プリケーションがアクティブ化されて

クライアントの要求に対応できるよう

になる前に起動クラスを呼び出す必要

がある場合は、

LoadBeforeAppActivation を使用する。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 62-1  StartupClass の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LoadBeforeAppDeploy
ments

サーバが JMS サービスおよび JDBC 
サービスを作成する前、またはアプリ

ケーションおよび EJB をデプロイする
前に起動クラスがロードされて実行さ

れるかどうかを指定する。 このオプ
ションで true を指定すると、サーバは 
2 フェーズ デプロイメント モデルの 
prepare() フェーズの前に起動クラスを
ロードして実行する。 この時点で、
JMS サービスと JDBC サービスはまだ
利用できず、アプリケーションや EJB 
もデプロイされていない。

false を指定すると、サーバは他のすべ
てのタイプのモジュールがデプロイさ

れた後に起動クラスをロードする。

Administration Console の
フィールド表示 : [アプリケー
ション デプロイメントの前に
実行 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 62-1  StartupClass の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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63

UnixMachine

説明

この Bean は、UNIX オペレーティング システムが稼働しているマシンを表します。これ
は、UNIX プラットフォーム固有のプロパティで MachineMBean を拡張したものです。

構文

<UnixMachine
  Addresses="list of Strings"
  Name="String"
  Notes="String"
  PostBindGID="String"
  PostBindGIDEnabled=( "true" | "false" )
  PostBindUID="String"
  PostBindUIDEnabled=( "true" | "false" )
/>

#Addresses
#Name
#Notes
#PostBindGID
#PostBindGIDEnabled
#PostBindUID
#PostBindUIDEnabled
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親要素

� Domain

子要素

� NodeManager

属性

表 63-1  UnixMachine の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Addresses このマシンが認知されるアドレスを返

す。ホスト名またはリテラル IP アド
レス。

Administration Console の
フィールド表示 : [アドレス ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Domain.html
NodeManager.html
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PostBindGID このマシンで稼動するサーバが、すべ

ての特権起動アクションの実行後に動

作する際の UNIX GID を返す。この値
を設定した場合、これは有効な UNIX 
GID。設定しない場合は null。

Administration Console の
フィールド表示 : [Post-Bind 
GID]

必須 : いいえ

デフォルト値 : nobody

PostBindGIDEnabled このマシンで稼動するサーバが、すべ

ての特権起動アクションの実行後に動

作する際の UNIX UID を返す。この値
を設定した場合、これは有効な UNIX 
UID。設定しない場合は null。

Administration Console の
フィールド表示 : [Post-Bind 
GID を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

PostBindUID このマシンで稼動するサーバが、すべ

ての特権起動アクションの実行後に動

作する際の UNIX UID を返す。この値
を設定した場合、これは有効な UNIX 
UID。設定しない場合は null。

Administration Console の
フィールド表示 : [Post-Bind 
UID]

必須 : いいえ

デフォルト値 : nobody

PostBindUIDEnabled このマシンで稼動するサーバが、すべ

ての特権起動アクションの実行後に動

作する際の UNIX UID を返す。この値
を設定した場合、これは有効な UNIX 
UID。設定しない場合は null。

Administration Console の
フィールド表示 : [Post-Bind 
UID を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 63-1  UnixMachine の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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64

UnixRealm

説明

構文

<UnixRealm
  AuthProgram="String"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

#AuthProgram
#Name
#Notes
Domain.html
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属性

表 64-1  UnixRealm の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AuthProgram UNIX セキュリティ レルムでユーザを
認証するためのプログラムの名前。 ほ
とんどの場合、プログラム名には 
wlauth を指定する。 この認証プログラ
ムは、setuid root を実行する必要が
ある。

• プログラム名が wlauth で、
CLASSPATH に含まれている場合、
この属性を明示的に設定する必要

がないので、空白にしておく。 

• プログラム名が wlauth 以外の場
合、または WebLogic Server の 
CLASSPATH に含まれていない場合
は、この属性を指定する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [認証プログ
ラム ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : wlauth

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ
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65

VirtualHost

説明

この Bean は、WebLogic Server 内の仮想 Web サーバのコンフィグレーションを表します。
サーバは、仮想ホストをサポートするために複数の Web サーバを定義する場合がありま
す。

この MBean は、仮想ホストを表します。

構文

<VirtualHost
  AcceptContextPathInGetRealPath=( "true" | "false" )
  AuthCookieEnabled=( "true" | "false" )
  Charsets="java.util.Map"
  ChunkedTransferDisabled=( "true" | "false" )
  ClusteringEnabled=( "true" | "false" )
  DefaultServerName="String"
  DefaultWebApp="WebAppComponent name"
  DeploymentOrder="number"
  FrontendHTTPPort="number"
  FrontendHTTPSPort="number"
  FrontendHost="String"
  HttpsKeepAliveSecs="number of seconds"

#AcceptContextPathInGetRealPath
#AuthCookieEnabled
#Charsets
#ChunkedTransferDisabled
#ClusteringEnabled
#DefaultServerName
#DefaultWebApp
#DeploymentOrder
#FrontendHTTPPort
#FrontendHTTPSPort
#FrontendHost
#HttpsKeepAliveSecs


VirtualHost
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  KeepAliveEnabled=( "true" | "false" )
  KeepAliveSecs="number of seconds"
  LogFileBufferKBytes="number of kilobytes"
  LogFileFlushSecs="number of seconds"
  LogFileFormat=( "common" | "extended" )
  LogFileName="String"
  LogRotationPeriodMins="number of minutes"
  LogRotationTimeBegin="String"
  LogRotationType=( "size" | "date" )
  LogTimeInGMT=( "true" | "false" )
  LoggingEnabled=( "true" | "false" )
  MaxLogFileSizeKBytes="number of kilobytes"
  MaxPostSize="number of bytes"
  MaxPostTimeSecs="number of seconds"
  Name="String"
  Notes="String"
  PostTimeoutSecs="number"
  SendServerHeaderEnabled=( "true" | "false" )
  SingleSignonDisabled=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  URLResource="java.util.Map"
  UseHeaderEncoding=( "true" | "false" )
  UseHighestCompatibleHTTPVersion=( "true" | "false" )
  VirtualHostNames="list of Strings"
  WAPEnabled=( "true" | "false" )
/>

親要素

� Domain

#KeepAliveEnabled
#KeepAliveSecs
#LogFileBufferKBytes
#LogFileFlushSecs
#LogFileFormat
#LogFileName
#LogRotationPeriodMins
#LogRotationTimeBegin
#LogRotationType
#LogTimeInGMT
#LoggingEnabled
#MaxLogFileSizeKBytes
#MaxPostSize
#MaxPostTimeSecs
#Name
#Notes
#PostTimeoutSecs
#SendServerHeaderEnabled
#SingleSignonDisabled
#Targets
#URLResource
#UseHeaderEncoding
#UseHighestCompatibleHTTPVersion
#VirtualHostNames
#WAPEnabled
Domain.html
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属性

表 65-1  VirtualHost の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AcceptContextPathInG
etRealPath

このリリースから 
context.getRealPath() を呼び出す際に、
virtualPath 内に contextPath を含めるこ
とは許されなくなった。サブディレク

トリが contextPath と同名の場合にこ
のケースが崩れるためである。古い動

作に従って開発された古いアプリケー

ションをサポートするために、互換性

スイッチを提供する。 このスイッチは
将来のリリースでは非推奨になる予

定。

Administration Console の
フィールド表示 : [実際のパス
によるコンテキスト パスを許
可 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

AuthCookieEnabled 追加のセキュア AuthCookie を使用し
て、セキュリティ制約のある https 
ページへのアクセスをよりセキュアに

できるようにする。 セッション クッ
キーは、アクセスを得るのに十分では

ない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

Charsets インターネットと Java 文字セット名の
間のユーザ定義マッピング。

必須 : いいえ

ChunkedTransferDisa
bled

HTTP/1.1 のチャンク転送エンコー
ディングを使用できないようにする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ClusteringEnabled HTTP のクラスタ化を有効にする。 必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true
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DefaultServerName HTTP defaultServerName を設定する。 Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
サーバ名 ]

必須 : いいえ

DefaultWebApp デフォルトのサーブレット コンテキス
ト (ContextPath = "/") にマップする
サーブレット 2.3 Web アプリケーショ
ン。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
Web アプリケーション ]

必須 : いいえ

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

FrontendHTTPPort frontendHTTPPort を設定する。 必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

FrontendHTTPSPort frontendHTTPSPort を設定する。 必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

FrontendHost HTTP frontendHost を設定する。 必須 : いいえ

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値



属性

コンフィグレーション リファレンス 65-5

HttpsKeepAliveSecs リクエストをタイム アウトするまで 
HTTPS キープアライブを維持する秒
数。

Administration Console の
フィールド表示 : [Https Keep 
Alive 時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

セキュアな値 : 60

最小値 : 30

最大値 : 360

KeepAliveEnabled HTTP キープアライブを有効にするか
どうかを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [Keep Alive を
有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : true

KeepAliveSecs リクエストをタイム アウトするまで 
HTTP キープアライブを維持する秒
数。

Administration Console の
フィールド表示 : [Keep Alive 時
間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 30

セキュアな値 : 30

最小値 : 5

最大値 : 300

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogFileBufferKBytes HTTP リクエストを格納するバッファ
の最大サイズ (単位は KB)。バッファ
がこのサイズに達すると、データが 
HTTP ログ ファイルに書き込まれる。 
サーバがバッファ サイズをチェックす
る頻度を指定するには、

LogFileFlushSecs プロパティを使
う。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログファイ
ル バッファ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : KB

デフォルト値 : 8

最小値 : 0

最大値 : 1024

LogFileFlushSecs サーバが HTTP リクエスト バッファの
サイズをチェックする間隔 (単位は秒
)。 バッファのサイズが 
LogFileBufferKBytes プロパティで
指定されたサイズを超えると、サーバ

はバッファ内のデータを HTTP リクエ
スト ログ ファイルに書き込む。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログファイ
ル更新間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 1

最大値 : 360

LogFileFormat HTTP ログ ファイルのフォーマットを
指定する。どちらのフォーマットも 
W3C で定義されている。拡張ログ 
フォーマットでは、ログ ファイルで
サーバのディレクティブを使用して、

サーバが記録する情報をカスタマイズ

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログファイ
ル フォーマット ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : common

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogFileName HTTP リクエスト ログを格納するファ
イルの名前。 パス名が絶対パスでない
場合、パスはサーバのルート ディレク
トリを基準にしている。

この値は、HTTP ログが有効化されて
いる場合にのみ意味を持つ。

現在のログ ファイルは常に、この属性
の値と等しい名前を持つファイル。 ロ
グ ファイルのローテーションを有効に
すると、現在のファイルがサイズまた

は時間の制限に達したときに、ファイ

ルの名前が変更される。

ログ ファイルのローテーション時に日
付と時刻をファイル名に含めるには、

java.text.SimpleDateFormat 変数
をファイル名に追加する。 各変数は
パーセント (%) 記号で囲む。

たとえば、ファイル名が 
access_%yyyy%_%MM%_%dd%_%hh%_%

mm%.log として定義されている場合、
ログ ファイルの名前は 
access_yyyy_mm_dd_hh_mm.log と
なる。

ログ ファイルがローテーションされる
と、ローテーションされたファイルの

名前には日付が含まれる。 たとえば、
ログ ファイルが 2003 年 4 月 2 日の午
前 10:05 にローテーションされた場合、
古いメッセージの含まれるログ ファイ
ルは 
access_2003_04_02_10_05.log と
いう名前になる。

日付と時刻をファイル名に含めない場

合、ローテーションされるログ ファイ
ルは作成の順に番号付けされる。 たとえ
ば、access.log0007 のようになる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログファイ
ル名 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : access.log

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogRotationPeriodMin
s

古い HTTP リクエストが別のログ ファ
イルに移される間隔 (単位は分 )。 この
値は、date ベースのローテーション 
タイプを使用する場合にのみ意味を持

つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 分

デフォルト値 : 1440

最小値 : 1

最大値 : 231-1

LogRotationTimeBegi
n

時間ベースのローテーションの開始時

間を指定する。 この値によって指定さ
れた間隔で、現在のログ ファイル名が
変更される。 以後、
LogRotationPeriodMins に指定した
間隔でログ ファイル名が変更される。

次のフォーマットを使用する。 
MM-dd-yyyy-k:mm:ss

• MM はグレゴリオ歴の月 

• dd は日 

• yyyy は年 

• k は 24 時間形式の時 

• mm は分 

• ss は秒 

指定した時刻が既に過ぎている場合

は、ファイルのローテーションが直ち

に開始される。

デフォルトでは、ローテーションは

サーバ インスタンスを再起動してから 
24 時間後に開始される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション開始時間 ]

必須 : いいえ

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）
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LogRotationType 古い HTTP リクエストを別のログ ファ
イルに移すための条件。

• size。 ログ ファイルが 
MaxLogFileSizeKBytes に指定
したサイズに達すると、ファイル

名が LogFileName.n に変更され
る。 

• date。 LogRotationPeriodMin 
に指定した間隔で、ファイル名が 
LogFileName.n に変更される。 

ファイル名が変更されると、以後の

メッセージは LogFileName に指定し
た名前の新しいファイルに蓄積され

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション タイプ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : size

LogTimeInGMT ホスト コンピュータが指定したローカ
ルの時間帯に関係なく、HTTP ログ 
メッセージのタイム スタンプがグリ
ニッジ標準時 (GMT) であるかどうか
を指定する。

このメソッドを使用すると、拡張

フォーマットのログ ファイルに関する 
W3C の仕様に準拠できる。 その仕様で
は、拡張フォーマットのログ エントリ
のタイム スタンプはすべて GMT であ
ることが明記されている。

このメソッドは、extended メッセー
ジ フォーマットが指定されている場合
のみ適用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [時間のログ 
(GMT)]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LoggingEnabled HTTP リクエストのログを有効化す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログ記録を
有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : true

MaxLogFileSizeKBytes サーバがログ メッセージを独立した
ファイルに移動することになるサイズ 
(1 ～ 65535 KB)。 ログ ファイルが指定
されたサイズに達した後、サーバが次

にファイル サイズをチェックしたとき
に、現在のログ ファイル名が 
FileName.n に変更され、それ以降の
メッセージを格納する新しいファイル

が作成される。

0 を指定すると、ファイル サイズは無
限に大きくなる。

このプロパティは、ファイルを size (
サイズ ) でローテーションする場合に
のみ意味を持つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大ログ 
ファイル サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : KB

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

MaxPostSize サーブレット リクエスト中の HTTP 
POST データの読み込みに対する最大 
POST サイズ (単位はバイト )。
MaxPostSize < 0 は無制限。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 POST 
サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : -1

MaxPostTimeSecs サーブレット リクエスト中の HTTP 
POST データの読み込みに対する最大 
POST 時間 (単位は秒 )。MaxPostTime 
< 0 は無制限。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 POST 
時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : -1

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PostTimeoutSecs サーブレット リクエスト中の HTTP 
POST データの読み込みに対するタイ
ムアウト (単位は秒 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [POST タイム
アウト秒 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 30

セキュアな値 : 30

最小値 : 0

最大値 : 120

SendServerHeaderEna
bled

このサーバ インスタンスがその名前と 
WebLogic Server のバージョン番号を 
HTTP 応答ヘッダに含めるかどうかを
指定する。 この情報を提供すると、攻
撃者が特定バージョンの WebLogic 
Server の脆弱性を知っている場合にセ
キュリティ上のリスクが生じることに

なる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

SingleSignonDisabled Web アプリケーションでシングル サ
インオンを無効にする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

URLResource JNDI に URL 接続ファクトリ リソース
を追加する。

必須 : いいえ

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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UseHeaderEncoding ISO-8859_1 以外の文字が含まれるこ
とがわかっている特定のヘッダで 
Content-Type エンコーディングを使用
できるようにする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

UseHighestCompatible
HTTPVersion

最も互換性が高い HTTP プロトコル 
バージョン文字列を応答で使用できる

ようにする。 たとえば、HTTP の仕様
では、HTTP/1.0 を使用したリクエス
トに対する応答で HTTP/1.1 バージョ
ン文字列を使用すべきことが提案され

ている。 これは必ずしも応答のフォー
マットに影響しない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

VirtualHostNames Web サーバが代わりにリクエストを処
理するホスト名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [仮想ホスト
名 ]

必須 : いいえ

WAPEnabled WAP を有効化する。 Administration Console の
フィールド表示 : [WAP を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 65-1  VirtualHost の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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WebAppComponent

説明

Weblogic Server インスタンスにデプロイされる J2EE Web アプリケーションをコンフィグ
レーションするためのメソッドを提供します。 このインタフェースは、Web アプリケー
ションをデプロイするときにのみインスタンス化されます。

このインタフェースは、WAR ファイルまたは展開ディレクトリとしてデプロイされる 
Web アプリケーションをコンフィグレーションできます。

構文

<WebAppComponent
  AuthFilter="String"
  AuthRealmName="String"
  DeploymentOrder="number"
  IndexDirectoryEnabled=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
  PreferWebInfClasses=( "true" | "false" )
  ServletReloadCheckSecs="number"
  SessionMonitoringEnabled=( "true" | "false" )
  SingleThreadedServletPoolSize="number"
  Targets="list of Target names"

#AuthFilter
#AuthRealmName
#DeploymentOrder
#IndexDirectoryEnabled
#Name
#Notes
#PreferWebInfClasses
#ServletReloadCheckSecs
#SessionMonitoringEnabled
#SingleThreadedServletPoolSize
#Targets
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  URI="String"
  VirtualHosts="list of VirtualHost names"
/>

親要素

� Application

属性

表 66-1  WebAppComponent の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AuthFilter すべての認証および認可のチェックが 
Web アプリケーションで実行される前
後に呼び出される AuthFilter サーブ
レット クラスを設定する。

必須 : いいえ

AuthRealmName ブラウザにポップアップ表示される 
[Basic Authentication HTTP] ダイアロ
グ ボックスのレルムを設定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [認証レルム
名 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : weblogic

#URI
#VirtualHosts
Application.html
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DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

IndexDirectoryEnabled 適切なインデックス ファイルが見つか
らない場合、HTML ディレクトリ リ
ストを自動的に生成するかどうかを設

定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [インデック
ス ディレクトリ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PreferWebInfClasses 有効の場合、Web アプリケーションの 
WEB-INF ディレクトリ内のクラスが、
アプリケーションまたはシステム クラ
スローダにロードされているクラスに

優先してロードされる。

Administration Console の
フィールド表示 : [Web Inf クラ
スを優先 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 66-1  WebAppComponent の属性 (続き）
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ServletReloadCheckSe
cs

サーブレットが変更されているかどう

かを WebLogic がチェックする頻度。
変更されている場合は再ロードする。

-1 の場合は再ロードせず、0 の場合は
常に再ロードする。

Administration Console の
フィールド表示 : [再ロード間
隔 (秒 )]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

SessionMonitoringEna
bled

有効の場合、セッションの実行時 
Mbean が作成される。無効の場合は、
作成されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [セッション 
モニタを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

SingleThreadedServlet
PoolSize

SingleThreadMode インスタンス プー
ルに使用するプールのサイズを定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [シングル ス
レッド サーブレットのプール 
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

Administration Console の
フィールド表示 : [対象 ]

必須 : いいえ

URI アプリケーション コンポーネントを示
す URI を設定する (通常は管理サーバ
上にある )。

Administration Console の
フィールド表示 : [URI]

VirtualHosts このデプロイメントの対象になる仮想

ホストを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [仮想ホスト ]

必須 : いいえ

表 66-1  WebAppComponent の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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WebServer

説明

この Bean は、WebLogic Server 内の仮想 Web サーバのコンフィグレーションを表します。
サーバは、仮想ホストをサポートするために複数の Web サーバを定義する場合がありま
す。

この MBean は、仮想ホストを表します。

構文

<WebServer
  AcceptContextPathInGetRealPath=( "true" | "false" )
  AuthCookieEnabled=( "true" | "false" )
  Charsets="java.util.Map"
  ChunkedTransferDisabled=( "true" | "false" )
  ClusteringEnabled=( "true" | "false" )
  DefaultServerName="String"
  DefaultWebApp="WebAppComponent name"
  DeploymentOrder="number"
  FrontendHTTPPort="number"
  FrontendHTTPSPort="number"
  FrontendHost="String"
  HttpsKeepAliveSecs="number of seconds"

#AcceptContextPathInGetRealPath
#AuthCookieEnabled
#Charsets
#ChunkedTransferDisabled
#ClusteringEnabled
#DefaultServerName
#DefaultWebApp
#DeploymentOrder
#FrontendHTTPPort
#FrontendHTTPSPort
#FrontendHost
#HttpsKeepAliveSecs
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  KeepAliveEnabled=( "true" | "false" )
  KeepAliveSecs="number of seconds"
  LogFileBufferKBytes="number of kilobytes"
  LogFileFlushSecs="number of seconds"
  LogFileFormat=( "common" | "extended" )
  LogFileName="String"
  LogRotationPeriodMins="number of minutes"
  LogRotationTimeBegin="String"
  LogRotationType=( "size" | "date" )
  LogTimeInGMT=( "true" | "false" )
  LoggingEnabled=( "true" | "false" )
  MaxLogFileSizeKBytes="number of kilobytes"
  MaxPostSize="number of bytes"
  MaxPostTimeSecs="number of seconds"
  Name="String"
  Notes="String"
  PostTimeoutSecs="number"
  SendServerHeaderEnabled=( "true" | "false" )
  SingleSignonDisabled=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  URLResource="java.util.Map"
  UseHeaderEncoding=( "true" | "false" )
  UseHighestCompatibleHTTPVersion=( "true" | "false" )
  WAPEnabled=( "true" | "false" )
/>

親要素

� Server

#KeepAliveEnabled
#KeepAliveSecs
#LogFileBufferKBytes
#LogFileFlushSecs
#LogFileFormat
#LogFileName
#LogRotationPeriodMins
#LogRotationTimeBegin
#LogRotationType
#LogTimeInGMT
#LoggingEnabled
#MaxLogFileSizeKBytes
#MaxPostSize
#MaxPostTimeSecs
#Name
#Notes
#PostTimeoutSecs
#SendServerHeaderEnabled
#SingleSignonDisabled
#Targets
#URLResource
#UseHeaderEncoding
#UseHighestCompatibleHTTPVersion
#WAPEnabled
Server.html


属性
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表 67-1  WebServer の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AcceptContextPathInG
etRealPath

このリリースから context.getRealPath() 
を呼び出す際に、virtualPath 内に 
contextPath を含めることは許されなく
なった。サブディレクトリが 
contextPath と同名の場合にこのケース
が崩れるためである。古い動作に従っ

て開発された古いアプリケーションを

サポートするために、互換性スイッチ

を提供する。 このスイッチは将来のリ
リースでは非推奨になる予定。

Administration Console の
フィールド表示 : [実際のパス
によるコンテキスト パスを許
可 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

AuthCookieEnabled 追加のセキュア AuthCookie を使用し
て、セキュリティ制約のある https ペー
ジへのアクセスをよりセキュアにでき

るようにする。 セッション クッキーは、
アクセスを得るのに十分ではない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

Charsets インターネットと Java 文字セット名の
間のユーザ定義マッピング。

必須 : いいえ

ChunkedTransferDisa
bled

HTTP/1.1 のチャンク転送エンコーディ
ングを使用できないようにする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

ClusteringEnabled HTTP のクラスタ化を有効にする。 必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

DefaultServerName HTTP defaultServerName を設定する。 Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
サーバ名 ]

必須 : いいえ
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DefaultWebApp デフォルトのサーブレット コンテキス
ト (ContextPath = "/") にマップするサー
ブレット 2.3 Web アプリケーション。

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト 
Web アプリケーション ]

必須 : いいえ

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

FrontendHTTPPort frontendHTTPPort を設定する。 Administration Console の
フィールド表示 : [フロントエ
ンド HTTP ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

FrontendHTTPSPort frontendHTTPSPort を設定する。 Administration Console の
フィールド表示 : [フロントエ
ンド HTTPS ポート ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

FrontendHost HTTP frontendHost を設定する。 Administration Console の
フィールド表示 : [フロントエ
ンド ホスト ]

必須 : いいえ

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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HttpsKeepAliveSecs リクエストをタイム アウトするまで 
HTTPS キープアライブを維持する秒
数。

Administration Console の
フィールド表示 : [HTTPS 持続
時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

セキュアな値 : 60

最小値 : 30

最大値 : 360

KeepAliveEnabled HTTP キープアライブを有効にするか
どうかを返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [Keep Alive 
を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : true

KeepAliveSecs リクエストをタイム アウトするまで 
HTTP キープアライブを維持する秒数。

Administration Console の
フィールド表示 : [持続時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 30

セキュアな値 : 30

最小値 : 5

最大値 : 300

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogFileBufferKBytes HTTP リクエストを格納するバッファ
の最大サイズ (単位は KB)。バッファ
がこのサイズに達すると、データが 
HTTP ログ ファイルに書き込まれる。 
サーバがバッファ サイズをチェックす
る頻度を指定するには、

LogFileFlushSecs プロパティを使
う。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログ バッ
ファ サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : KB

デフォルト値 : 8

最小値 : 0

最大値 : 1024

LogFileFlushSecs サーバが HTTP リクエスト バッファの
サイズをチェックする間隔 (単位は秒
)。 バッファのサイズが 
LogFileBufferKBytes プロパティで
指定されたサイズを超えると、サーバ

はバッファ内のデータを HTTP リクエ
スト ログ ファイルに書き込む。

Administration Console の
フィールド表示 : [更新間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : 60

最小値 : 1

最大値 : 360

LogFileFormat HTTP ログ ファイルのフォーマットを
指定する。どちらのフォーマットも 
W3C で定義されている。拡張ログ 
フォーマットでは、ログ ファイルで
サーバのディレクティブを使用して、

サーバが記録する情報をカスタマイズ

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [フォーマッ
ト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : common

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogFileName HTTP リクエスト ログを格納するファ
イルの名前。 パス名が絶対パスでない
場合、パスはサーバのルート ディレク
トリを基準にしている。

この値は、HTTP ログが有効化されて
いる場合にのみ意味を持つ。

現在のログ ファイルは常に、この属性
の値と等しい名前を持つファイル。 ロ
グ ファイルのローテーションを有効に
すると、現在のファイルがサイズまた

は時間の制限に達したときに、ファイ

ルの名前が変更される。

ログ ファイルのローテーション時に日
付と時刻をファイル名に含めるには、

java.text.SimpleDateFormat 変数
をファイル名に追加する。 各変数は
パーセント (%) 記号で囲む。

たとえば、ファイル名が 
access_%yyyy%_%MM%_%dd%_%hh%_%

mm%.log として定義されている場合、
ログ ファイルの名前は 
access_yyyy_mm_dd_hh_mm.log と
なる。

ログ ファイルがローテーションされる
と、ローテーションされたファイルの

名前には日付が含まれる。 たとえば、
ログ ファイルが 2003 年 4 月 2 日の午
前 10:05 にローテーションされた場合、
古いメッセージの含まれるログ ファイ
ルは 
access_2003_04_02_10_05.log と
いう名前になる。

日付と時刻をファイル名に含めない場

合、ローテーションされるログ ファイ
ルは作成の順に番号付けされる。 たとえ
ば、access.log0007 のようになる。

Administration Console の
フィールド表示 : [ログファイ
ル名 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : access.log

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogRotationPeriodMin
s

古い HTTP リクエストが別のログ ファ
イルに移される間隔 (単位は分 )。 この
値は、date ベースのローテーション 
タイプを使用する場合にのみ意味を持

つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション間隔 ]

必須 : いいえ

単位 : 分

デフォルト値 : 1440

最小値 : 1

最大値 : 231-1

LogRotationTimeBegi
n

時間ベースのローテーションの開始時

間を指定する。 この値によって指定さ
れた間隔で、現在のログ ファイル名が
変更される。 以後、
LogRotationPeriodMins に指定した
間隔でログ ファイル名が変更される。

次のフォーマットを使用する。 
MM-dd-yyyy-k:mm:ss

• MM はグレゴリオ歴の月 

• dd は日 

• yyyy は年 

• k は 24 時間形式の時 

• mm は分 

• ss は秒 

指定した時刻が既に過ぎている場合

は、ファイルのローテーションが直ち

に開始される。

デフォルトでは、ローテーションは

サーバ インスタンスを再起動してから 
24 時間後に開始される。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション時間 ]

必須 : いいえ

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LogRotationType 古い HTTP リクエストを別のログ ファ
イルに移すための条件。

• size。 ログ ファイルが 
MaxLogFileSizeKBytes に指定し
たサイズに達すると、ファイル名

が LogFileName.n に変更される。 

• date。 LogRotationPeriodMin 
に指定した間隔で、ファイル名が 
LogFileName.n に変更される。 

ファイル名が変更されると、以後の

メッセージは LogFileName に指定し
た名前の新しいファイルに蓄積され

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローテー
ション タイプ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : size

LogTimeInGMT ホスト コンピュータが指定したローカ
ルの時間帯に関係なく、HTTP ログ 
メッセージのタイム スタンプがグリ
ニッジ標準時 (GMT) であるかどうかを
指定する。

このメソッドを使用すると、拡張

フォーマットのログ ファイルに関する 
W3C の仕様に準拠できる。 その仕様で
は、拡張フォーマットのログ エントリ
のタイム スタンプはすべて GMT であ
ることが明記されている。

 このメソッドは、extended メッセー
ジ フォーマットが指定されている場合
のみ適用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [時間のログ 
(GMT)]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

LoggingEnabled HTTP リクエストのログを有効化する。 Administration Console の
フィールド表示 : [ログを有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : true

セキュアな値 : true

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MaxLogFileSizeKBytes サーバがログ メッセージを独立した
ファイルに移動することになるサイズ 
(1 ～ 65535 KB)。 ログ ファイルが指定
されたサイズに達した後、サーバが次

にファイル サイズをチェックしたとき
に、現在のログ ファイル名が 
FileName.n に変更され、それ以降の
メッセージを格納する新しいファイル

が作成される。

0 を指定すると、ファイル サイズは無
限に大きくなる。

このプロパティは、ファイルを size (
サイズ ) でローテーションする場合に
のみ意味を持つ。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大ログ
ファイル サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : KB

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

MaxPostSize サーブレット リクエスト中の HTTP 
POST データの読み込みに対する最大 
POST サイズ (単位はバイト )。
MaxPostSize < 0 は無制限。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 POST 
サイズ ]

必須 : いいえ

単位 : バイト

デフォルト値 : -1

MaxPostTimeSecs サーブレット リクエスト中の HTTP 
POST データの読み込みに対する最大 
POST 時間 (単位は秒 )。MaxPostTime 
< 0 は無制限。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大 POST 
時間 ]

必須 : いいえ

単位 : 秒

デフォルト値 : -1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PostTimeoutSecs サーブレット リクエスト中の HTTP 
POST データの読み込みに対するタイ
ムアウト (単位は秒 )。

Administration Console の
フィールド表示 : [POST タイム
アウト秒 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 30

セキュアな値 : 30

最小値 : 0

最大値 : 120

SendServerHeaderEna
bled

このサーバ インスタンスがその名前と 
WebLogic Server のバージョン番号を 
HTTP 応答ヘッダに含めるかどうかを
指定する。 この情報を提供すると、攻
撃者が特定バージョンの WebLogic 
Server の脆弱性を知っている場合にセ
キュリティ上のリスクが生じることに

なる。

Administration Console の
フィールド表示 : [Send Server 
Header を有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

SingleSignonDisabled Web アプリケーションでシングル サイ
ンオンを無効にする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

URLResource JNDI に URL 接続ファクトリ リソース
を追加する。

必須 : いいえ

UseHeaderEncoding ISO-8859_1 以外の文字が含まれること
がわかっている特定のヘッダで 
Content-Type エンコーディングを使用
できるようにする。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : false

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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UseHighestCompatible
HTTPVersion

最も互換性が高い HTTP プロトコル 
バージョン文字列を応答で使用できる

ようにする。 たとえば、HTTP の仕様
では、HTTP/1.0 を使用したリクエスト
に対する応答で HTTP/1.1 バージョン
文字列を使用すべきことが提案されて

いる。 これは必ずしも応答のフォー
マットに影響しない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

WAPEnabled WAP を有効化する。 Administration Console の
フィールド表示 : [WAP を有効
化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 67-1  WebServer の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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68

WebServiceComponent

説明

Weblogic Server インスタンスにデプロイされる Web サービスをコンフィグレーションす
るためのインタフェースを提供します。

Web サービスは、Web サービスを記述する追加のデプロイメント記述子 
(web-services.xml) が含まれている特殊な J2EE Web アプリケーションです。 Web サービス
は J2EE Web アプリケーションとしてパッケージ化されるので、そのコンポーネント 
MBean は Web アプリケーションのそれと同じであり、したがって新しいメソッドは追加
せずに単純に WebAppComponentMBean インタフェースを拡張したものです。

このインタフェースは、Web サービスをデプロイするときにのみインスタンス化されま
す。

 このインタフェースでは、WAR ファイルまたは展開ディレクトリとしてデプロイされる 
Web サービスをコンフィグレーションできます。

構文

<WebServiceComponent
  AuthFilter="String"
  AuthRealmName="String"

#AuthFilter
#AuthRealmName


WebServiceComponent
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  DeploymentOrder="number"
  IndexDirectoryEnabled=( "true" | "false" )
  Name="String"
  Notes="String"
  PreferWebInfClasses=( "true" | "false" )
  ServletReloadCheckSecs="number"
  SessionMonitoringEnabled=( "true" | "false" )
  SingleThreadedServletPoolSize="number"
  Targets="list of Target names"
  URI="String"
  VirtualHosts="list of VirtualHost names"
/>

親要素

� Application

属性

表 68-1  WebServiceComponent の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AuthFilter すべての認証および認可のチェックが 
Web アプリケーションで実行される前
後に呼び出される AuthFilter サーブ
レット クラスを設定する。

必須 : いいえ

AuthRealmName ブラウザにポップアップ表示される 
[Basic Authentication HTTP] ダイアロ
グ ボックスのレルムを設定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [認証レルム
名 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : weblogic

#DeploymentOrder
#IndexDirectoryEnabled
#Name
#Notes
#PreferWebInfClasses
#ServletReloadCheckSecs
#SessionMonitoringEnabled
#SingleThreadedServletPoolSize
#Targets
#URI
#VirtualHosts
Application.html
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DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

IndexDirectoryEnabled 適切なインデックス ファイルが見つか
らない場合、HTML ディレクトリ リス
トを自動的に生成するかどうかを設定

する。

Administration Console の
フィールド表示 : [インデック
ス ディレクトリの有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

PreferWebInfClasses 有効の場合、Web アプリケーションの 
WEB-INF ディレクトリ内のクラスが、
アプリケーションまたはシステム クラ
スローダにロードされているクラスに

優先してロードされる。

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

表 68-1  WebServiceComponent の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ServletReloadCheckSe
cs

サーブレットが変更されているかどう

かを WebLogic がチェックする頻度。
変更されている場合は再ロードする。

-1 の場合は再ロードせず、0 の場合は
常に再ロードする。

Administration Console の
フィールド表示 : [サーブレッ
ト再ロードのチェック間隔 (秒
)]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

SessionMonitoringEna
bled

有効の場合、セッションの実行時 
Mbean が作成される。無効の場合は、
作成されない。

Administration Console の
フィールド表示 : [セッション 
モニタを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

SingleThreadedServlet
PoolSize

SingleThreadMode インスタンス プー
ルに使用するプールのサイズを定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [シングル ス
レッド サーブレットのプール 
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

URI アプリケーション コンポーネントを示
す URI を設定する (通常は管理サーバ
上にある )。

Administration Console の
フィールド表示 : [URI]

VirtualHosts このデプロイメントの対象になる仮想

ホストを返す。

必須 : いいえ

表 68-1  WebServiceComponent の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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WLECConnectionPool

説明

この Bean は、WLEC 接続プールを定義します。

構文

<WLECConnectionPool
  ApplicationPassword="String"
  CertificateAuthenticationEnabled=( "true" | "false" )
  DeploymentOrder="number"
  FailoverAddresses="list of Strings"
  MaximumEncryptionLevel="number"
  MaximumPoolSize="number"
  MinimumEncryptionLevel="number"
  MinimumPoolSize="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  PrimaryAddresses="list of Strings"
  SecurityContextEnabled=( "true" | "false" )
  Targets="list of Target names"
  UserName="String"
  UserPassword="String"
  UserRole="String"

#ApplicationPassword
#CertificateAuthenticationEnabled
#DeploymentOrder
#FailoverAddresses
#MaximumEncryptionLevel
#MaximumPoolSize
#MinimumEncryptionLevel
#MinimumPoolSize
#Name
#Notes
#PrimaryAddresses
#SecurityContextEnabled
#Targets
#UserName
#UserPassword
#UserRole


WLECConnectionPool

69-2 コンフィグレーション リファレンス

  WLEDomain="String"
/>

親要素

� Domain

#WLEDomain
Domain.html


属性
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属性

表 69-1  WLECConnectionPool の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

ApplicationPassword アプリケーションのパスワードを定義

する。 このフィールドは、Tuxedo ドメ
インのセキュリティ レベルが 
APP_PW、USER_AUTH、ACL、また
は MANDATORY_ACL の場合にのみ
必須。

Administration Console の
フィールド表示 : [アプリケー
ション パスワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

CertificateAuthenticati
onEnabled

証明書認証の状態を定義する。

• 証明書認証を使用する場合、

WLEC では UserName および 
ApplicationPassword フィールドの
値を使用して、WLEC の証明書を
取得する。 

• 証明書認証を使用しない場合、

WLEC では Tuxedo ドメインのセ
キュリティ レベルに応じて、パス
ワード認証を使用するか、または

認証を使用しない。 

• パスワード認証が必要な場合、

WLEC では UserName および 
UserPassword フィールドの値を使
用して認証を行う。 

Administration Console の
フィールド表示 : [証明書を有
効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true
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DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

FailoverAddresses プライマリ アドレスで定義された接続
が確立できない場合、または失敗した

場合に使用される IIOP リスナ /ハンド
ラのアドレスのリストを定義する。複

数のアドレスはセミコロンで区切る。

Administration Console の
フィールド表示 : [フェイル
オーバー アドレス ]

必須 : いいえ

MaximumEncryptionL
evel

Tuxedo ドメインと WebLogic Server の
間で使用される SSL の最大暗号化レベ
ルを定義する。

• ゼロ (0) は、データを署名するが暗
号化しないことを示す。 

• 40、56、および 128 は暗号キーの
長さ (ビット単位 ) を指定する。 

• デフォルトは、暗号化パッケージ 
キットのライセンスで許可された

最小のレベル。 

• この最小暗号化レベルが一致しな

い場合、Tuxedo と WebLogic 
Server の間の SSL 接続は失敗す
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最大暗号化
レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

表 69-1  WLECConnectionPool の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MaximumPoolSize WLEC 接続プールから開始できる IIOP 
接続の最大数を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [最大プール
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

MinimumEncryptionLe
vel

Tuxedo ドメインと WebLogic Server の
間で使用される SSL の最小暗号化レベ
ルを定義する。

• ゼロ (0) は、データを署名するが暗
号化しないことを示す。 

• 40、56、および 128 は暗号キーの
長さ (ビット単位 ) を指定する。 

• デフォルト値は 40。

• この最小暗号化レベルが一致しな

い場合、Tuxedo と WebLogic 
Server の間の SSL 接続は失敗す
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最小暗号化
レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

MinimumPoolSize WebLogic Server の起動時に WLEC 接
続プールに追加する IIOP 接続の数を定
義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [最小プール
サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

表 69-1  WLECConnectionPool の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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PrimaryAddresses WLEC 接続プールと Tuxedo ドメイン
の間の接続を確立するために使用する 
IIOP リスナ /ハンドラのアドレスのリ
ストを定義する。

• 各アドレスの形式は 
//hostname:port。 

• アドレスは、UBBCONFIG ファイ
ルに定義されている ISL アドレス
と一致しなければならない。複数

のアドレスはセミコロンで区切る。

たとえば 
//main1.com:1024;//main2.com
:1044 のようにする。 

• SSL プロトコルを使用するように 
WLEC 接続プールをコンフィグ
レーションするには、IIOP リスナ
/ハンドラのアドレスに corbalocs 
プレフィックスを付ける。たとえ

ば、

corbalocs://hostname:port の
ようにする。 

Administration Console の
フィールド表示 : [プライマリ 
アドレス ]

必須 : いいえ

SecurityContextEnable
d

WebLogic Server ユーザから Tuxedo ド
メインに渡されるセキュリティ コンテ
キストの状態を定義する。選択した場

合、セキュリティ コンテキストは有
効。

Administration Console の
フィールド表示 : [セキュリ
ティ コンテキストを有効化 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : false

セキュアな値 : true

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ

表 69-1  WLECConnectionPool の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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UserName 有効なユーザの名前を定義する。この

フィールドは、Tuxedo ドメインのセ
キュリティ レベルが USER_AUTH、
ACL、または MANDATORY_ACL の
場合にのみ必須。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ名 ]

必須 : いいえ

UserPassword UserName フィールドで指定した有効
なユーザのパスワードを定義する。こ

のフィールドは UserName フィールド
を定義する場合にのみ必須。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ パス
ワード ]

必須 : いいえ

暗号化 : はい

UserRole この接続プールのユーザ ロールを定義
する。 このフィールドは、Tuxedo ドメ
インのセキュリティ レベルが 
APP_PW、USER_AUTH、ACL、また
は MANDATORY_ACL の場合にのみ
必須。

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ ロー
ル ]

必須 : いいえ

WLEDomain プールが接続される WLEC ドメインの
名前を定義する。

• WLEC 接続プールは、1 つの 
Tuxedo ドメインにつき 1 つしか定
義できない。 

• ドメイン名は、Tuxedo ドメインの 
UBBCONFIG ファイルにある 
RESOURCES セクションの 
domainid パラメータに一致しなけ
ればならない。 

Administration Console の
フィールド表示 : [ドメイン ]

必須 : いいえ

表 69-1  WLECConnectionPool の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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70

WTCExport

説明

このインタフェースは、WTC エクスポート コンフィグレーション属性へのアクセスを提
供します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの WTC コンフィグレー
ションに適用されます。

構文

<WTCExport
  EJBName="String"
  LocalAccessPoint="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  RemoteName="String"
  ResourceName="String"
/>

#EJBName
#LocalAccessPoint
#Name
#Notes
#RemoteName
#ResourceName
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親要素

� WTCServer

属性

表 70-1  WTCExport の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

EJBName サービスを呼び出すときに使用される 
EJB ホーム インタフェースの完全な名
前を定義する。 指定しない場合、デ
フォルトのインタフェースとして 
tuxedo.services.servicenameHome 
が使用される。

次に例を示す。 呼び出されるサービス
が TOUPPER で、EJBName 属性を指
定しない場合、JNDI でルックアップ
されるホーム インタフェースは 
tuxedo.services.TOUPPERHome に
なる。

Administration Console の
フィールド表示 : [EJB 名 ]

必須 : いいえ

LocalAccessPoint サービスをエクスポートするローカル 
アクセス ポイントの名前を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル ア
クセス ポイント ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

WTCServer.html
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RemoteName サービスのリモート名を定義する。指

定しない場合、ResourceName 属性が
使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート名 ]

必須 : いいえ

ResourceName エクスポートされたサービスを識別す

るための名前を定義する。

ResourceName 属性と 
LocalAccessPoint 属性の組み合わせは、
WTCExportMbean の中でユニークでな
ければならない。

Administration Console の
フィールド表示 : [リソース名 ]

表 70-1  WTCExport の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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71

WTCImport

説明

このインタフェースは、WTC インポート コンフィグレーション属性へのアクセスを提供
します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの WTC コンフィグレーショ
ンに適用されます。

構文

<WTCImport
  LocalAccessPoint="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  RemoteAccessPointList="String"
  RemoteName="String"
  ResourceName="String"
/>

#LocalAccessPoint
#Name
#Notes
#RemoteAccessPointList
#RemoteName
#ResourceName
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親要素

� WTCServer

属性

表 71-1  WTCImport の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

LocalAccessPoint サービスを提供するローカル アクセ
ス ポイントの名前を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル ア
クセス ポイント ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

RemoteAccessPointLi
st

リソースがインポートされるリモート 
ドメイン アクセス ポイントを示す、
カンマ区切りのフェイルオーバ リス
トを定義する。

例 : TDOM1,TDOM2,TDOM3

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート ア
クセス ポイント リスト ]

WTCServer.html


属性
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RemoteName サービスのリモート名を定義する。指

定しない場合、ResourceName 属性が
使用される。

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート名 ]

必須 : いいえ

ResourceName インポートされたサービスを識別する

ための名前を定義する。

ResourceName 属性、
LocalAccessPoint 属性、および 
RemoteAccessPointList 属性の組み合
わせは、WTCImportMbean の中でユ
ニークでなければならない。

Administration Console の
フィールド表示 : [リソース名 ]

表 71-1  WTCImport の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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72

WTCLocalTuxDom

説明

このインタフェースは、WTC ローカル Tuxedo ドメイン コンフィグレーション属性へのア
クセスを提供します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの WTC コン
フィグレーションに適用されます。

構文

<WTCLocalTuxDom
  AccessPoint="String"
  AccessPointId="String"
  BlockTime="number"
  CmpLimit="number"
  ConnPrincipalName="String"
  ConnectionPolicy=( "ON_DEMAND" | "ON_STARTUP" | "INCOMING_ONLY" )
  Interoperate="String"
  MaxEncryptBits=( "0" | "40" | "56" | "128" )
  MaxRetries="number"
  MinEncryptBits=( "0" | "40" | "56" | "128" )
  NWAddr="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  RetryInterval="number"

#AccessPoint
#AccessPointId
#BlockTime
#CmpLimit
#ConnPrincipalName
#ConnectionPolicy
#Interoperate
#MaxEncryptBits
#MaxRetries
#MinEncryptBits
#NWAddr
#Name
#Notes
#RetryInterval
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  Security=( "NONE" | "APP_PW" | "DM_PW" )
/>

親要素

� WTCServer

属性

表 72-1  WTCLocalTuxDom の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AccessPoint WTCServer MBean でドメインを識別
するために使用する名前を定義する。 
この名前は WTCServer MBean におけ
る WTCLocalTuxDom および 
WTCRemoteTuxDom の AccessPoint 名
のスコープ内でユニークでなければな

らない。

Administration Console の
フィールド表示 : [アクセス ポ
イント ]

AccessPointId 別のドメインへの接続を確立するとき

に、ドメインを識別するための接続プ

リンシパル名を定義する。

WTCLocalTuxDom MBean の 
AccessPointId は、Tuxedo DMCONFIG 
ファイルの 
*DM_REMOTE_DOMAINS セクショ
ンにある対応する DOMAINID と一致
する必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [アクセス ポ
イント ID]

#Security
WTCServer.html
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BlockTime ブロッキング呼び出しで許可される最

大待機時間 (秒 ) を定義する。
Administration Console の
フィールド表示 : [ブロッキン
グ タイム アウト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 231-1

CmpLimit リモート ドメインへのデータの送信に
使用する圧縮しきい値を定義する。こ

のサイズより大きいアプリケーション 
バッファは圧縮される。

Administration Console の
フィールド表示 : [圧縮制限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 231-1

最小値 : 0

最大値 : 231-1

ConnPrincipalName 別のドメインへの接続を確立するとき

に、このドメインの識別子を検証する

ために使用されるプリンシパル名を指

定する。

• このパラメータは、BEA Tuxedo 
7.1 以降のソフトウェアを実行して
いるタイプ TDOMAIN のドメイン
にのみ適用される。 

• 指定しない場合、接続プリンシパ

ル名はこのドメインの 
AccessPointID にデフォルト設定さ
れる。 

注意 : ConnectionPrincipalName はこの
リリースではサポートされていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [接続プリン
シパル名 ]

必須 : いいえ

表 72-1  WTCLocalTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ConnectionPolicy ローカル ドメインがリモート ドメインとの
接続の確立を試行する場合の条件を定義す

る。

• ON_DEMAND : リモート サービスへの
クライアント リクエストまたは管理接
続コマンドのいずれかによってリクエ

ストされたときのみ、接続が試行され

る。 

• ON_STARTUP : ドメイン ゲートウェイ
は、ゲートウェイ サーバの初期化時に
そのリモート ドメイン アクセス ポイ
ントで接続を確立する。リモート サー
ビス (このローカル アクセス ポイント
のドメイン ゲートウェイによって 
JNDI に通知されるサービス ) は、接続
がそのリモート ドメイン アクセス ポ
イントに正常に確立されたときのみ通

知される。リモート ドメイン アクセス 
ポイントへのアクティブな接続がない

場合、リモート サービスはサスペンド
される。デフォルトでは、この接続ポ

リシーは失敗した接続を 60 秒ごとに再
試行する。アプリケーション固有の値

を指定するには、MaxRetry および 
RetryInterval 属性を使用する。 

• INCOMING_ONLY : ドメイン ゲート
ウェイは、起動時にリモート ドメイン 
アクセス ポイントへの初期接続を行わ
ず、リモート サービスは最初にサスペ
ンドされる。ドメイン ゲートウェイは
リモート ドメイン アクセス ポイント
からの受信接続に使用可能で、リモー

ト サービスはこのローカル ドメイン 
アクセス ポイントのドメイン ゲート
ウェイが受信接続を受け付けたときに

通知される。接続の再試行処理は実行

できない。 

Administration Console の
フィールド表示 : [接続ポリ
シー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : ON_DEMAND

表 72-1  WTCLocalTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Interoperate ローカル ドメインが、Tuxedo リリー
ス 6.5 に基づいたリモート ドメインと
相互運用するかどうかを指定する。

Yes の場合、ドメインは Tuxedo 6.5 ド
メインと相互運用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [相互運用 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : No

MaxEncryptBits ローカル ドメインのネットワーク接続
確立時に使用される最大の暗号化キー

長 (ビット単位 ) を定義する。

• 値が 0 の場合、暗号化は使用され
ない。 

• MaxEncryptBits 属性の値は、
MinEncrypBits 属性の値以上でなけ
ればならない。 

• MaxEncryptBits の値 40 は、
Tuxedo 7.1 以降が動作するドメイ
ンでのみ使用できる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最大暗号化
レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 128

セキュアな値 : "128"

MaxRetries ドメイン ゲートウェイが、リモート ド
メイン アクセス ポイントへの接続の確
立を試行する回数を定義する。

ConnectionPolicy が「ON_STARTUP」
に設定されている場合にのみ使用す

る。

• 再試行メカニズムを無効にするに

は、最小値を使用する。 

• 接続が確立されるまで試行するに

は、最大値を使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最大再試行
回数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 263-1

最小値 : 0

最大値 : 263-1

表 72-1  WTCLocalTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MinEncryptBits ローカル ドメインのネットワーク接続
確立時に使用される最小の暗号化キー

長 (ビット単位 ) を定義する。

• 値が 0 の場合、暗号化は使用され
ない。 

• MinEncrypBits 属性の値は、
MaxEncrypBits 属性の値以下でな
ければならない。 

• MinEncrypBits の値 40 は、Tuxedo 
7.1 以降が動作するドメインでのみ
使用できる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最小暗号化
レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

セキュアな値 : "40"

NWAddr ローカル ドメイン ゲートウェイのネッ
トワーク アドレスを定義する。以下の
フォーマットのいずれかで TCP/IP ア
ドレスを指定する。

• //hostname:port_number

• //#.#.#.#:port_number

 hostname を使用する場合、ドメインは
ローカル名解決機能 (通常は DNS) を
使用して hostname のアドレスを検索す
る。ドットで区切った 10 進フォーマッ
トを使用する場合、各 # は 0 ～ 255 の
数字でなければならない。このドット

区切りの 10 進数は、ローカル マシン
の IP アドレスを表す。port_number は、
ドメイン プロセスが受信するリクエス
トをリスンする TCP ポート番号。

Administration Console の
フィールド表示 : [ネットワー
ク アドレス ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

表 72-1  WTCLocalTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

RetryInterval リモート ドメイン アクセス ポイント
への接続を確立するために自動的に試

行される接続の間隔の秒数を定義す

る。ConnectionPolicy が
「ON_STARTUP」に設定されている場
合にのみ使用する。

Administration Console の
フィールド表示 : [再試行間隔 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Security セキュリティを実施するアプリケー

ションのタイプを定義する。

• NONE : セキュリティは使用されな
い。 

• APP_PW : リモート ドメインから
の接続が確立されたときに、パス

ワード セキュリティが強化される。
アプリケーション パスワードは 
WTCResourcesMBean で定義され
る。 

• DM_PW : リモート ドメインから
の接続が確立されたときに、ドメ

イン パスワード セキュリティが強
化される。ドメイン パスワードは 
WTCPasswordsMBean で定義され
る。 

Administration Console の
フィールド表示 : [セキュリ
ティ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : NONE

セキュアな値 : "DM_PW"

表 72-1  WTCLocalTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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73

WTCPassword

説明

このインタフェースは、WTC パスワード コンフィグレーション属性へのアクセスを提供
します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの WTC コンフィグレーショ
ンに適用されます。

構文

<WTCPassword
  LocalAccessPoint="String"
  LocalPassword="String"
  LocalPasswordIV="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  RemoteAccessPoint="String"
  RemotePassword="String"
  RemotePasswordIV="String"
/>

#LocalAccessPoint
#LocalPassword
#LocalPasswordIV
#Name
#Notes
#RemoteAccessPoint
#RemotePassword
#RemotePasswordIV


WTCPassword
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親要素

� WTCServer

属性

表 73-1  WTCPassword の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

LocalAccessPoint パスワードを適用するローカル アクセ
ス ポイントの名前を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル ア
クセス ポイント ]

LocalPassword genpasswd ユーティリティから返さ
れる LocalPassword を定義する。 この
パスワードは、LocalAccessPoint に
よって識別されるローカル ドメイン 
アクセス ポイントと、
RemoteAccessPoint によって識別され
るリモート ドメイン アクセス ポイン
ト間の接続を認証するために使用す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル パ
スワード ]

LocalPasswordIV ローカル パスワードを暗号化するため
に使用する初期化ベクトルを定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル パ
スワード IV]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

WTCServer.html
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RemoteAccessPoint パスワードを適用するリモート アクセ
ス ポイントの名前を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート ア
クセス ポイント ]

RemotePassword genpasswd ユーティリティから返さ
れる RemotePassword を定義する。 こ
のパスワードは、LocalAccessPoint に
よって識別されるローカル ドメイン 
アクセス ポイントと、
RemoteAccessPoint によって識別され
るリモート ドメイン アクセス ポイン
ト間の接続を認証するために使用す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート パ
スワード ]

RemotePasswordIV リモート パスワードを暗号化するため
に使用する初期化ベクトルを定義す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [リモート パ
スワード IV]

表 73-1  WTCPassword の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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74

WTCRemoteTuxDom

説明

このインタフェースは、WTC リモート Tuxedo ドメイン コンフィグレーション属性へのア
クセスを提供します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの WTC コン
フィグレーションに適用されます。

構文

<WTCRemoteTuxDom
  AccessPoint="String"
  AccessPointId="String"
  AclPolicy=( "GLOBAL" | "LOCAL" )
  CmpLimit="number"
  ConnPrincipalName="String"
  ConnectionPolicy=( "ON_DEMAND" | "ON_STARTUP" | "INCOMING_ONLY" | "LOCAL" )
  CredentialPolicy=( "GLOBAL" | "LOCAL" )
  FederationName="String"
  FederationURL="String"
  LocalAccessPoint="String"
  MaxEncryptBits=( "0" | "40" | "56" | "128" )
  MaxRetries="number"
  MinEncryptBits=( "0" | "40" | "56" | "128" )
  NWAddr="String"

#AccessPoint
#AccessPointId
#AclPolicy
#CmpLimit
#ConnPrincipalName
#ConnectionPolicy
#CredentialPolicy
#FederationName
#FederationURL
#LocalAccessPoint
#MaxEncryptBits
#MaxRetries
#MinEncryptBits
#NWAddr


WTCRemoteTuxDom
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  Name="String"
  Notes="String"
  RetryInterval="number"
  TpUsrFile="String"
/>

親要素

� WTCServer

属性

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AccessPoint WTCServer MBean でドメインを識別
するために使用する名前を定義する。 
この名前は WTCServer MBean におけ
る WTCLocalTuxDom および 
WTCRemoteTuxDom の AccessPoint 名
のスコープ内でユニークでなければな

らない。

Administration Console の
フィールド表示 : [アクセス ポ
イント ]

AccessPointId 別のドメインへの接続を確立するとき

に、ドメインを識別するための接続プ

リンシパル名を定義する。

WTCRemoteTuxDom MBean の 
AccessPointId は、Tuxedo DMCONFIG 
ファイルの *DM_LOCAL_DOMAINS 
セクションにある対応する 
DOMAINID と一致する必要がある。

Administration Console の
フィールド表示 : [アクセス ポ
イント ID]

#Name
#Notes
#RetryInterval
#TpUsrFile
WTCServer.html
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AclPolicy リモート ドメインからの着信アクセス
制御リスト (ACL) ポリシーを定義す
る。

• Interoperate を Yes に設定している
場合、AclPolicy は無視される。 

• LOCAL : ローカル ドメインは、指
定のリモート ドメインから受信し
たサービス リクエストの ID を、
指定のリモート ドメインのローカ
ル プリンシパル名で指定されたプ
リンシパル名に変更する。 

• GLOBAL : ローカル ドメインは、
ID を変更せずにサービス リクエス
トを渡す。 

Administration Console の
フィールド表示 : [ACL ポリ
シー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : LOCAL

セキュアな値 : "GLOBAL" ま
たは "LOCAL"

CmpLimit リモート ドメインへのデータの送信に
使用する圧縮しきい値を定義する。こ

のサイズより大きいアプリケーション 
バッファは圧縮される。

Administration Console の
フィールド表示 : [Cmp 制限 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 231-1

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ConnPrincipalName 別のドメインへの接続を確立するとき

に、このドメインの識別子を検証する

ために使用されるプリンシパル名を指

定する。

• このパラメータは、BEA Tuxedo 
7.1 以降のソフトウェアを実行して
いるタイプ TDOMAIN のドメイン
にのみ適用される。 

• 指定しない場合、接続プリンシパ

ル名はこのドメインの 
AccessPointID にデフォルト設定さ
れる。 

注意 : ConnectionPrincipalName はこの
リリースではサポートされていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [接続プリン
シパル名 ]

必須 : いいえ

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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ConnectionPolicy ローカル ドメインがリモート ドメインと
の接続の確立を試行する場合の条件を定

義する。

• ON_DEMAND : リモート サービス
へのクライアント リクエストまたは
管理接続コマンドのいずれかによっ

てリクエストされたときのみ、接続

が試行される。 

• ON_STARTUP : ドメイン ゲートウェ
イは、ゲートウェイ サーバの初期化
時にそのリモート ドメイン アクセス 
ポイントで接続を確立する。リモー

ト サービス (このローカル アクセス 
ポイントのドメイン ゲートウェイに
よって JNDI に通知されるサービス ) 
は、接続がそのリモート ドメイン ア
クセス ポイントに正常に確立された
ときのみ通知される。リモート ドメ
イン アクセス ポイントへのアクティ
ブな接続がない場合、リモート サー
ビスはサスペンドされる。デフォル

トでは、この接続ポリシーは失敗し

た接続を 60 秒ごとに再試行する。ア
プリケーション固有の値を指定する

には、MaxRetry および RetryInterval 
属性を使用する。 

•  INCOMING_ONLY : ドメイン ゲー
トウェイは、起動時にリモート ドメ
イン アクセス ポイントへの初期接続
を行わず、リモート サービスは最初
にサスペンドされる。ドメイン ゲー
トウェイはリモート ドメイン アクセ
ス ポイントからの受信接続に使用可
能で、リモート サービスはこのロー
カル ドメイン アクセス ポイントの
ドメイン ゲートウェイが受信接続を
受け付けたときに通知される。接続

の再試行処理は実行できない。 

Administration Console の
フィールド表示 : [接続ポリ
シー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : ON_DEMAND

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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CredentialPolicy リモート ドメインへの発信アクセス制
御リスト (ACL) ポリシーを定義する。

• Interoperate を Yes に設定している
場合、CredentialPolicy は無視され
る。 

• LOCAL : リモート ドメインは、
ローカル ドメインから受信した
サービス リクエストの ID を、こ
のリモート ドメインのローカル プ
リンシパル名で指定されたプリン

シパル名に設定する。 

• GLOBAL : リモート ドメインは、
変更せずにサービス リクエストを
渡す。 

Administration Console の
フィールド表示 : [資格ポリ
シー ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : LOCAL

FederationName 外部ネーム サービスと結合するコンテ
キストを定義する。 省略すると、結合
ポイントは tuxedo.domains になる。

Administration Console の
フィールド表示 : [フェデレー
ション名 ]

必須 : いいえ

FederationURL JNDI に結合される外部ネーム サービ
スの URLを定義する。省略した場合
は、以下のように扱われる。

• WebLogic Tuxedo Connector は外部
ドメインに CosNaming サーバがあ
ると見なす。 

• WebLogic Tuxedo Connector は 
TGIOP を使用して CosNaming 
サーバに結合する。 

WebLogic Tuxedo Connector は非 
CORBA サービス プロバイダと結合す
ることもできる。

Administration Console の
フィールド表示 : [フェデレー
ション URL]

必須 : いいえ

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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LocalAccessPoint リモート ドメインがアクセスするロー
カル ドメイン名を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ローカル ア
クセス ポイント ]

MaxEncryptBits ローカル ドメインのネットワーク接続
確立時に使用される最大の暗号化キー

長 (ビット単位 ) を定義する。

• 値が 0 の場合、暗号化は使用され
ない。 

• MaxEncryptBits 属性の値は、
MinEncrypBits 属性の値以上でなけ
ればならない。 

•  MaxEncryptBits の値 40 は、
Tuxedo 7.1 以降が動作するドメイ
ンでのみ使用できる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最大暗号化
レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 128

MaxRetries ドメイン ゲートウェイが、リモート ド
メイン アクセス ポイントへの接続の確
立を試行する回数を定義する。

ConnectionPolicy が「ON_STARTUP」
に設定されている場合にのみ使用す

る。

• WTCLocalTuxDomMBean の 
MaxRetries 属性で定義される値に
デフォルト設定するには、値 -1 を
使用する。 

• 再試行メカニズムを無効にするに

は、0 を使用する。 

• 接続が確立されるまで試行するに

は、最大値を使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最大再試行
回数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 263-1

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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MinEncryptBits ローカル ドメインのネットワーク接続
確立時に使用される最小の暗号化キー

長 (ビット単位 ) を定義する。

• 値が 0 の場合、暗号化は使用され
ない。 

• MinEncrypBits 属性の値は、
MaxEncrypBits 属性の値以下でな
ければならない。 

• MinEncrypBits の値 40 は、Tuxedo 
7.1 以降が動作するドメインでのみ
使用できる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [最小暗号化
レベル ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

セキュアな値 : "40"

NWAddr ローカル ドメイン ゲートウェイのネッ
トワーク アドレスを定義する。以下の
フォーマットのいずれかで TCP/IP ア
ドレスを指定する。

• //hostname:port_number

• //#.#.#.#:port_number

 hostname を使用する場合、ドメインは
ローカル名解決機能 (通常は DNS) を
使用して hostname のアドレスを検索す
る。ドットで区切った 10 進フォーマッ
トを使用する場合、各 # は 0 ～ 255 の
数字でなければならない。このドット

区切りの 10 進数は、ローカル マシン
の IP アドレスを表す。port_number は、
ドメイン プロセスが受信するリクエス
トをリスンする TCP ポート番号。

Administration Console の
フィールド表示 : [ネットワー
ク アドレス ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

RetryInterval リモート ドメイン アクセス ポイント
への接続を確立するために自動的に試

行される接続の間隔の秒数を定義す

る。

• ConnectionPolicy が
「ON_STARTUP」に設定されてい
る場合にのみ使用する。 

• WTCLocalTuxDomMBean の 
RetryInterval 属性で定義される値
にデフォルト設定するには、値 -1 
を使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [再試行間隔 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

最大値 : 231-1

TpUsrFile uid/gid 情報を含むユーザ パスワード 
ファイルへの絶対パスを定義する。 こ
のファイルは、リモート ドメインで 
Tuxedo tpusradd ユーティリティに
よって生成されるファイルと同じ。

ユーザ名、uid および gid 情報が含まれ
ていて、適切な認可、認証、監査に対

して有効でなければならない。

Administration Console の
フィールド表示 : [TP ユーザ 
ファイル ]

必須 : いいえ

表 74-1  WTCRemoteTuxDom の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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75

WTCResources

説明

このインタフェースは、WTC リソース コンフィグレーション属性へのアクセスを提供し
ます。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの WTC コンフィグレーション
に適用されます。

構文

<WTCResources
  AppPassword="String"
  AppPasswordIV="String"
  FldTbl16Classes="list of Strings"
  FldTbl32Classes="list of Strings"
  Name="String"
  Notes="String"
  ViewTbl16Classes="list of Strings"
  ViewTbl32Classes="list of Strings"
/>

#AppPassword
#AppPasswordIV
#FldTbl16Classes
#FldTbl32Classes
#Name
#Notes
#ViewTbl16Classes
#ViewTbl32Classes
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親要素

� WTCServer

属性

表 75-1  WTCResources の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AppPassword genpasswd ユーティリティから返さ
れるアプリケーション パスワードを定
義する。この Tuxedo アプリケーショ
ン パスワードは、接続の認証に使用す
る暗号化されたパスワード。

Administration Console の
フィールド表示 : [アプリケー
ション パスワード ]

必須 : いいえ

AppPasswordIV AppPassword を暗号化するために使用
する初期化ベクトルを定義する。 
genpasswd ユーティリティから、
AppPassword と共に返される。

Administration Console の
フィールド表示 : [アプリケー
ション パスワード IV]

必須 : いいえ

FldTbl16Classes クラス ローダによってロードされ、
FldTbl 配列に追加される 
FldTbl16Classes の名前を定義する。

• 必要なクラスの完全修飾名を使用

する。 

• 複数のクラスを入力する場合は、

カンマ区切りのリストを使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [FldTbl クラ
ス ]

必須 : いいえ

WTCServer.html
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FldTbl32Classes クラス ローダによってロードされ、
FldTbl 配列に追加される 
FldTbl32Classes の名前を定義する。

• 必要なクラスの完全修飾名を使用

する。 

• 複数のクラスを入力する場合は、

カンマ区切りのリストを使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [FldTbl32 ク
ラス ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

ViewTbl16Classes クラス ローダによってロードされ、
ViewTbl 配列に追加される 
ViewTbl16Classes の名前を定義する。

• 必要なクラスの完全修飾名を使用

する。 

• 複数のクラスを入力する場合は、

カンマ区切りのリストを使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [ViewTbl クラ
ス ]

必須 : いいえ

ViewTbl32Classes クラス ローダによってロードされ、
ViewTbl 配列に追加される 
ViewTbl32Classes の名前を定義する。

• 必要なクラスの完全修飾名を使用

する。 

• 複数のクラスを入力する場合は、

カンマ区切りのリストを使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [ViewTbl32 ク
ラス ]

必須 : いいえ

表 75-1  WTCResources の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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76

WTCServer

説明

この MBean は、WTC サーバを定義します。

構文

<WTCServer
  DeploymentOrder="number"
  Name="String"
  Notes="String"
  Targets="list of Target names"
/>

親要素

� Domain

#DeploymentOrder
#Name
#Notes
#Targets
Domain.html
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子要素

� WTCLocalTuxDom

� WTCRemoteTuxDom

� WTCExport

� WTCImport

� WTCPassword

� WTCResources

� WTCtBridgeGlobal

� WTCtBridgeRedirect

WTCLocalTuxDom.html
WTCRemoteTuxDom.html
WTCExport.html
WTCImport.html
WTCPassword.html
WTCResources.html
WTCtBridgeGlobal.html
WTCtBridgeRedirect.html
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属性

表 76-1  WTCServer の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DeploymentOrder デプロイの優先順位。サーバではこれ

を使って項目のデプロイ順を決定す

る。優先順位は、同じタイプの他のデ

プロイ可能な項目に対する相対的な順

位。 たとえば、サーバはすべての EJB 
を優先順位に従ってデプロイしてか

ら、起動クラスを優先順位に従ってデ

プロイする。

デプロイ順の値が小さい項目から順に

デプロイされる。デプロイ順の値が等

しい項目のデプロイメント順序は保証

されていない。クラスタ間の順序付け

は保証されていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [デプロイ順 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 1000

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

Targets 現在のドメイン内で、この項目のデプ

ロイ先となる対象。

必須 : いいえ
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77

WTCtBridgeGlobal

説明

このインタフェースは、WTC tBridge グローバル コンフィグレーション属性へのアクセス
を提供します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの tBridge コンフィグ
レーションに適用されます。

構文

<WTCtBridgeGlobal
  AllowNonStandardTypes="String"
  DefaultReplyDeliveryMode=( "PERSIST" | "NONPERSIST" | "DEFAULT" )
  DeliveryModeOverride=( "PERSIST" | "NONPERSIST" )
  JmsFactory="String"
  JmsToTuxPriorityMap="String"
  JndiFactory="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  Retries="number"
  RetryDelay="number"
  Timeout="number"
  Transactional="String"
  TuxErrorQueue="String"
  TuxFactory="String"

#AllowNonStandardTypes
#DefaultReplyDeliveryMode
#DeliveryModeOverride
#JmsFactory
#JmsToTuxPriorityMap
#JndiFactory
#Name
#Notes
#Retries
#RetryDelay
#Timeout
#Transactional
#TuxErrorQueue
#TuxFactory
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  TuxToJmsPriorityMap="String"
  UserId="String"
  WlsErrorDestination="String"
/>

親要素

� WTCServer

#TuxToJmsPriorityMap
#UserId
#WlsErrorDestination
WTCServer.html


属性
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属性

表 77-1  WTCtBridgeGlobal の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

AllowNonStandardTyp
es

非標準データ型が tBridge の通過を許
可されているかどうかを指定するため

のフラグを定義する。 標準型は、
ASCII テキスト (TextMessage、
STRING) または BLOB 
(BytesMessage、CARRAY)。

• NO : 非標準型は拒否され、指定し
たエラー位置に配置される。 

• YES : 非標準型は、元の型を示す
タグと共に、BLOB としてター
ゲット位置に配置される。 

Administration Console の
フィールド表示 : [非標準型を
許可 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : NO

DefaultReplyDeliveryM
ode

ターゲット位置にメッセージを配置す

るときに、メッセージに関連付ける応

答配信モードを定義する。

• メッセージが JMS から Tuxedo/Q 
にリダイレクトされるときに、
JMS_BEA_TuxGtway_Tuxedo_Rep

lyDeliveryMode プロパティが
メッセージに設定されていない場

合に使用する。 

• defaultReplyDeliveryMode お
よび 
JMS_BEA_TuxGtway_Tuxedo_Rep

lyDeliveryMode が設定されてい
ない場合、Tuxedo/Q サブシステム
は Tuxedo に定義されるデフォル
ト セマンティクスを使用する。 

Administration Console の
フィールド表示 : [デフォルト
応答配信モード ]

必須 : いいえ

セキュアな値 : 60
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DeliveryModeOverride ターゲット位置にメッセージを配置す

るときに使用される配信モードを定義

する。

• メッセージと関連付けられている

配信モードをオーバーライドする。 

• 指定しない場合、メッセージは

ソース位置から指定された配信

モードと同じモードを使用して、

ターゲット位置に配置される。 

Administration Console の
フィールド表示 : [配信モード 
オーバライド ]

必須 : いいえ

JmsFactory JMS 接続ファクトリの名前を定義す
る。例 : 
weblogic.jms.ConnectionFactory

Administration Console の
フィールド表示 : [JMS ファク
トリ ]

セキュアな値 : 60

JmsToTuxPriorityMap JMS から Tuxedo への優先度のマッピ
ングを定義する。10 の JMS 優先度 
(0=>9) を指定できるが、これらは 100 
の Tuxedo 優先度 (1=>100) と組み合わ
せることができる。 マッピングは、値
と範囲のペアを「|」で区切ったリスト 
(jmsvalue:tuxrange) で構成される。ペ
アは「:」で区切られ、範囲は「-」で
区切られる。

例 :

0:1 | 1:12 | 2:23 | 3:34 | 4:45 | 5:56 | 6:67 | 
7:78 | 8:89 | 9:100

または

 
0:1-10|1:11-20|2:21-30|3:31-40|4:41-50|
5:51-60|6:61-70|7:71-80|8:81-90|9:91-10
0

Administration Console の
フィールド表示 : [Jms から Tux 
の優先度マップ ]

必須 : いいえ

表 77-1  WTCtBridgeGlobal の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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JndiFactory JNDI ルックアップ ファクトリの名前
を定義する。例 : 
weblogic.jndi.WLInitialContext
Factory

Administration Console の
フィールド表示 : [JNDI ファク
トリ ]

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

Retries 指定したエラー位置にメッセージを配

置し、エラーをロギングするまでに、

メッセージのリダイレクトを試行する

回数を定義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [再試行回数 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 0

最小値 : 0

最大値 : 231-1

RetryDelay エラー発生後にメッセージをリダイレ

クトするまでに待機する最小時間 (ミ
リ秒単位 ) を定義する。この期間中、
このスレッドから他のメッセージはリ

ダイレクトされない。他のスレッドは

メッセージのリダイレクトを継続でき

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [再試行の遅
延 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 10

最小値 : 0

最大値 : 231-1

表 77-1  WTCtBridgeGlobal の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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Timeout ターゲット位置にメッセージを配置す

る場合の、リダイレクト全体に対して

効果的なタイムアウトの長さ (秒単位
) を定義する。0 は無限に待機すること
を示す。

Administration Console の
フィールド表示 : [タイムアウ
ト ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 60

セキュアな値 : 60

最小値 : 0

最大値 : 231-1

Transactional ソース位置からメッセージを検索する

とき、およびターゲット位置へメッ

セージを配置するときの、トランザク

ションの使用を指定するフラグを定義

する。

• YES の場合、両方の操作でトラン
ザクションが使用される。 

• NO の場合、いずれの操作でもト
ランザクションは使用されない。 

注意 :  Transactional はこのリリースで
はサポートされていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [トランザク
ション ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : YES

TuxErrorQueue Tuxedo/Q ソース キューにリダイレク
トできないメッセージを格納するため

に使用する Tuxedo キューの名前を定
義する。このキューは、ソース キュー
と同じキュー スペースにある。

• 指定しない場合、リダイレクトさ

れないすべてのメッセージは失わ

れる。 

• TuxErrorQueue にメッセージを
配置できない場合、エラー ログが
記録され、メッセージは失われる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [Tuxedo エ
ラー キュー ]

必須 : いいえ

表 77-1  WTCtBridgeGlobal の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TuxFactory Tuxedo 接続ファクトリの名前を定義
する。例 : 
tuxedo.services.TuxedoConnecti
on

Administration Console の
フィールド表示 : [Tuxedo ファ
クトリ ]

TuxToJmsPriorityMap Tuxedo から JMS への優先度のマッピ
ングを定義する。100 の Tuxedo 優先
度 (1=>100) を指定できるが、これら
は 10 の JMS 優先度 (0=>9) と組み合わ
せることができる。 マッピングは、値
と範囲のペアを「|」で区切ったリスト 
(tuxvalue:jmsrange) で構成される。ペ
アは「:」で区切られ、範囲は「-」で
区切られる。

例 :

1:0 | 12:1 | 23:2 | 34:3 | 45:4 | 56:5 | 67:6 | 
78:7 | 89:8 | 100:9

または

 20:0-1 | 40:2-3 | 60:4-5 | 80:6-7 | 100:8-9

Administration Console の
フィールド表示 : [Tux から Jms 
の優先度マップ ]

必須 : いいえ

表 77-1  WTCtBridgeGlobal の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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UserId セキュリティがコンフィグレーション

される場合、ACL チェックのために 
tBridge によって処理されるすべての
メッセージのユーザ ID を定義する。

• セキュリティ /認証コンテキスト
がサブシステム間で渡されるまで、

すべてのメッセージはこの ID を想
定する。 セキュリティ コンテキス
トが渡されるまでは、ソース位置

から受信したメッセージの生成者

を識別する安全な方法はない。 

• 引数のユーザは、ユーザ名または

ユーザ ID 番号 (uid) のいずれかで
指定できる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [ユーザ ID]

必須 : いいえ

WlsErrorDestination メッセージをリダイレクトできない場

合、WebLogic Server JMS メッセージ
を格納するために使用される場所の名

前を定義する。

•  指定しない場合、リダイレクトさ
れないすべてのメッセージは失わ

れる。 

• 何らかの理由により 
WlsErrorDestination にメッ
セージを配置できない場合、エ

ラー ログが記録され、メッセージ
は失われる。 

Administration Console の
フィールド表示 : [WLS エラー
送り先 ]

必須 : いいえ

表 77-1  WTCtBridgeGlobal の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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78

WTCtBridgeRedirect

説明

このインタフェースは、WTC tBridge リダイレクト コンフィグレーション属性へのアクセ
スを提供します。ここで定義されるメソッドは、WLS ドメイン レベルの tBridge コンフィ
グレーションに適用されます。

構文

<WTCtBridgeRedirect
  Direction=( "JmsQ2TuxQ" | "TuxQ2JmsQ" | "JmsQ2TuxS" | "JmsQ2JmsQ" )
  MetaDataFile="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  ReplyQ="String"
  SourceAccessPoint="String"
  SourceName="String"
  SourceQspace="String"
  TargetAccessPoint="String"
  TargetName="String"
  TargetQspace="String"
  TranslateFML=( "NO" | "FLAT" | "WLXT" )
/>

#Direction
#MetaDataFile
#Name
#Notes
#ReplyQ
#SourceAccessPoint
#SourceName
#SourceQspace
#TargetAccessPoint
#TargetName
#TargetQspace
#TranslateFML
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親要素

� WTCServer

属性

表 78-1  WTCtBridgeRedirect の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

Direction データ フローの方向を定義する。定義
された各方向は新しいスレッドを開始

することにより処理される。tBridge コ
ンフィグレーションで少なくとも 1 つ
のリダイレクトを指定しないと、

tBridge は起動に失敗し、エラーがログ
に記録される。

リダイレクトのキーワードは以下のと

おり。

• JmsQ2TuxQ - JMS から TUXEDO 
/Q へ

• TuxQ2JmsQ - TUXEDO /Q から 
JMS へ

• JmsQ2TuxS - JMS から JMS への 
TUXEDO サービス応答へ

• JmsQ2JmsQ - JMS から JMS へ

Administration Console の
フィールド表示 : [ソート順 ]

MetaDataFile WLXT の呼び出しに渡すための 
metadataFile URL の名前を定義する。

注意 : このリリースではサポートされ
ていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [メタ データ 
ファイル ]

必須 : いいえ

WTCServer.html
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

ReplyQ 特に Tuxedo サービスへの同期呼び出
しを行う JMS キューの名前を定義す
る。応答は JMS ReplyQ に返される。

Administration Console の
フィールド表示 : [応答キュー ]

必須 : いいえ

SourceAccessPoint ソースが存在するローカルまたはリ

モート アクセス ポイントの名前を定義
する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ソース アク
セス ポイント ]

必須 : いいえ

SourceName ソース キューまたはサービスの名前を
定義する。JMS キュー名、Tuxedo 
キュー名、または Tuxedo サービス名
を指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ソース名 ]

SourceQspace ソース位置の Qspace の名前を定義す
る。

Administration Console の
フィールド表示 : [ソース 
Qspace]

必須 : いいえ

TargetAccessPoint ターゲットが存在するローカルまたは

リモート アクセス ポイントの名前を定
義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ターゲット 
アクセス ポイント ]

必須 : いいえ

TargetName ターゲットのキューまたはソースを定

義する。JMS キュー名、Tuxedo 
キュー名、または Tuxedo サービス名
を指定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ターゲット
名 ]

表 78-1  WTCtBridgeRedirect の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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TargetQspace ターゲット位置の Qspace の名前を定
義する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ターゲット 
Qspace]

必須 : いいえ

TranslateFML XML/FML 変換のタイプを定義する。

• NO : データ変換は実行されない。 
転送の方向に応じて、

TextMessage は STRING に (ま
たはその逆に ) マップされる。 
BytesMessage は、CARRAY に (
またはその逆に ) マップされる。
他のすべてのデータ型の場合、リ

ダイレクトは失敗する。 

• FLAT : メッセージ ペイロードは 
WebLogic Tuxedo Connector のトラ
ンスレータを使用して変換される。 

• WLXT : 変換は XML から 非 XML 
への WebLogic XML トランスレー
タ (WLXT) によって実行される。 

注意 : WLXT はこのリリースではサ
ポートされていない。

Administration Console の
フィールド表示 : [FML 変換 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : NO

表 78-1  WTCtBridgeRedirect の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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79

XMLEntityCache

説明

サーバ上の JAXP (Java API for XML Parsing) の動作をコンフィグレーションします。

構文

<XMLEntityCache
  CacheDiskSize="number"
  CacheLocation="String"
  CacheMemorySize="number"
  CacheTimeoutInterval="number"
  MaxSize="number"
  Name="String"
  Notes="String"
/>

親要素

� Domain

#CacheDiskSize
#CacheLocation
#CacheMemorySize
#CacheTimeoutInterval
#MaxSize
#Name
#Notes
Domain.html
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属性

表 79-1  XMLEntityCache の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

CacheDiskSize キャッシュのディスク サイズ (単位は 
MB) を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ 
ディスク サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 5

最小値 : 0

CacheLocation 永続キャッシュ ファイルのパス名を返
す。

必須 : いいえ

デフォルト値 : xmlcache

CacheMemorySize キャッシュのメモリ サイズ (単位は 
KB) を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ 
メモリ サイズ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 500

最小値 : 0

CacheTimeoutInterval キャッシュのデフォルト タイムアウト
間隔 (単位は秒 ) を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ 
タイムアウト間隔 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 120

最小値 : 0

MaxSize 必須 : いいえ

デフォルト値 : 0
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Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

必須 : いいえ

表 79-1  XMLEntityCache の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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80

XMLEntitySpecRegistryEntry

説明

XML レジストリのエントリです。XML レジストリ エントリは、特定の XML ドキュメン
ト タイプに関連付けられたコンフィグレーション情報です。このインタフェースでアクセ
スされるエントリは、リモート エンティティ参照のローカル インスタンスを指定するため
に使用されます。 このタイプのレジストリ エントリでは、パブリック ID (「-//Sun 
Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 2.0//EN」など )、またはシステム ID (
「http://java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_2_0.dtd」など ) のいずれか、または両方でドキュメン
ト タイプが識別されます。このコンフィグレーション情報は、SAX EntityResolver を設定
するために WebLogic JAXP 実装で使用されます。

構文

<XMLEntitySpecRegistryEntry
  CacheTimeoutInterval="number"
  EntityURI="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  PublicId="String"
  SystemId="String"
  WhenToCache=( "cache-on-reference" | "cache-at-initialization" | "cache-never" 

#CacheTimeoutInterval
#EntityURI
#Name
#Notes
#PublicId
#SystemId
#WhenToCache
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| "defer-to-registry-setting" )
/>

親要素

� XMLRegistry

属性

表 80-1  XMLEntitySpecRegistryEntry の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

CacheTimeoutInterval キャッシュのデフォルト タイムアウ
ト間隔 (単位は秒 ) を返す。-1 の値を
指定した場合、この値はキャッシュ 
MBean から委託される。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ 
タイムアウト間隔 ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : -1

最小値 : -1

EntityURI このレジストリ エントリと関連付け
られた外部エンティティ (例 : DTD) 
のローカル コピーの場所を返す。こ
の場所は、インストール先の XML レ
ジストリ ディレクトリの 1 つを基準と
した相対パス名か、またはあるローカ

ル リポジトリ (例 : dbms) におけるエ
ンティティの場所の URI。

Administration Console の
フィールド表示 : [エンティ
ティ URI]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

XMLRegistry.html
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Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

PublicId このレジストリ エントリで表される
ドキュメント タイプのパブリック ID 
を取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [パブリック 
ID]

必須 : いいえ

SystemId このレジストリ エントリで表される
ドキュメント タイプのシステム ID を
取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [システム ID]

必須 : いいえ

WhenToCache この項目を直ちにキャッシュするか、

参照されるまで待機するかを設定す

る。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ
のタイミング ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 
defer-to-registry-setting

表 80-1  XMLEntitySpecRegistryEntry の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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81

XMLParserSelectRegistryEntr
y

説明

XML レジストリのエントリです。XML レジストリ エントリは、特定の XML ドキュメン
ト タイプに関連付けられたコンフィグレーション情報です。このインタフェースでアクセ
スされるエントリは、提供されたドキュメント タイプの SAX パーサまたはドキュメント 
ビルダを指定するために使用されます。 ドキュメント タイプは、パブリック ID (「-//Sun 
Microsystems, Inc.//DTD Enterprise JavaBeans 2.0//EN」など )、システム ID (
「http://java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_2_0.dtd」など )、またはドキュメント ルート タグ名 (
「ejb-jar」など ) の 1 つまたは複数によって識別されます。このコンフィグレーション情報
は、WebLogic JAXP の実装で適切なパーサ ファクトリ (SAX および DOM) を選択するた
めに使用されます。

構文

<XMLParserSelectRegistryEntry
  DocumentBuilderFactory="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  ParserClassName="String"
  PublicId="String"
  RootElementTag="String"

#DocumentBuilderFactory
#Name
#Notes
#ParserClassName
#PublicId
#RootElementTag
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  SAXParserFactory="String"
  SystemId="String"
  TransformerFactory="String"
/>

親要素

� XMLRegistry

属性

表 81-1  XMLParserSelectRegistryEntry の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DocumentBuilderFact
ory

レジストリ エントリと関連付けられた 
DocumentBuilderFactory のクラス名を
返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [Document 
Builder ファクトリ ]

必須 : いいえ

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

ParserClassName 非推奨。 レジストリ エントリに関連付
けられているカスタム XML パーサの
クラス名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [パーサ クラ
ス名 ]

必須 : いいえ

#SAXParserFactory
#SystemId
#TransformerFactory
XMLRegistry.html
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PublicId このレジストリ エントリで表されるド
キュメント タイプのパブリック ID を
取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [パブリック 
ID]

必須 : いいえ

RootElementTag このレジストリ エントリによって表さ
れるドキュメント タイプのドキュメン
ト ルート要素のタグ名を取得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [ルート要素
タグ ]

必須 : いいえ

SAXParserFactory レジストリ エントリと関連付けられた 
SAXParserFactory のクラス名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [SAXParser 
ファクトリ ]

必須 : いいえ

SystemId このレジストリ エントリで表されるド
キュメント タイプのシステム ID を取
得する。

Administration Console の
フィールド表示 : [システム ID]

必須 : いいえ

TransformerFactory デフォルトの TransformerFactory のク
ラス名を返す。

必須 : いいえ

表 81-1  XMLParserSelectRegistryEntry の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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82

XMLRegistry

説明

サーバ上の JAXP (Java API for XML Parsing) の動作をコンフィグレーションします。

構文

<XMLRegistry
  DocumentBuilderFactory="String"
  Name="String"
  Notes="String"
  SAXParserFactory="String"
  TransformerFactory="String"
  WhenToCache=( "cache-on-reference" | "cache-at-initialization" | "cache-never" 
)
/>

親要素

� Domain

#DocumentBuilderFactory
#Name
#Notes
#SAXParserFactory
#TransformerFactory
#WhenToCache
Domain.html
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子要素

� XMLEntitySpecRegistryEntry

� XMLParserSelectRegistryEntry

属性

表 82-1  XMLRegistry の属性

属性 説明 指定できる値とデフォルト値

DocumentBuilderFact
ory

デフォルトの DocumentBuilderFactory 
のクラス名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [Document 
Builder ファクトリ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 
weblogic.apache.xerces.jaxp.Do
cumentBuilderFactoryImpl

Name このコンフィグレーションの名前。

WebLogic Server では MBean を使用し
てコンフィグレーションを実装および

保持する。

Administration Console の
フィールド表示 : [名前 ]

必須 : いいえ

Notes このコンフィグレーションの説明とし

て任意に入力できる情報。

Administration Console の
フィールド表示 : [メモ ]

必須 : いいえ

XMLEntitySpecRegistryEntry.html
XMLParserSelectRegistryEntry.html
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SAXParserFactory デフォルトの SAXParserFactory のクラ
ス名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [SAX パーサ 
ファクトリ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 
weblogic.apache.xerces.jaxp.SA
XParserFactoryImpl

TransformerFactory デフォルトの TransformerFactory のク
ラス名を返す。

Administration Console の
フィールド表示 : [Transformer 
ファクトリ ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 
weblogic.apache.xalan.processor
.TransformerFactoryImpl

WhenToCache 直ちに項目をキャッシュするか、参照

されるまで待機するかを設定する。

Administration Console の
フィールド表示 : [キャッシュ
のタイミング ]

必須 : いいえ

デフォルト値 : 
cache-on-reference

表 82-1  XMLRegistry の属性 (続き）

属性 説明 指定できる値とデフォルト値
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HostnameVerificationIgnored 属性 61-5
HostnameVerifier 属性 61-6
HttpdEnabled 属性 52-14
HTTPEnabled 属性 46-5
HTTPSEnabled 属性 46-5
HttpsKeepAliveSecs 属性 65-5, 67-5
HttpTraceSupportEnabled 属性 4-4, 52-14

I
IdleConnectionTimeout 属性 16-2
IdleIIOPConnectionTimeout 属性 52-14
IdlePeriodsUntilTimeout 属性 4-5
IdleTimeMaximum 属性 43-5
IIOP 要素

CompleteMessageTimeout 属性 16-2
IdleConnectionTimeout 属性 16-2
MaxMessageSize 属性 16-2
Name 属性 16-2
Notes 属性 16-2

IIOPEnabled 属性 52-14
IndexDirectoryEnabled 属性 66-3, 68-3
InitialCapacity 属性 17-5
InitialContextFactory 属性 23-3
InstrumentStackTraceEnabled 属性 52-15
InterfaceAddress 属性 52-15
Interoperate 属性 72-5

J
JavaCompiler 属性 10-3, 11-3, 52-16
JavaCompilerPostClassPath 属性 10-3, 11-3, 

52-16
JavaCompilerPreClassPath 属性 10-3, 11-3, 

52-16
JavaHome 属性 53-2

JDBCConnectionPool 要素
ACLName 属性 17-2
CapacityIncrement 属性 17-2
ConnLeakProfilingEnabled 属性 17-3
CountOfRefreshFailuresTillDisable 属性 

17-3
CountOfTestFailuresTillFlush 属性 17-3
DeploymentOrder 属性 17-4
DriverName 属性 17-4
EnableResourceHealthMonitoring 属性 

17-4
InitialCapacity 属性 17-5
LoginDelaySeconds 属性 17-5
MaxCapacity 属性 17-5
Name 属性 17-5
Notes 属性 17-5
Password 属性 17-6
PreparedStatementCacheSize 属性 17-6
Properties 属性 17-6
RefreshMinutes 属性 17-6
ShrinkingEnabled 属性 17-7
ShrinkPeriodMinutes 属性 17-7
SqlStmtProfilingEnabled 属性 17-7
SupportsLocalTransaction 属性 17-7
Targets 属性 17-7
TestConnectionsOnRelease 属性 17-8
TestConnectionsOnReserve 属性 17-8
TestTableName 属性 17-8
URL 属性 17-8
XAPassword 属性 17-9
XAPreparedStatementCacheSize 属性 17-9

JDBCDataSource 要素
ConnectionWaitPeriod 属性 18-3
DeploymentOrder 属性 18-3
JNDIName 属性 18-4
Name 属性 18-4
Notes 属性 18-4
PoolName 属性 18-4
RowPrefetchEnabled 属性 18-4
RowPrefetchSize 属性 18-5
StreamChunkSize 属性 18-5
Targets 属性 18-5
Type 属性 18-5
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WaitForConnectionEnabled 属性 18-5
JDBCDataSourceFactory 要素

DriverClassName 属性 19-2
FactoryName 属性 19-2
Name 属性 19-2
Notes 属性 19-2
Properties 属性 19-2
URL 属性 19-3
UserName 属性 19-3

JDBCLogFileName 属性 52-15
JDBCLoggingEnabled 属性 52-15
JDBCMultiPool 要素

ACLName 属性 20-3
AlgorithmType 属性 20-3
ConnectionPoolFailoverCallbackHandler 属

性 20-4
DeploymentOrder 属性 20-4
FailoverRequestIfBusy 属性 20-5
HealthCheckFrequencySeconds 属性 20-5
Name 属性 20-5
Notes 属性 20-5
PoolList 属性 20-5
Targets 属性 20-5

JDBCPoolComponent 要素
DeploymentOrder 属性 21-2
Name 属性 21-2
Notes 属性 21-2
Targets 属性 21-2
URI 属性 21-2

JDBCTxDataSource 要素
DeploymentOrder 属性 22-3
EnableTwoPhaseCommit 属性 22-3
JNDIName 属性 22-4
Name 属性 22-4
Notes 属性 22-4
PoolName 属性 22-4
RowPrefetchEnabled 属性 22-4
RowPrefetchSize 属性 22-5
StreamChunkSize 属性 22-5
Targets 属性 22-5

JMSBridgeDestination 要素
AdapterJNDIName 属性 23-2
Classpath 属性 23-2

ConnectionFactoryJNDIName 属性 23-2
ConnectionURL 属性 23-3
DestinationJNDIName 属性 23-3
DestinationType 属性 23-3
InitialContextFactory 属性 23-3
Name 属性 23-3
Notes 属性 23-3
UserName 属性 23-4
UserPassword 属性 23-4

JMSConnectionFactory 要素
AcknowledgePolicy 属性 24-3
AllowCloseInOnMessage 属性 24-4
ClientId 属性 24-4
DefaultDeliveryMode 属性 24-5
DefaultPriority 属性 24-5
DefaultRedeliveryDelay 属性 24-5
DefaultTimeToDeliver 属性 24-6
DefaultTimeToLive 属性 24-6
DeploymentOrder 属性 24-6
FlowControlEnabled 属性 24-7
FlowInterval 属性 24-7
FlowMaximum 属性 24-8
FlowMinimum 属性 24-9
FlowSteps 属性 24-9
JNDIName 属性 24-10
LoadBalancingEnabled 属性 24-10
MessagesMaximum 属性 24-11
Name 属性 24-11
Notes 属性 24-11
OverrunPolicy 属性 24-12
ServerAffinityEnabled 属性 24-12
Targets 属性 24-12
TransactionTimeout 属性 24-13
UserTransactionsEnabled 属性 24-13
XAConnectionFactoryEnabled 属性 24-14
XAServerEnabled 属性 24-14

JMSDefaultConnectionFactoriesEnabled 属性 
52-16

JMSDestinationKey 要素
Direction 属性 25-2
KeyType 属性 25-2
Name 属性 25-2
Notes 属性 25-3
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Property 属性 25-3
JMSDistributedQueue 要素

DeploymentOrder 属性 26-2
ForwardDelay 属性 26-2
JNDIName 属性 26-3
LoadBalancingPolicy 属性 26-3
Name 属性 26-3
Notes 属性 26-3
Targets 属性 26-3

JMSDistributedTopic 要素
DeploymentOrder 属性 27-2
JNDIName 属性 27-2
LoadBalancingPolicy 属性 27-3
Name 属性 27-3
Notes 属性 27-3
Targets 属性 27-3

JmsFactory 属性 77-4
JMSFileStore 要素

Directory 属性 28-2
Name 属性 28-2
Notes 属性 28-3
SynchronousWritePolicy 属性 28-4

JMSJDBCStore 要素
ConnectionPool 属性 29-2
Name 属性 29-2
Notes 属性 29-2
PrefixName 属性 29-2

JMSQueue 要素
BytesMaximum 属性 30-3
BytesPagingEnabled 属性 30-4
BytesThresholdHigh 属性 30-5
BytesThresholdLow 属性 30-6
DeliveryModeOverride 属性 30-6
DestinationKeys 属性 30-7
ErrorDestination 属性 30-7
JNDIName 属性 30-7
JNDINameReplicated 属性 30-7
MessagesMaximum 属性 30-8
MessagesPagingEnabled 属性 30-9
MessagesThresholdHigh 属性 30-10
MessagesThresholdLow 属性 30-11
Name 属性 30-11
Notes 属性 30-11

PriorityOverride 属性 30-12
RedeliveryDelayOverride 属性 30-12
RedeliveryLimit 属性 30-13
StoreEnabled 属性 30-14
Template 属性 30-14
TimeToDeliverOverride 属性 30-15
TimeToLiveOverride 属性 30-15

JMSServer 要素
BytesMaximum 属性 31-3
BytesPagingEnabled 属性 31-4
BytesThresholdHigh 属性 31-5
BytesThresholdLow 属性 31-6
DeploymentOrder 属性 31-7
MessagesMaximum 属性 31-7
MessagesPagingEnabled 属性 31-8
MessagesThresholdHigh 属性 31-9
MessagesThresholdLow 属性 31-10
Name 属性 31-10
Notes 属性 31-10
PagingStore 属性 31-11
Store 属性 31-11
Targets 属性 31-11
TemporaryTemplate 属性 31-12

JMSSessionPool 要素
AcknowledgeMode 属性 32-2
ConnectionFactory 属性 32-2
ListenerClass 属性 32-2
Name 属性 32-2
Notes 属性 32-2
SessionsMaximum 属性 32-3
Transacted 属性 32-3

JMSStore 要素
Name 属性 33-2
Notes 属性 33-2

JMSTemplate 要素
BytesMaximum 属性 34-3
BytesPagingEnabled 属性 34-4
BytesThresholdHigh 属性 34-5
BytesThresholdLow 属性 34-6
DeliveryModeOverride 属性 34-6
DestinationKeys 属性 34-7
ErrorDestination 属性 34-7
MessagesMaximum 属性 34-7
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MessagesPagingEnabled 属性 34-8
MessagesThresholdHigh 属性 34-9
MessagesThresholdLow 属性 34-10
Name 属性 34-10
Notes 属性 34-10
PriorityOverride 属性 34-11
RedeliveryDelayOverride 属性 34-11
RedeliveryLimit 属性 34-12
TimeToDeliverOverride 属性 34-13
TimeToLiveOverride 属性 34-13

JMSTopic 要素
BytesMaximum 属性 35-3
BytesPagingEnabled 属性 35-4
BytesThresholdHigh 属性 35-5
BytesThresholdLow 属性 35-6
DeliveryModeOverride 属性 35-6
DestinationKeys 属性 35-7
ErrorDestination 属性 35-7
JNDIName 属性 35-7
JNDINameReplicated 属性 35-7
MessagesMaximum 属性 35-8
MessagesPagingEnabled 属性 35-9
MessagesThresholdHigh 属性 35-10
MessagesThresholdLow 属性 35-11
MulticastAddress 属性 35-11
MulticastPort 属性 35-12
MulticastTTL 属性 35-12
Name 属性 35-12
Notes 属性 35-12
PriorityOverride 属性 35-13
RedeliveryDelayOverride 属性 35-13
RedeliveryLimit 属性 35-14
StoreEnabled 属性 35-15
Template 属性 35-15
TimeToDeliverOverride 属性 35-16
TimeToLiveOverride 属性 35-16

JmsToTuxPriorityMap 属性 77-4
JndiFactory 属性 77-5
JNDIName 属性 18-4, 22-4, 24-10, 26-3, 27-2, 

30-7, 35-7, 42-2, 49-2
JNDINameReplicated 属性 30-7, 35-7
JNDITransportableObjectFactoryList 属性 

52-16

JoltConnectionPool 要素
ApplicationPassword 属性 36-2
DeploymentOrder 属性 36-2
FailoverAddresses 属性 36-3
MaximumPoolSize 属性 36-3
MinimumPoolSize 属性 36-3
Name 属性 36-3
Notes 属性 36-3
PrimaryAddresses 属性 36-3
RecvTimeout 属性 36-3
SecurityContextEnabled 属性 36-4
Targets 属性 36-4
UserName 属性 36-4
UserPassword 属性 36-4
UserRole 属性 36-4

JTA 要素
AbandonTimeoutSeconds 属性 37-3
BeforeCompletionIterationLimit 属性 37-3
CheckpointIntervalSeconds 属性 37-4
ForgetHeuristics 属性 37-4
MaxResourceRequestsOnServer 属性 37-4
MaxResourceUnavailableMillis 属性 37-4
MaxTransactions 属性 37-4
MaxUniqueNameStatistics 属性 37-5
MaxXACallMillis 属性 37-5
Name 属性 37-5
Notes 属性 37-5
TimeoutSeconds 属性 37-5

JTAMigratableTarget 要素
HostingServer 属性 38-2
Name 属性 38-2
Notes 属性 38-2

JTARecoveryService 要素
Name 属性 39-2
Notes 属性 39-2

K
KeepAliveEnabled 属性 65-5, 67-5
KeepAliveSecs 属性 65-5, 67-5
KeepGenerated 属性 10-3, 11-3
KeyEncrypted 属性 61-6
KeyType 属性 25-2
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L
ListenAddress 属性 47-3, 52-16
ListenDelaySecs 属性 52-16
ListenerClass 属性 32-2
ListenPort 属性 46-6, 47-3, 52-17, 61-6
ListenPortEnabled 属性 46-6, 52-17
LoadBalancingEnabled 属性 24-10
LoadBalancingPolicy 属性 26-3, 27-3
LoadBeforeAppActivation 属性 62-3
LoadBeforeAppDeployments 属性 62-4
LoadOrder 属性 2-3
LocalAccessPoint 属性 70-2, 71-2, 73-2, 74-7
LocalPassword 属性 73-2
LocalPasswordIV 属性 73-2
Log 要素

FileCount 属性 40-2
FileMinSize 属性 40-2
FileName 属性 40-2
FileTimeSpan 属性 40-3
Name 属性 40-3
Notes 属性 40-3
NumberOfFilesLimited 属性 40-3
RotationTime 属性 40-4
RotationType 属性 40-4

LogFileBufferKBytes 属性 65-6, 67-6
LogFileFlushSecs 属性 65-6, 67-6
LogFileFormat 属性 65-6, 67-6
LogFileName 属性 65-7, 67-7
LoggingEnabled 属性 65-10, 67-9
LoginDelaySeconds 属性 17-5
LoginTimeout 属性 52-17
LoginTimeoutMillis 属性 46-6, 52-18, 61-7
LoginTimeoutMillisSSL 属性 46-7
LogRemoteExceptionsEnabled 属性 52-17
LogRotationPeriodMins 属性 65-8, 67-8
LogRotationTimeBegin 属性 65-8, 67-8
LogRotationType 属性 65-9, 67-9
LogTimeInGMT 属性 65-9, 67-9
LowMemoryGCThreshold 属性 52-18
LowMemoryGranularityLevel 属性 52-18
LowMemorySampleSize 属性 52-19
LowMemoryTimeInterval 属性 52-19

M
Machine 属性 52-21
Machine 要素

Addresses 属性 41-2
Name 属性 41-2
Notes 属性 41-2

MailSession 要素
DeploymentOrder 属性 42-2
JNDIName 属性 42-2
Name 属性 42-2
Notes 属性 42-2
Properties 属性 42-3
Targets 属性 42-3

ManagedServerIndependenceEnabled 属性 
52-21

MaxACLs 属性 14-2
MaxCapacity 属性 17-5
MaxCOMMessageSize 属性 46-7, 52-22
MaxEncryptBits 属性 72-5, 74-7
MaxGroups 属性 14-2
MaxHTTPMessageSize 属性 46-7, 52-22
MaxIIOPMessageSize 属性 52-23
MaximumEncryptionLevel 属性 69-4
MaximumPoolSize 属性 36-3, 69-5
MaxLogFileSizeKBytes 属性 65-10, 67-10
MaxMessageSize 属性 16-2
MaxOpenSockCount 属性 52-23
MaxPostSize 属性 65-10, 67-10
MaxPostTimeSecs 属性 65-10, 67-10
MaxResourceRequestsOnServer 属性 37-4
MaxResourceUnavailableMillis 属性 37-4
MaxRetries 属性 72-5, 74-7
MaxSize 属性 79-2
MaxT3MessageSize 属性 46-8, 52-23
MaxTransactions 属性 37-4
MaxUniqueNameStatistics 属性 37-5
MaxUsers 属性 14-2
MaxXACallMillis 属性 37-5
MemoryLoggingEnabled 属性 5-2
MessagesMaximum 属性 24-11, 30-8, 31-7, 

34-7, 35-8
MessagesPagingEnabled 属性 30-9, 31-8, 34-8, 
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35-9
MessagesThresholdHigh 属性 30-10, 31-9, 34-9, 

35-10
MessagesThresholdLow 属性 30-11, 31-10, 

34-10, 35-11
MessagingBridge 要素

AsyncEnabled 属性 43-3
BatchInterval 属性 43-4
BatchSize 属性 43-4
DeploymentOrder 属性 43-4
DurabilityEnabled 属性 43-5
IdleTimeMaximum 属性 43-5
Name 属性 43-5
Notes 属性 43-5
QOSDegradationAllowed 属性 43-6
QualityOfService 属性 43-6
ReconnectDelayIncrease 属性 43-7
ReconnectDelayMaximum 属性 43-8
ReconnectDelayMinimum 属性 43-9
Selector 属性 43-9
SourceDestination 属性 43-10
Started 属性 43-10
TargetDestination 属性 43-10
Targets 属性 43-10
TransactionTimeout 属性 43-11

MetaDataFile 属性 78-2
MibDataRefreshInterval 属性 55-3
MigratableRMIService 要素

DeploymentOrder 属性 44-2
Name 属性 44-2
Notes 属性 44-2
Targets 属性 44-2

MigratableTarget 要素
HostingServer 属性 45-2
Name 属性 45-2
Notes 属性 45-2

MinEncryptBits 属性 72-6, 74-8
MinimumEncryptionLevel 属性 69-5
MinimumPoolSize 属性 36-3, 69-5
MonitoredAttributeName 属性 57-2
MonitoredMBeanName 属性 57-2
MonitoredMBeanType 属性 57-2
MSIFileReplicationEnabled 属性 52-20

MulticastAddress 属性 4-5, 35-11
MulticastBufferSize 属性 4-5
MulticastPort 属性 4-5, 35-12
MulticastSendDelay 属性 4-5
MulticastTTL 属性 4-6, 35-12

N
Name 属性 2-3, 3-3, 4-6, 5-3, 6-2, 7-2, 8-6, 9-2, 

10-4, 11-3, 12-4, 13-2, 14-3, 15-2, 16-2, 
17-5, 18-4, 19-2, 20-5, 21-2, 22-4, 23-3, 
24-11, 25-2, 26-3, 27-3, 28-2, 29-2, 
30-11, 31-10, 32-2, 33-2, 34-10, 35-12, 
36-3, 37-5, 38-2, 39-2, 40-3, 41-2, 42-2, 
43-5, 44-2, 45-2, 46-8, 47-3, 48-2, 49-2, 
50-3, 51-2, 52-24, 53-2, 54-3, 55-3, 
56-2, 57-2, 58-2, 59-2, 60-2, 61-7, 62-4, 
63-2, 64-2, 65-11, 66-3, 67-10, 68-3, 
69-5, 70-2, 71-2, 72-6, 73-2, 74-8, 75-3, 
76-3, 77-5, 78-3, 79-3, 80-2, 81-2, 82-2

NativeIOEnabled 属性 52-24
NativeModeEnabled 属性 5-3
NetworkAccessPoints 属性 52-24
NetworkChannel 要素

AcceptBacklog 属性 46-3
ChannelWeight 属性 46-3
ClusterAddress 属性 46-3
COMEnabled 属性 46-3
CompleteCOMMessageTimeout 属性 46-4
CompleteHTTPMessageTimeout 属性 46-4
CompleteT3MessageTimeout 属性 46-4
DeploymentOrder 属性 46-5
Description 属性 46-5
HTTPEnabled 属性 46-5
HTTPSEnabled 属性 46-5
ListenPort 属性 46-6
ListenPortEnabled 属性 46-6
LoginTimeoutMillis 属性 46-6
LoginTimeoutMillisSSL 属性 46-7
MaxCOMMessageSize 属性 46-7
MaxHTTPMessageSize 属性 46-7
MaxT3MessageSize 属性 46-8
Name 属性 46-8
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Notes 属性 46-8
OutgoingEnabled 属性 46-8
SSLListenPort 属性 46-9
SSLListenPortEnabled 属性 46-9
T3Enabled 属性 46-9
T3SEnabled 属性 46-9
Targets 属性 46-9
TunnelingClientPingSecs 属性 46-10
TunnelingClientTimeoutSecs 属性 46-10
TunnelingEnabled 属性 46-10

NodeManager 要素
Certificate 属性 47-2
CertificatePassword 属性 47-2
CertificateType 属性 47-2
ListenAddress 属性 47-3
ListenPort 属性 47-3
Name 属性 47-3
Notes 属性 47-3
TrustedCertsFile 属性 47-3

Notes 属性 2-3, 3-3, 4-6, 5-3, 6-2, 7-2, 8-6, 9-2, 
10-4, 11-3, 12-4, 13-2, 14-3, 15-2, 16-2, 
17-5, 18-4, 19-2, 20-5, 21-2, 22-4, 23-3, 
24-11, 25-3, 26-3, 27-3, 28-3, 29-2, 
30-11, 31-10, 32-2, 33-2, 34-10, 35-12, 
36-3, 37-5, 38-2, 39-2, 40-3, 41-2, 42-2, 
43-5, 44-2, 45-2, 46-8, 47-3, 48-2, 49-2, 
50-3, 51-2, 52-24, 53-3, 54-3, 55-3, 
56-2, 57-3, 58-2, 59-2, 60-2, 61-7, 62-4, 
63-2, 64-2, 65-11, 66-3, 67-11, 68-3, 
69-5, 70-2, 71-2, 72-7, 73-2, 74-9, 75-3, 
76-3, 77-5, 78-3, 79-3, 80-3, 81-2, 82-2

NTAuthHost 属性 5-2
NumberOfFilesLimited 属性 40-3
NWAddr 属性 72-6, 74-8

O
OidRoot 属性 58-2
OutgoingEnabled 属性 46-8
OverrunPolicy 属性 24-12

P
PagingStore 属性 31-11
ParserClassName 属性 81-2
Password 属性 7-2, 17-6, 53-3
PasswordPolicy 属性 50-3
Path 属性 2-4, 15-3
PollingInterval 属性 57-3
PoolList 属性 20-5
PoolName 属性 18-4, 22-4
Port 属性 58-3, 59-2
PostBindGID 属性 63-3
PostBindGIDEnabled 属性 63-3
PostBindUID 属性 63-3
PostBindUIDEnabled 属性 63-3
PostTimeoutSecs 属性 65-11, 67-11
PreferredSecondaryGroup 属性 52-24
PreferWebInfClasses 属性 66-3, 68-3
PrefetchEnums 属性 5-3
PrefixName 属性 29-2
PreparedStatementCacheSize 属性 17-6
PrimaryAddresses 属性 36-3, 69-6
PriorityOverride 属性 30-12, 34-11, 35-13
Properties 属性 3-4, 17-6, 19-2, 42-3
Property 属性 25-3
PublicId 属性 80-3, 81-3

Q
QOSDegradationAllowed 属性 43-6
QualityOfService 属性 43-6

R
Realm 属性 50-3
Realm 要素

CachingRealm 属性 48-2
EnumerationAllowed 属性 48-2
Name 属性 48-2
Notes 属性 48-2
ResultsBatchSize 属性 48-2

RealmClassName 属性 7-2
ReconnectDelayIncrease 属性 43-7
ReconnectDelayMaximum 属性 43-8
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ReconnectDelayMinimum 属性 43-9
RecvTimeout 属性 36-3
RedeliveryDelayOverride 属性 30-12, 34-11, 

35-13
RedeliveryLimit 属性 30-13, 34-12, 35-14
RefreshMinutes 属性 17-6
RemoteAccessPoint 属性 73-3
RemoteAccessPointList 属性 71-2
RemoteName 属性 70-3, 71-3
RemotePassword 属性 73-3
RemotePasswordIV 属性 73-3
ReplicationGroup 属性 52-25
ReplyQ 属性 78-3
ResourceName 属性 70-3, 71-3
RestartDelaySeconds 属性 52-25
RestartIntervalSeconds 属性 52-25
RestartMax 属性 52-25
ResultsBatchSize 属性 48-2
Retries 属性 77-5
RetryDelay 属性 77-5
RetryInterval 属性 72-7, 74-9
ReverseDNSAllowed 属性 52-26
RMCFactory 要素

DeploymentOrder 属性 49-2
JNDIName 属性 49-2
Name 属性 49-2
Notes 属性 49-2
Targets 属性 49-2

RootDirectory 属性 53-3
RootElementTag 属性 81-3
RotationTime 属性 40-4
RotationType 属性 40-4
RowPrefetchEnabled 属性 18-4, 22-4
RowPrefetchSize 属性 18-5, 22-5

S
SAXParserFactory 属性 81-3, 82-3
Security 属性 72-7
Security 要素

AuditProviderClassName 属性 50-2
CompatibilityMode 属性 50-2
ConnectionFilter 属性 50-2

ConnectionFilterRules 属性 50-2
ConnectionLoggerEnabled 属性 50-3
GuestDisabled 属性 50-3
Name 属性 50-3
Notes 属性 50-3
PasswordPolicy 属性 50-3
Realm 属性 50-3
SystemUser 属性 50-3

SecurityConfiguration element
WebAppFilesCaseInsensitive attribute 51-2

SecurityConfiguration 要素
Name 属性 51-2
Notes 属性 51-2

SecurityContextEnabled 属性 36-4, 69-6
SecurityPolicyFile 属性 53-3
Selector 属性 43-9
SendServerHeaderEnabled 属性 65-11, 67-11
Server 要素

AcceptBacklog 属性 52-5
AdministrationPort 属性 52-5
AutoKillIfFailed 属性 52-6
AutoRestart 属性 52-6
ClasspathServletDisabled 属性 52-6
ClientCertProxyEnabled 属性 52-7
Cluster 属性 52-8
ClusterWeight 属性 52-8
COMEnabled 属性 52-6
CompleteCOMMessageTimeout 属性 52-8
CompleteHTTPMessageTimeout 属性 52-9
CompleteIIOPMessageTimeout 属性 52-9
CompleteT3MessageTimeout 属性 52-10
DefaultIIOPPassword 属性 52-10
DefaultIIOPUser 属性 52-10
DefaultInternalServletsDisabled 属性 52-11
DefaultProtocol 属性 52-11
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